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前回のあらすじ







　ユミール大陸随ずい一いちの強国、ウェーメリア帝てい国こくに生まれし第五皇子ラウル・ラシュメア。

　彼かれは王権の証あかしたる星神器セレステイアル・セラフィゲイトを扱あつかえなかった事から皇位継けい承しよう権けんも授さずけられず冷れい遇ぐうされ、皇族として失格の屑くず星ぼし皇子あるいは帝国の屑星と蔑さげすまれ生きる事を余よ儀ぎなくされてしまう。

　しかしながら周囲の少数の人々の支えもあり、逆境に腐くさる事なく文武共に鍛たん錬れんに鍛錬を重ねてきたラウルは、やがて人生の転機を迎むかえる。

　大陸南部の小しよう国こくエルラーンの次期女王であるルシエ姫ひめとの政略結けつ婚こんである。

　幼い頃ころからの仲間である大神将の娘むすめマリーベルや剣けん王おうの息子むすこリハルトを従者とし、共にエルラーン入りしたラウルは、文武における活かつ躍やくにてルシエや女王ユーリエの信しん頼らいを勝ち得、エルラーンの力を後うしろ盾だてに、隣りん接せつする帝国アゼルキア州の州長官として暴ぼう虐ぎやくを行っていた異母兄ボウテングとの戦いに踏ふみ切きる。

　全すべては偉い大だいな指導者たる黄金皇こう帝ていラヴェールと、その第一皇子で黄金を継つぐ者とまで呼ばれた、ラウルの最も敬愛する兄ロファールの二本の柱を失い、残った者達たちが己おのれの欲を押おさえられずに相争う迷めい走そうを始めた帝国に、黄金の志を取とり戻もどさせるため。ラウルの姪めいでもある現皇帝ミレーニアの未来を救うため。

　そしてそれが叶かなった時、もう自分を屑星と呼ぶ者はいないだろう。

　大義と野心を胸に秘ひめたラウルの戦いの第一歩は、完全なる勝利で終わった。

　ボウテングを討うち取り、同時に彼の配下にあったバルカ・ライゼルの忠誠を得る事に成功。エルラーンにとって安心できる人物を後任の州長官にという帝国中央への申し入れも受け入れられることになり、目もく論ろみ通りにバルカが後任の州長官に任命されたのである。

　バルカは帝国の州長官でありながら、ラウルに忠誠を誓ちかう身となった。

　今後はバルカを通じ帝国中央への面従腹背を保ちつつ、帝国を牛ぎゆう耳じる二大派閥――先せん帝ていの第二皇子である帝国の法典ことレイノルズの宰さい相しよう派、同じく第三皇子の帝国の獅し子しアイヴァーの元げん帥すい派に抗こうする術を模も索さくして行く事が必要となる。

　まだまだラウルの現状は、その大いなる志への第一歩を踏み出だしたに過ぎなかった。







第一章　四虎競食







　聖王暦れき五二八年、秋。ウェーメリア帝国はアゼルキア州と、エルラーン王国の境にある地、ゲルトリッシュ――

　ここに存在するゲルトリッシュ砦とりでは別名魔ま狼ろうの砦と呼ばれ、他国に誇ほこるエルラーンの国防の要である。魔狼の正体は星神器セレステイアルエレノーテによって顕けん現げんした精せい霊れいフェンリルであり、百シルト（二十メートル）は優にあるその巨きよ体たいは絶大な戦力を誇り、千軍万軍を木こっ端ぱのように吹ふき散ちらしてしまう。

　かつてゲルトリッシュ砦に篭こもったわずか数千のエルラーン軍が、十万にも及およぶ敵軍を圧あつ倒とう的てきに打ちのめしたなどという逸いつ話わも聞かれるほどだ。

　そんな伝説の担にない手てである魔狼と、それを呼び出し使し役えきする事を可能とするエレノーテの使い手、精せい霊れい姫き――その両者が今この地にいた。

　そして、一心不乱にとある作業に没ぼつ頭とうしているのであった。

「よし、次はあちら側を頼たのむ、フェンリル」

　魔狼の巨きよ大だいな背に乗って指示を送るのは、超ちよう一いち流りゆうの美術品のような美び貌ぼうの少女だ。

　銀の長ちよう髪はつの神秘的な色合いと、紅の瞳ひとみの愛らしさ、そしてすっと通った鼻筋のかたち。

　どれもこれも、非の打ち所のない逸いつ品ぴんである。

　精霊姫ルシエ・エルラーン。近ちか頃ごろ結婚したばかりの新にい妻づまでもある。

　ルシエの指示を受けたフェンリルは少し移動して、地面にその強大な前ぜん肢しを叩たたきつけ、爪つめを立てる。それを何度も繰くり返かえし、土を掘ほり起おこして行く――

　フェンリルの背でそれを眺ながめながら、ルシエはふうとため息をついた。

「全く。一体いつまで続くんだ、こんな事が……」

　何をしているかというと、見ての通りなのだが土地を耕しているのである。

　ゲルトリッシュ一帯を、フェンリルを動員して農耕地化するという目的のためだ。

　ルシエはここ一月あまりずっとゲルトリッシュに篭り、来る日も来る日もフェンリルと共に土を掘り起こし続ける作業をしていた。

　それをルシエに命じた夫であるラウルは、ルシエに付き合うわけでもなく、アゼルキア州都のニルバスに滞たい在ざいしている。

　ラウルはラウルでやることがあるとは言え、ルシエに会いにくるわけでもなく、手紙や知らせを寄よ越こすわけでもない。結婚したばかりの妻を泥どろまみれの土木作業に放ほうり込んでおいて、もう一月以上も知しらん振ぷりである。ルシエの妻としての不満は日に日に高まってきていた。

　何せ結婚したばかりなのだ。政略結婚だから甘あまい甘い新しん婚こん生活とはいかないが、近くにいて共に過ごし、少しずつお互たがいの理解を進めながら、関係を深めていく。そんな期間があってもいい、いやあるべきだとルシエは思うのに――

「ラウルの馬ば鹿か。あれだけ頭がいいのに、妻に対する扱いが雑過ぎる。これは不当だ。今度あったら絶対文句を言ってやるからな」

　ぶつぶつと不満を漏もらすルシエとは対照的に、フェンリルは一いつ生しよう懸けん命めいに命じられるがままに土を耕し続けている。もう日が暮れ始めてきていて、空が茜あかね色いろに染まっている。

「……そろそろ日も暮れるな、フェンリル、今日の作業はこれで終わろう。砦に戻るぞ」

　ルシエは砦に向けて足を向けるフェンリルの背で、これを命じられた日のことを思い起こし始めた――





◆◇◆






　聖王暦五二八年。夏の終わりのアゼルキア州都ニルバスの城。

　城内にある一室では、これから重要な会議が行われようとしていた。

　部屋中央の円えん卓たくを囲んでいるのは、六名の人物――

　大だい帝てい国こくウェーメリアに生まれた出で来き損そこないの皇族、屑星皇子ことラウル・ラシュメア。

　ラウルと政略結婚をした小国エルラーンの王女、精霊姫ルシエ・エルラーン。

　帝国時代からのラウルの従者で、大神将ゴルータの娘マリーベル・バロウズ。

　同じく帝国時代からのラウルの従者で、剣王ゼファトの息子リハルト・オヴェルス。

　帝国五神将にあり紅こう竜りゆう将しようと呼ばれた、現在はアゼルキア州長官のバルカ・ラゼイル。

　帝国軍時代からのバルカの部下である帝国貴族出身のシルヴァン・グリート。

　以上である。皆みなラウルに忠誠や協力を約束してくれた同志達だ。

　これからラウル達が行おうとしているのは、当面のアゼルキア州の統治をどうするかという話し合いだった。

「や、バルカ将軍。州長官の椅い子すの座すわり心地ごこちはどう？」

　皆が席に着くと、ラウルは愛あい想そ良くバルカに呼よび掛かける。大義と野心を胸に秘め、そのためになら血の繋つながった異母兄を策略に陥おとしいれる事も厭いとわない厳しさを持つラウルだが、普ふ段だんの様子はヘラッと締しまりがなく、愛想もとても良い。

「正直申しますとあまりよろしいものでは――やはり私の本分は戦場に立つ将でありますので」

　と、竜りゆう頭ずの異相を持つ竜人種ドラゴニユートは困ったように述べる。

「うーん、そうかあ。これからしばらく気苦労をかけると思うけど、よろしくね。将軍以外に適任はいないし」

　本人は居心地が悪そうだが、バルカは決して武勇一いつ辺ぺん倒とうの人物ではない。その迫はく力りよく十分の異相に反して冷静な判断力と非常に情け深い心を持った善良な男である。

「はは。情勢は理解しているつもりです。微び力りよくを尽つくしましょう」

「シルヴァンも、将軍の補ほ佐さをよろしくね」

　シルヴァンは、バルカが帝国五神将として黄金戦せん役えきを戦っていた頃からの部下である。今回バルカがアゼルキアの州長官に任じられるにあたり、州長官の裁量でシルヴァンを補佐官として登用する事を願い出、帝国中央にも既すでにそれは通っていた。

　シルヴァンも冷静な判断力を持つ男であり、補佐役には適任と言えるだろう。

「ええ。お任せ下さい、ラウル殿でん下か」

「さて、本題に入る前にこっちもちょっと変化があってね。エルラーンで今までの王立騎き士し団だんに加えて、王立第二騎士団が設立される事になったんだ。ルシエの方は王立第一騎士団って事になったよ。で、俺おれは第二騎士団の騎士団長を拝命してきた。マリーとリハルトは第二騎士団所属の大騎士ね。まあ千人長くらいに思ってもらえればいいかな」

　ラウルは左ひだり隣どなりに座る金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女、マリーベルとそのさらに隣となりにいる黒くろ髪かみの青年、リハルトに視線を向けながら述べた。名を呼ばれるとマリーベルはふんわりと可か憐れんな花のような笑えみを浮うかべ、無愛想なリハルトは無表情のまま何も変化を見せない。

「私の第一騎士団の方は活動も規模もこれまでと変わらない、今まで通りだ。第二騎士団の行動はラウルに全権が一任されている」

　と、ラウルの右隣に座るルシエが後を引き取った。

「して、第二騎士団の方の兵数は如い何かほどに？」

　バルカの問いは、当然気になって来るところだろう。

「うん。今はまだ三人だね。ハハハ」

「なるほど、空手形ですか。無い袖そでは振ふれぬとは言いますが……」

　そうシルヴァンがため息を吐ついた。

「まあそうがっかりするもんでもないよ。平たく言うと今後の俺が行動しやすいように、ユーリエ様が肩かた書がきを与あたえてくれたってトコだね。俺の行動は全部、エルラーンのお墨すみ付つきって事にしていいわけだ」

　それがあるとないとでは、言葉の重みが、説得力が違ちがってくる場面も確実に存在する。

　エルラーンの騎士団長かつ女王の娘むすめ婿むこの立場と、バルカを通して帝国のアゼルキア州を操あやつる立場と、これらを時と場合により使い分けて立ち回って行く事が必要になって来る。

「別に母上がラウルを疎うとんじているとか、そのような事ではないぞ。ラウルの才覚ならばそれでも充じゆう分ぶんだと――兵をつけられればいいが、何分王立騎士団自体小規模で分ける余よ裕ゆうがないし、新たに兵を募ぼ集しゆうして訓練するのにも時間がかかるものだし――出来る限りの援えん助じよはこれからも行ってゆくつもりだ」

　少々申し訳なさそうにルシエは述べる。

「いやあ充分だよ。帝国にいた頃に比べれば驚きよう異いの出世だしね」

　帝国にいた頃のラウルは無役の屑星皇子、同じくリハルトも無役の穀ごく潰つぶし、辛かろうじてマリーベルだけが皇こう宮ぐうの護衛の兵という役を持っていただけだった。

　それに比べればまだ名ばかりとは言え、驚異の地位向上である。

　あとは自分の才覚次し第だい――上等ではないか、やってやろうとラウルは思う。

　自分次第で上に伸のびて行ける立場。その出発点に立つ事すら、帝国では許されなかったのだ。それを思えば、この現状には何の不満も出てこない。むしろ大きな喜びである。

　敬愛する兄ロファールの遺のこした黄金の志を未来へと繋ぐ大義。自分を何の価値も無い屑星と断じて来た世を見返すという野心。それらのために前へ前へと進んで行くのみだ。何も憂うれいは無い。

「さてじゃあ本題に行こうか、今後アゼルキア州をどう将軍に治めて貰もらうかだけど――俺からお願いしたいのは主に三つかな、上がった税を父上の頃と同じに引き下げる。閉へい鎖さされた学問所アカデミアを再開する。それから星神教会の異い端たん審しん問もんを止やめさせる。以上だね」

　すなわち、黄金皇帝ラヴェールや黄金を継ぐ者ロファールの時代の、民たみに好評を得ていた頃の施し策さくに戻すと言う事である。

　さらりと述べるラウルの発言に、バルカとシルヴァンは表情を驚おどろきに変える。

「な……しかしそれは、確かに理想的ではありますが――」

「殿下、無い袖が振れぬのはアゼルキアとて同じです。そのような余裕はどこにも……」

　彼かれ等らの言い分も尤もつともで、言うのは簡単だが行うのはそう容易たやすい事ではない。

　州長官は与えられた予算の中で担当州の治安を維い持じし、また既き定ていの税を徴ちよう収しゆうして中央に送る役割を担っている。

　既に閉鎖された学問所を再開するためには資金が必要だが、それに必要な予算は当然中央からは出して貰えない。中央の方針は学問所の廃はい止しだからだ。

　また、税を引き下げれば当然州長官が中央に献けん上じようすべき既定の税収に届かなくなる。

　星神教会の異端審問を強制的に止めさせれば、教会は反発するだろう。

　どれもこれも、州長官の解任につながりかねない失態となる。それでも居い座すわれば、中央からの討とう伐ばつ軍がやって来る事態となる。

「殿下、討伐軍が差し向けられる事も承知で、真っ向から戦うおつもりですか？」

　シルヴァンの問いにラウルはヘラッと笑えみを見せながら首を振る。

「まさか。今の俺達たちにそんな余裕は無い。こっちはエルラーン軍全部でも一万と、アゼルキアの州兵が前の戦いで少し減って二万と少しでしょ。足しても三万と少しだしね」

　二大派閥のうち、近衛このえ軍元帥アイヴァーの配下にある中央近衛軍の兵力は二十万にも上るし、対するレイノルズも自らが宰相と帝てい都とのあるウェーメリア州の州長官を兼けん任にんしており、残りの中央四州の長官も親派で固めている。帝国の一州あたりの州軍兵の規定は三万だが中央四州は経済的に豊かで人口も多い。三万以上に増やそうと思えばすぐにできるだけの余力がある。

　さらに、レイノルズの後ろ盾である星神セレス教きよう会かいが独自に騎士団を創設しようとしているという噂うわさもある。当然それは、レイノルズに付くだろう。公おおやけの数値では宰相派十二万と元帥派二十万だが、レイノルズが本気で戦力を動員すれば、二十万を越こえる事も十分考えられる。両派はおおよそ互ご角かくと見立てていい。

「真っ向勝負なんてまだまだ早い。とはいえアゼルキアを今までのままにしておいたら、民には頭がボウテング兄上から変わっただけと思われるよ？　彼等は俺達に期待してくれたから協力してくれたんだ。それを裏切ったら今度は俺達が見放されるだけだ。いざという時に一体になれるように、ボウテング兄上との違いを彼等に見せなきゃならない。これは絶対に外せないと思う。そこは分かってくれるよね？」

「ええ。それは仰おつしやる通りかと存じます」

「で、だ。出費が増える上に税収が減る件について無い袖をどうするかだけど、軍事費を大おお幅はばに削けずればいいかなって思ってる。具体的には兵数を一万程ほど削さく減げんすれば充分収支の釣り合いは取れるはずだ」

　軍事費を割り引いて余った分を税収に足し、既定の額に到とう達たつしたと言う体面を取り繕つくろうわけだ。収支さえあっていれば中央も問題視はしないだろう。何せ悪政の限りを尽くしていたボウテングを放置していた程なのである。

「それは確かに――ですがそれほどまでに削減すれば、職にあぶれた大量の兵達はその後どうすれば……？」

「大だい丈じよう夫ぶ。彼等が職にあぶれることは無いよ。王立第二騎士団で彼等を丸まる抱がかえするから」

「おお成なる程ほど――つまり実質は配置変へん更こうという事になるわけですな」

「うん。そうだよバルカ将軍。査察官が来た時の閲えつ兵ぺいでは数合わせで彼等に州兵のふりをして貰おうかな。まあ査察は当分先だから、今は気にしなくてもいいとは思うけど。これでアゼルキア州としては辻つじ褄つまが合うと思うけど、どうかな？　まあ第二騎士団に移って貰う兵をその後どう食わせるかは、また別の話って事で。資金や兵ひよう糧ろうの面ではある程度エルラーンからも援助してもらえるだろうし」

「殿下の方針を行おうとすれば、それしかありませぬな。これで学問所と税の件に関しては目算が立ちますが、異端審問への対応はどうなさるおつもりか？」

「うん。これはお金の問題じゃないから始末に悪いけど――これも絶対に止めさせなきゃいけない事だよ」

　新しん帝ていミレーニアの代になってからの新施策では、このアゼルキアを含ふくめた外がい縁えん六州で、星神教会の要望に応じた強制改宗が許可された。

　今アゼルキアにも、星神教会から大量の異端審問官がやって来ていた。彼等の所業は苛か烈れつで、異端者と認めた者の住居や財産、そして命までも平然と奪うばって行く。それを善行だと疑わない精神性は、信しん仰こうなるものの負の面の恐おそろしさを感じさせる。

　現状のアゼルキアの惨さん状じようは決してボウテングの暴政だけのせいではなく、彼等異端審問官による所もまた大きい。

　これをそのままにしておいて、アゼルキアの民に平へい穏おんは無い。

「今アゼルキアに来ている審問官には、ボウテング兄上が無む茶ちやしたせいで政情不安になっていて、あんたたちの安全の保障が出来ないから一いつ旦たん帰ってくれって説得して欲ほしい。くれぐれも丁てい重ちようにね。口だけじゃ効果は薄うすいだろうから袖の下も忘れずに」

「賄わい賂ろか――」

　ルシエは少々渋しぶい顔をした。この辺り本当にこの精霊姫は清せい廉れん潔けつ白ぱくで、目的の善よし悪あしとは別に、手段の善し悪しも気にかかるらしい。

　ラウルとしては、多少の事には目を瞑つぶっても為なすべきを為すべきだと思う。

　ここは一つ、方便で納なつ得とくしてもらうとしよう。

「違うよルシエ、戻るための路銀だよ、路銀」

「なるほど……そう考えれば飲み込めなくもないか」

「うんうん。ああそれと別口で、民に偽ぎ装そうした兵に審問官を襲おそわせる事件を何件か起こさせようか。審問官達を震ふるえ上あがらせてやればいい。それでも出て行かない頑がん固こ者ものは強制的に排はい除じよしよう」

「情け容よう赦しやありませんね。とは言え放置しておけば、いずれは実際にそのような事態も起こり得るでしょうが――」

「そうだねシルヴァン。本当に民がそれをやってしまえば、取り締まらざるを得なくなるからね。出来ればそんな事態にはしたくない。まあ率そつ先せんして泥をかぶるって思おうよ」

「本当に腹黒いな、ラウルは」

「あ、ルシエは反対？」

「いや、審問官達の所業は私もエングリッツで目にした。少々の報むくいは然しかるべきだろう。だが、それでも教会の感情悪化は避さけられないぞ。審問官を追い出せば、教会がレイノルズ殿どのを動かして、軍を差し向けさせようとするのではないか？」

　星神教会は、宰相派の権力基き盤ばんの後ろ盾でもある。レイノルズを通じて外縁六州の強制改宗を始めさせたのもその意思だ。

　邪じや魔まをされれば、当然レイノルズを動かそうとするだろう。

「まあ、するだろうね」

　と、ラウルはあっさり応じた。

　ルシエの予測は、勿もち論ろんその通りなのだが――もう少し深く突っ込むと、また違う結果が見えるはずだ。こう言っては悪いが、ルシエの認にん識しきは少々浅い。

　見た目も内面も清らかで美しいだけに、相手の弱みを探して肚はらを探さぐり合あい、騙だまし騙され合う権けん謀ぼう術じゆつ数すうにはあまり向いていないように思う。

　ルシエの適性はエレノーテを持ち精霊姫として戦場に立つ事、そしてその清らかな心で民と向かい合い、慈いつくしみ治める事にあるのだろう。

　同年ねん齢れいのラウルが言えた義理ではないが、まだまだ若い少女なのだ。

「では、結局すぐに討伐軍がやって来るではないか」

「いやいや、そこはレイノルズ兄上の立場も考えて予測しないと」

「レイノルズ殿の立場？」

　ぽんとバルカが手を打った。

「なるほど、レイノルズ様はむしろ教会を抑おさえる立場を取られるとお読みなのですな」

「うん。下手に強きよう硬こうな手段に出れば、ボウテング兄上の件にレイノルズ兄上が絡からんでいる事を俺達に暴ばく露ろされて、結果アイヴァー兄上が勢いづく事になるから、ほとぼりが冷めるまで待って欲しいって言って、断ると思う」

「ああそうか――アイヴァー殿の事も考えれば、そうなるのだな……」

「そうそう。俺達が宰相派と元帥派を見なきゃならないように、レイノルズ兄上もアイヴァー兄上もお互いを見ながら行動してくるからね。多角的に考えなきゃね」

「確かに道理。では暫しばらくの間、宰相派の派兵は無いと――いや、宰相派に限っては未み来らい永えい劫ごう派兵は無いやも知れませぬな。我々次第でしょうが」

「私も将軍と同じ意見です」

　シルヴァンがバルカに同意していた。

「俺もかな」

　ラウルも笑顔で頷うなずいた。

　バルカやシルヴァンは流石さすがに経験豊富な年長者であり、こういう謀ぼう略りやくの類たぐいにも対応できる。それが分かって嬉うれしかったからだ。やはり彼等に味方になって貰った事は大きい。

「あのう……皇子」

　それまで黙だまって聞いていたマリーベルが、申し訳なさそうに小さく手を挙げた。

「うん、マリー。どうしたの？」

「ごめんなさい、分からなかったです……もう少し詳くわしく説明して貰えますか？」

　マリーベルの言葉にルシエは頷いていた。

　リハルトは無言で無反応だった。分かっているのかいないのか――興味が無くて聞き流している気がしなくもない。

　『剣』の使い方を考えるのは、使い手であるラウルの役目――と言う事か。

「勿論いいよ。宰さい相しよう派の派兵がずっと無いかもって言うのは、レイノルズ兄上がこう言って来るかなって事なんだ『皇帝の名において命ずる。逆ぎやく賊ぞくアイヴァーを討つべし』って。逆に元帥派の近衛軍をアゼルキアに寄越して戦わせようとするかもしれないね」

　こちらも帝国の一部の体面を取る以上、そう言われてしまえば断れない。

　ボウテングではあるまいし、それが分からないレイノルズでもない。

「いずれにせよ自分の手て駒ごまを使わずに、俺達を目め障ざわりな奴やつにぶつけさせて共とも倒だおれさせる方が効率的でしょ？　頭のいいレイノルズ兄上だったら、このくらいは当然考えるよねって予想なんだ」

「ああ、そういう事なんですねえ」

　マリーベルは感心したようにつぶやいた。

「それから将軍が言った我々次第って言うのはね、俺達が利用するに足る駒こまに育つか育たないかって所に関かかわってきててね、育ったなら利用されるだろうし、教会が我が慢まんできないくらい待っても育たないなら、見込み違いだったって派兵して潰つぶすだろうって事なんだ」

「宰相殿の陣じん営えいがその見み極きわめを行うのに――一、二年の猶ゆう予よはあるでしょうね」

「その間を如何にするかが、我々の運命を決めますな」

　シルヴァンとバルカが、ラウルの言葉を補足してくれた。

「そうだね。そこは全く将軍の言う通りだよ。与えられた暫くの猶予の間に、レイノルズ兄上やアイヴァー兄上の意図を上回る何かを起こす必要がある」

「何かとは――何か考えはあるのか？　ラウル」

　真しん剣けんな顔のルシエに見つめられ、ラウルはヘラッと笑みを見せた。

「まあ、ここでないとは言えないよね。皆を巻き込んでるんだから。勿論あるけどその話の前に、当座のアゼルキアの内治はさっき話した通りで行くって事でいいかな、将軍？」

「承うけたまわりました。必ずや使命を果たしましょう」

　バルカは力強く頷いて承しよう諾だくする。

「よろしくね。じゃあお待ちかねの二大派閥への対たい抗こう策さくだけど――今いま更さら言うまでもないけど、今の俺達の戦力はどちらと比べても圧倒的に劣おとる。現時点で真正面から戦おうなんて自殺行こう為いだ。暫くの猶予の間にどう事態を好転させるか――まずは皆の考えを聞いてみたい。何か案のある人はいるかな？」

「殿下、よろしいですか？」

「うんシルヴァン。何でも言ってみて」

「異端審問は星神教会の意思ですから、これを拒きよ否ひしても宰相派の心証が悪くなるだけかと。ならば元帥派と手を結ぶ事に関しては不可能ではないでしょう。元帥派と共同戦線を張るというのは如何いかがですか？」

「アイヴァー様か――あの方の肚は読み切れん所がある。なるべくなら頼みとはしたくない相手ではあるな」

　と、バルカが腕うで組ぐみをして唸うなる。ルシエが後に続いた。

「それに、同盟とは対等かそれに近い者同士で成り立つものではないか？　圧倒的に小勢なこちらを先方が必要とするだろうか。隷れい属ぞくを強しいられる事になりはしないか」

「ええ姫ひめ様さま、その危険性はありますが、こちらは綱つな渡わたりが必要な状じよう況きようなのですから、試ためしてみる価値はあるかと」

「まあ一理あるよね。他の手が塞ふさがったら試してみる価値はあると思う。ちょっと怖こわい手だけどね。下手すりゃ宰相派の勢力を削る捨すて駒ごまにされるしね」

「ラウル、それより他の外縁六州に檄げきを飛ばして、協力を呼びかけてみるのは？　皆中央の施策に不満があるのなら、手を取り合えるのではないか？」

　ある意味真まっ直すぐな正せい攻こう法ほう的意見は、高潔なルシエらしいと思えるが――

「奥おく方がた様。それは少々危険かもしれませぬ。それを行った時点で、中央は我々を反逆者として討たねばなりません。異端審問は拒否しますが、名目は治安不安のための一時的なものとするのですから、反逆の態度を取るわけではありませぬ。であればこそ目め溢こぼしもありましょうが、明確な叛はん意いを示せば即そく座ざに数十万の兵が押し寄よせますぞ」

「む……」

「それに外縁六州の長官の皆が、現状を見て義ぎ憤ふんに駆かられているわけでもありますまい。中には他ひ人と事ごとと唯い々い諾だく々だくと従う者もおりましょう。ボウテング様もそのお一人でした」

「まあ、他州の州長官が何を考えてるかは知っておきたいけどね。堂々と檄を飛ばすのはちょっと不ま味ずいけど、こっそり探りは入れておきたいかな」

　と、ラウルは後を引き取った。

「ラウルの意見はどうなんだ？　そろそろ教えてくれてもいいだろう？」

　とルシエに促うながされるとラウルは椅子を立ち、卓たく上じように広げられた大陸地図の脇わきに置かれた駒を取り上げた。

「うん、そうだね。俺の考えを整理すると――」

　まず、帝てい国こく領りようの真ん中に二つの大きな駒を置く。

「片方がレイノルズ兄上、もう片方がアイヴァー兄上」

　そして、エルラーンとアゼルキア州の境、丁度ゲルトリッシュのあたりに小さな駒を。

「これが俺達――で、バルゼイアとラトゥータもいるよね」

　そして、バルゼイア連合の領地に一つ、ラトゥータ教国の領地に一つ、それぞれまた大おお駒ごまを配置した。

「ま、現状はこんな所だよね。どの勢力と比べても、俺達の力は劣る」

　それには全員が、同意して頷いた。

「このまま何も手を打たないと、いずれはこうなる――」

　帝国内の大きな駒を一つ、ゲルトリッシュに置いたラウル達の小さな駒の側そばに。

「ここでもし奇き跡せき的てきに都合のいい奇き策さくがぽんぽん浮かんできて、俺達が宰相派に勝てたとする――」

　宰相派に見立てた駒を、地図の外に追いやる。

「でもそうなったとしても……」

　バルゼイア連合、ラトゥータ教国の双そう方ほうの駒を、帝国領に侵しん入にゆうさせる。

「全体で見れば、帝国の兵力が低下しただけに過ぎない。バルゼイアやラトゥータの侵入を許す事になるだろうね。バルゼイアもラトゥータも、黄金戦役で帝国に切り取られた元の領土や属国を回復したいはずだしね」

　バルゼイア連合は現在は外縁六州のトラード州に含まれるクワアル高地の北半分を帝国に切り取られたし、同じく外縁六州でラトゥータと隣接するセシルト州は、元々はラトゥータの属国のセシルト大公国だった。

　帝国の内ない紛ふんによる勢力低下は、これらを取り戻す絶好の機会となる。

「なるほど――広く見れば当然の流れになるな」

　ルシエがうんうん、と頷く。ラウルは宰相派の大駒を再びゲルトリッシュに戻す。

「だから、こういう事態が起こっちゃいけない。この時点で、俺達が全ぜん滅めつするか、勝っても外部の侵入を許す未来しかないんだよね。理想の展開は――こうだと思う」

　ラウルは帝国の二つの大駒をそれぞれ、トラード州とセシルト州の国境に配置する。

　そしてバルゼイアとラトゥータの駒をそれに近づける。

「二大派閥のそれぞれが、バルゼイアとラトゥータにぶつかっておりますな？」

「そうだよ将軍。二面戦争――これが理想だ。これによって俺達の敵対勢力の兵力を全部削そぐ。どれか一つが弱ると均きん衡こうが崩くずれるから、一気に全部削っちゃえって事だね。戦後の理想の姿はこう――」

　ラウルは四つの大駒を全て、小さな駒へと交こう換かんした。

「どの勢力も弱って、立て直しを余儀なくされ、すぐには動けない状態――その空白の中で、ここで勢力を温存してる俺達が相対的に浮かぶ目が出てくる」

　戦争状態の間は、宰相派もこちらに構ってる暇ひまなど無くなる。全てが有う耶や無む耶やになる。

　木を隠かくすなら森と言うが、これは二面戦争という国家の一大事でアゼルキア一州の反はん抗こうを覆おおい隠しつつ敵対勢力の力を削ぎ、相対的に自分達が浮かび上がるための戦略だ。

「どうこの状態に持って行くかはまた後で説明するけど――こうなれば結構行けそうじゃない？　二つの勢力を争あらそわせて漁夫の利を得る考え方を二虎競食計って言うけど、これはそれを二面に展開する言わば四虎競食ってトコかな」

　と、ヘラッと笑顔で言うラウルに、ルシエもバルカもシルヴァンも言葉が無かった。

　こんな発想はした事が無いからだ。皆二大派閥をどう掻かい潜くぐって力を増し、自分達が彼等に抗し得るまで育つかという視点でしか考えていなかったのである。

　そこをラウルは、二大派閥を等しく引ひき摺ずり下おろすという発想を持ち出したのである。しかもその担い手は、帝国内で紛ふん争そうが起これば、その隙すきを突ついて来るであろう厄やつ介かい者もの、ラトゥータ教国とバルゼイア連合だ。なるほど初めからそれらがぶつかって潰し合ってくれれば、自分達と他勢力の戦力差が一気に縮まる事になり、俄が然ぜんその後の展望を描えがきやすくなる。

　人間、状況に窮きゆうすれば目先しか見えなくなるものだが、ラウルはそれには当たらないらしい。いや、当たっていたとしても、まだまだ窮するような状況ではないと言う事か。

　大陸全土を碁ご盤ばんとした大所高所に立ったこの発想は、遠大かつまさに慧けい眼がんだった。

「……ふっ、ふふふ――もしかすると、私は寿じゆ命みようを縮めないで済むのかも知れません」

「いや、これは見事な慧眼……恐れ入いりました。まるでリュミエラ殿が目の前におられるように感じますぞ」

　シルヴァンは嬉しそうに含み笑わらいをし、バルカは感心して唸った。

　バルカやシルヴァンがラウルに協力する道を選んだのは、勿論この英えい雄ゆうの資質を秘める屑星皇子を見込んだのもあるが、道を失いつつある現在の帝国において、良心を騙しながら生きながらえるよりも、黄金の志に殉じゆんじて死ぬのも一興と考えた事も大きい。

　正直に言うと、二大派閥を凌りよう駕がして帝国の道を正す事が、本当にできるとは少々考えにくかった。それでも、義に生きて死ねればよい――そう考えていた。

　だがこの四虎競食が為れば――ひょっとするとひょっとする。

「まだまだリュミエラには及ばないよ。まあこれは理想も理想で、戦後の状況まで完全に思い通りになるかは不ふ透とう明めいだね。二面戦争の中で、俺達はなるべく戦力を温存しつつ、戦せん況きようが痛み分けの引き分けになるように立ち回ってかなきゃいけない。だけどこれはまだ先の話、まずは二面戦争に持って行くことが大事になるね」

「妙みよう案あんだと思う。全くラウルの腹黒さには恐れ入る」

「一応褒ほめられたと思っておくよ？」

　ラウルはルシエにヘラッと笑顔を向けて応じる。

「ああ、勿もち論ろん褒めている。だが――大きな戦いになるのだな。多くの命が失われると思うと、少々複雑ではある」

　エルラーンの国こく是ぜは自国を守る事への専念であり、自ら積極的に他国に打って出るような事はして来なかった。

　その文化の中で育ったルシエには、積極的に他国と他国を争わせるような考え方に多少の抵てい抗こうがあるようだ。理は認めていても、心は複雑な様子だった。

「姫様。失礼ながら多くの命が失われるのは、他の手を取っても同じです。感傷はお捨てになった方がよろしいかと……」

「ああ分かっている、シルヴァン。分かってはいるんだ……」

　ラウルは二人の後を引き取った。

「シルヴァンの言う通りだけど、ルシエの気持ちも大事だと思う。勿論、誰だれの命も失わせず帝てい国こくが黄金の志を思い出すのならそうするけど――そうじゃないからね。だったらやるしかない。大事なのは血が流れたその後を、前より必ずいいものにする事だよ」

　それが、ラウルが尊敬して止やまない黄金を継つぐ者ロファールの口くち癖ぐせでもあった。

「ずっとそれを繰り返して行けば、いずれは千年の平穏がやって来る世の中になる。だからこそ俺達は、血が流れた後がどうなるのかを、常に示し続けるべきなんだ。今はアゼルキア州がその場所で、だから妥だ協きようは許されない。そして妥協もせず潰されもせずにいようと思うと、俺にはこの手が一番だって思えるんだ。ルシエ、分かって欲しい」

　その表情にヘラッとしたものはなく、真しん剣けんな眼まな差ざしが、真っ直ぐにルシエを見ていた。

　こういう時のラウルは、ルシエから見てまさに凛り々りしく雄お々おしい若き英雄の姿そのもので、その視線に心が射い竦すくめられて、思わず高鳴ってしまう。

　同時に、大丈夫だ、付いて行こうと安心感を貰える。

「分かった、ラウル。大丈夫だ」

　ルシエは迷いを振り切きり、そう答えた。

「うん。で、四虎競食の状況への具体策だけど――ここで、さっき言ってた王立第二騎士団に移って貰った一万の兵を使う事になる」

　とラウルが話を進めると、皆みな真剣な表情でラウルに注目する。

「実は、バルゼイアの魚人種サーペントの方からエルラーンに申し入れがあってね。兵を貸してくれないかって」

　バルゼイア連合は、竜の頭ず蓋がいと呼こ称しようされるユミール大陸において、竜の下した顎あごの位置を領有する勢力である。帝国とは外縁六州のひとつトラード州と隣りん接せつしている。

　複数の異人種がそれぞれに縄なわ張ばりを持ち、対外的には一体となって行動する。異人種たちの共同体とも言える地域だ。

　内部的には主に人の体に獣けものの耳や尾おを持つ獣人種ベルセルク、鳥の羽を背に持つ人である鳥人種レイヴン、耳や背に水生生物の尾びれ等を持つ魚人種に分かれており、その中で現在連合の盟主として主導的立場を持つのは、獣人種の長ワウルフという男だ。もう二十年来バルゼイア連合の盟主として君臨している。その勇ゆう猛もうさから獣王とも呼ばれており、獣王ワウルフ率いる獣人騎き兵へい団は大陸有数の精兵と恐れられている。

　黄金戦役の時代には獣王ワウルフを先頭に、現在のバルゼイア連合の支配地から大陸中央部に侵しん攻こうしてきた事もあり、ウェーメリア帝国軍も激戦の末に何とか彼かれらを追おい払はらったという歴史がある。まだラウルが六、七歳さいの子供の頃ころの話だ。

「バルゼイアの魚人種から？　彼らは商人の種族で争いは好まぬと思っておりましたが」

「彼らが争いを好まないのは将軍の言うとおりだよ、だけどそうも言っていられない事態らしい」

　魚人種はバルゼイア連合の中でもエルラーン東岸から海を隔へだててすぐのファルファラ島や、ラトゥータ教国との境の内海に位置するセルファラ島などの離り島とうに主に住んでいる。

　バルカの言う通り、争いごとより商売人として生きる事を好み、船を使った海洋交易で大陸各地を巡めぐっている。

　エルラーンとファルファラ島は目と鼻の先の位置関係である。魚人種との交易、交流も盛んで、エルラーンの王都アウレアの港には、盛んに彼らの船が入港している。

　ラウルとルシエの婚こん礼れいの時にやってきたバルゼイア連合の使者も魚人種の男だった。

　そんな彼らは独自の兵力をほぼ持たず、政治的には連合の盟主に従属する立場だ。商売のためなら危険な航海も厭いとわないが、戦争や紛争に命を張ることは骨折り損だと考えているようだ。

「バルゼイアで内乱が起きているらしい。鳥人種と獣人種の一部が結けつ託たくして獣王を倒たおそうとしているらしいんだ。形勢が獣王に有利ならこんな事になってないんだろうけど、どうも悪いらしくてね。魚人種も協力を要よう請せいされたらしい」

「ふむう――あの獣王が……私もかつては戦場にてあの者とまみえた事が御ご座ざいますが、あれはなかなかの強つわ者ものですぞ。それが手こずるとは余よ程ほどの事ですな。それ程の反乱の首しゆ謀ぼう者しやは一体何者なのですか？」

「トラファルドっていう男らしい。彼は先代盟主の忘れ形見らしいんだ。ワウルフ殿は先代盟主を斃たおしてその座を奪ってるからね、トラファルドは先代の仇あだを討うち、盟主の座を取とり戻もどすと宣言しているらしい。ずっと鳥人種の縄張りで潜せん伏ぷくしてたらしいから、その誼よしみで鳥人種は彼についたんだね。それから獣人種の中にも一定数の賛同者がいるんだろうね。実際見てみないと何ともではあるけど。未み確かく認にんだけどラトゥータ教国も一枚噛かんでるかもって話もある」

「なるほど……どこも混こみ入っておりますな」

「魚人種としては独自の戦力なんて持ってないから、資金力で傭よう兵へいをかき集めて獣王の下に送ってるらしいよ。で、エルラーンにも声がかかったわけだ。普段ならエルラーンも最低限しか兵を持ってないから、断るところだろうけど――そこをユーリエ様にお願いして受けて貰った。ちょうど都合よく新設した王立第二騎士団に兵が来ますってね」

「あの時ラウルは兵のあてはあるからとにかく受けてくれと母上に言っていたが――アゼルキア州兵から引き抜ぬくつもりだったんだな」

　ルシエの言葉にラウルは大きく頷いた。

「うん、その通りだよ。アゼルキアの予算を浮かせつつ、傭兵の真ま似ね事ごとで今後の第二騎士団の軍資金を稼かせいどこうかなって」

　エルラーンからも資金や兵糧の工面はして貰えるだろうが、一万人分をずっととはいかない。将来的には更さらに規模を大きくしたいし、一つ軍資金を稼いでおく必要がある。商人の種族たる魚人種の懐ふところは流石に豊かで、今回の申し入れの報ほう酬しゆうはかなりの高額だった。

「それに一番重要なのは、バルゼイアに干かん渉しようする機会を得るって事だね。今度の遠えん征せいで、向こうの内情を見極めて、二面戦争のための布石を打って来ようと思う。二大派閥の潰し合いが起こっても、俺おれ達がどちらかと真っ向衝しよう突とつしても駄だ目めなんだ。今の膠こう着ちやく状態のまま二面戦争に突とつ入にゆうして貰わないと。だから急ぐ必要がある。今回は絶好の好機だよ、総合的に考えて、行かない手はない」

「では、遠征軍はラウル殿下自らが率いられるのですか？」

　シルヴァンの問いに、ラウルは力強く応じる。

「勿もち論ろん俺が行くよ。マリーもリハルトも一いつ緒しよだ、いいね二人とも」

「はいっ！　頑がん張ばります！」

「ああ、分かった」

「ラウル、ならば私も――」

　一緒に、と言おうとするルシエを、ラウルは首を振って制した。

「いや、ルシエは残って、やっておいて欲しい事があるんだ。ルシエにしかお願い出来ない事だから」

「私にしか？　どんな事だ？」

「うん。今後のことを考えると、多くの兵を抱かかえるには、その分多く食わせることが必要になるでしょ？　だから、大幅に農耕地を増やしたいんだよね。しかも出来るだけ早く」

「ああ。それが私にどう関係するんだ？」

「関係大有りだよ。ルシエがいなきゃ始まらない。ゲルトリッシュの土地一帯を、フェンリルを使って開かい墾こんしておいて欲しい。まああの巨きよ体たいと力なら千人力、いやもっとだよね」

　ゲルトリッシュの地脈に住まう強大な精せい霊れい、ゲルトリッシュの魔ま狼ろうことフェンリル。

　エルラーンにとっては守り神のような存在だ。そしてそれを使し役えきできるのは、星神器セレステイアルエレノーテに認められた者のみである。この場ではそう、ルシエのみだ。

「はあ!?　フェンリルに土木作業をさせようというのか、ラウルは!?　あれは神聖な存在だぞ！」

「はっはっはっ！　あの恐ろしい魔狼が土を耕すなど、なんとも平和で穏おだやかな光景ではありませぬか、これは愉ゆ快かいだ。この目で一目見てみたいものですな」

「なるほど面おも白しろい利用法ですね」

「わたしも見てみたいです。何だか可愛かわいい気がしますし」

「傑けつ作さくだな」

　ルシエ以外は皆みなラウルの提案に乗り気のようだった。

「大丈夫だよルシエ、ユーリエ様に相談したら、やってもいいって仰ってたから」

「！　何な故ぜ私にも事前に相談しない!?」

「いや、何か怒おこるかなあって思ったから。実際そうだったでしょ？」

「むう……べ、別にそれには怒っていない！　驚いただけだ」

「ああなら、ああん私を置いていくなんてひどい！　寂さびしいわ！　ってそういうこと？」

　妙みように体をくねくねさせた気持ちの悪い仕草でラウルは言う。

　ルシエの内心は実際多分にラウルの言う通りだったのだが、そんな言い方をされて素す直なおに出られるはずもなく、反射的にルシエは反発してしまう。

「馬ば鹿かを言うな！　私はそんなに子供ではない！」

「じゃあお願いできるよね？　実際これが一番の手だと思うんだ」

　ラウルとしては、ルシエにはエルラーンの守りもあるし、それに万一宰さい相しよう派が仕し掛かけて来た場合、バルカに加えてルシエも残っていてくれれば心強い。

「～～～～っ！　わ、分かった！　やればいいんだろう、やれば！」

「うんうん。可愛くて優やさしくてこんなにも協力してくれる妻を持って幸せだなー俺」

「うるさいぞ。下手なお世辞を言うな」

　ルシエはぷいとラウルから顔を逸そらした。明らかに冗じよう談だんめかしていても、ラウルから可愛いと言われるとやはり喜んでしまう自分がどこかにいて――それが顔に出てしまうのを見られるのが悔くやしかったからだ。

　そんなルシエを尻しり目めに、ラウルは次の話題に移っていた。

「第二騎き士し団だんに移る兵の人選は慎しん重ちようにしよう。異国の戦地に行くことになるからね。士気が心配だ。できれば望んで俺についてきてくれる人員だけで構成したい」

「何、アゼルキア州兵の中でラウル殿でん下かの支持は圧あつ倒とう的てきです。心配は要いらぬでしょう。やはり先のニルバスでの演説が功を奏しておるのでしょう」

「結構恥はずかしかったけどね、あれは。じゃあこれで当面の動きは固まったと思う。おさらいをしておくよ、まず大目標は二大派閥を抑えてミレーニアの下で再び皆が一つになれる帝国にする事。中目標は四し虎こき競よう食しよくの二面戦争に状況を持って行く事。小目標はそれぞれで、バルカ将軍とシルヴァンはアゼルキアの建て直し。ルシエはゲルトリッシュ周辺の土地の開墾と、宰相派がもし動いて来た場合の備え。俺とマリーとリハルトはバルゼイアへ遠征して二面戦争への布石を打つ。以上だね。さ、早さつ速そくそれぞれの行動に移ろうか」

　ラウルはやはり締しまりのない笑え顔がおを浮うかべ、会議を締めくくった。

　こうしてルシエは、ゲルトリッシュの魔狼と共に土と闘う日々を送ることになったのだった。





◆◇◆






　早朝からフェンリルと共に泥どろにまみれて土を耕し、日が暮れると砦とりでに戻り一日の作業の泥を落として眠ねむり、そしてまた起きては同じ事を繰くり返かえす。

　そんな日々が続く中である日、砦に戻ったルシエに嬉しい知らせが届いた。

「姫様。先ほど知らせがあり、ラウル様の第二騎士団の編制が完かん了りようしたとの事です。早速バルゼイアに向かうため、明日ゲルトリッシュを通過すると」

「ん。そうか、よく知らせてくれた。ありがとう」

　久しぶりにラウルの顔を見ることが出来る。それは遠征に出るラウルとの暫しばしの別れも意味するのだが、今は一月ぶりにラウルと会える喜びが勝った。

　作業は少し中止して、せめてアウレアまで一緒に行ってラウルを見送ることにしよう。

　その日はいつもより入念に体の泥を綺き麗れいに洗い流し、肌はだが荒あれていないか等々自分自身を点検し、ルシエは床とこに就ついた。

　そして翌日の朝――

　ゲルトリッシュ砦に、ラウル率いる王立第二騎士団の一万が到着した。

　砦を通過していく兵達たちの隊列を見送りつつ、ルシエはラウルが到着するのを今か今かと待ちわびていた。

　やがて隊列の中央程に、騎き乗じようしたラウルの姿を認めると、砦の兵たちはわっと沸わき立たちラウルを歓かん迎げいする。ルシエは弾はじかれた様に隊列の側に歩み寄り、ラウルに声をかけた。

「ラウル！」

「お？　やあルシエ。見送りなんていいのに」

　ラウルは、いつも通りにヘラッと笑顔を向けて来る。

　随ずい分ぶんと素っ気ない一言に感じ、ルシエはちょっとイライラした。

　もっと他にあるだろう。会えて嬉しいとか、会いたかったとか。そういう一言があればまだ許せるのに――

「……それが久しぶりに会った妻に対する挨あい拶さつか？」

「え？　ああ――」

　と、ラウルは下馬すると大きく両りよう腕うでを広げた。

「やあ我わが愛いとしい妻よ！　寂しかったかい？　さあ僕ぼくの胸に飛び込んでおいで！」

「するか馬ば鹿かっ！　もう！　馬鹿馬鹿ラウルの馬鹿っ！」

　こんな風に茶ちや化かされるのは、ルシエはあまり好きではない。五年前の、命を救ってくれた初はつ恋こいの人だったラウルは物静かで優しく、こういう振ふる舞まいはしなかったのだが――

　ラウルがエルラーンにやって来てからの触ふれ合いで、その本質がそう変わっていない事は分かっている。だから五年ぶりに再会して、政略結けつ婚こんで結ばれて、その事自体は嬉しいと思うし、喜んで受け入れるが、この態度だけは直して欲しいものだ。

　ラウル自身は、帝国で生き延びるためにうつけ者の皮を被かぶっていたら、すっかり板についてしまったと苦く笑しよう交じりに言っていたが。

「まあまあそんなに怒らないでよ。見送りありがとう、会えて嬉しいよ。来る途と中ちゆうに見えたけど、開墾も順調に進んでるみたいだね」

「……気乗りはしないが手は抜いていない。来年の春には作付けも開始できるだろう」

「うんうん。ああ、あと相変わらず綺麗だね」

「……取って付け過ぎだろう。お世辞でももう少し自然にしろ」

　と応じながらも少し機き嫌げんが直ってしまうのが悔しい。悔しすぎる。

「ふう――もういい。とにかく私もアウレアまで行って見送ろう。誰か馬を引いてくれ」

「え？　いいよそこまでしなくても、作業を続けといて貰もらえば――」

「私が行くと言っているのだから、いいだろう！　それともラウルは私が邪魔なのか!?」

「いやあ、それはないけどね」

「よし。では行くぞ」

　ルシエは砦の兵が用意してくれた馬に跨またがり、ラウル達の行軍に随ずい行こうした。

　ゲルトリッシュ砦を出て少し、カナフの森に入った頃――

　リハルトと何やら会話するラウルの少し後方で駒を進めていたルシエに、マリーベルが馬首を寄せて来た。

「あのう……ルシエ様、ごめんなさい。皇子も悪気はないと思うんですけど――」

　いつもはふんわりと優しい、花の咲さくような表情を今は申し訳なさそうにして、マリーベルは頭を下げて来る。

「いや、マリーベルが悪いわけではない。気を遣つかわせてしまって済まないな」

　ルシエはマリーベルに笑顔を見せて応じた。

　マリーベルは、自分と同じ女性でありながら、図ず抜ぬけた弓の腕うでを持つ一ひと廉かどの武人でもある。同じ武を志す女性として、親近感を覚える相手だ。

　ラウルの乳ち姉きよう弟だいとして、辛つらい冷れい遇ぐうの時期もずっとラウルを支えてきた存在でもある。ある意味、ルシエがラウルと初めて出会って、そしてまた巡り合うまでの間、ラウルを護まもり続けてルシエの下に届けてくれた恩人でもある。

　ラウルと物もの凄すごく仲が良く、よく膝ひざ枕まくらをしてあげていたり、ラウルの方もマリーベルにはとても気を遣うのを見ていると、特別な絆きずなを感じて少々嫉しつ妬とを覚えなくもないが――

　マリーベル自身は、ラウルとルシエの仲が円えん滑かつになるように、こうして細かな気配りをしてくれる。そんな彼かの女じよに、ルシエは好感を持っていた。

　王都アウレアではちょくちょく武技の稽けい古こを一緒にしたり、お茶をしたりして、すっかり仲の良い女友達という間あいだ柄がらになっていた。

「いえそんな――皇子もちょっと素っ気ないなあって、見ていても思いますし……」

　理解者を得た。ルシエはマリーベルの言葉にうんうんと強く頷く。

「そうだろう!?　何だか私の扱あつかいが雑なんだ、ラウルは。嫌きらわれているのではないかと不安になる……」

「あはは……それは無いと思いますけど――からかうと反応が可愛らしいから、ついそうしちゃうっていうのはあるのかも知れませんねえ。皇子はわりと悪戯いたずら好きですし」

「うん？　そんな風に見えているのか？」

「はい。黙ってらっしゃると近寄りがたい位綺麗なのに、からかわれた時の反応はちょっと幼い感じがして……わたしも可愛いなあって思いながら見てますよお」

「むう……私はそんなつもりもないし、嬉しくも無いんだが。どうすれば不当な扱いを止やめさせられるだろう？」

「うーん……どうでしょう。こう、からかわれた時に逆にやり返すとかですかねえ？」

「というと？」

　マリーベルはそうですねえ、と頬ほおに指を当てて思案顔を作る。

「さっきみたいに、胸に飛び込んでおいでって言われたら、本当に飛び込んでみるとか。ふざけて可愛いとか綺麗だとか言われたら、そっちこそ格かつ好こいいって褒め返すとか。ルシエ様が恥ずかしがって怒るのが分かっているから、ああいう言い方なのかなあって」

「ど、どちらも恥ずかしいぞ、それは……」

「そうですかあ？　ルシエ様は、皇子のお顔はあんまりお好きじゃないですか？」

「いやそういう問題ではないが……ラウルの顔立ちは悪くないと言うか――他の者がどう思うかは知らないが、私はその……結構好きだ」

　こんな事を口にするのは、恥ずかしい。自然とルシエの頬は少し上気していた。

「良かったあ。まああんまり気になさらずに、皇子と仲良くして下さると嬉しいです」

「……マリーベルは――」

　ふんわりと魅み力りよく的てきな笑顔を浮かべるマリーベルの内心を、ルシエはふとお慮もんぱかっていた。

　マリーベルは、今回のルシエとラウルの婚礼に何も思わないのだろうか。

　物心つく前から一緒で、辛く苦しい時間も一緒に耐たえて――そんなにも尽つくしてきたラウルに対して、特別な感情や絆きずなが無いわけはない。

　問題はその感情の特別さがどんな種類のものか。

　姉弟のような親愛の情ならば気き兼がねもないが、男女の恋こいや愛情を伴ともなうものなら、実はとても――言葉で表す事もできないくらいに、辛いのではないか。

　もしそうだとしたら、そんな内心をルシエに微み塵じんも感じさせないマリーベルは、恐おそろしく芯しんが強い女性だ。ルシエの前ではいつも、可か憐れんで柔やわらかな笑えみを絶やさない。

　自分がその立場だったらどうなるか、ルシエには想像もできないのに――

「はい？　わたしがどうかしましたかあ？」

「いや――何でもない」

　止めておこう。こんな事を尋たずねても、もしもルシエの危き惧ぐが当たっていたら、マリーベルにとってひどく残ざん酷こくな仕打ちになってしまう。

「それより、ラウルの事をよろしく頼たのむ。今度は私は付いて行く事が出来ないから――」

「はいっ！　必ず皇子と無事で戻りますから、安心して下さい」

　マリーベルはやはり、にこにこと笑顔でルシエに応じるのだった。




　王都アウレアに到とう着ちやくすると、第二騎士団一万はすぐにバルゼイア連合に向けての出航準備に移った。すでに兵員輸送用のエルラーンの軍船が、アレア湖こ畔はんのアウレア港に用意されていた。

　アウレア港から出航し、アレア湖を東に、そのまま河を海に出るまで進み、エルラーン東の近海に浮かぶ魚人種達の住むファルファラ島に寄港し、バルゼイア連合の本領である半島部に渡わたると言う予定になっている。

　港では慌あわただしく出航準備が進む中、ラウルは出航前に一度ユーリエ様に挨拶をしておくと言い、王城へと足を向けた。それにルシエも同行した。

　丁度時刻は夕食時で、自然と三人で食しよく卓たくを囲む流れになった。

「いやー美う味まいよね、このシュミタって魚。出かけたら暫しばらく食べられないだろうし、今のうちに一いつ杯ぱい食べとかなきゃねー」

　ユーリエの命で王立第二騎士団長用に新たにあつらえられた、エルラーンの国旗入りの白を基調とした正装に身を包つつんだラウルは、上じよう機き嫌げんで魚の塩焼きをつついていた。

　これはアレア湖で採れる淡たん水すい魚ぎよで、白身であっさりとした味をしている。

　食の好みが老成している、もう少し砕くだけた言い方をすると年寄りくさいラウルは、この魚がいたくお気に入りのようなのである。

「ああ、まだまだ沢たく山さんある。好きなだけ食べて行くといい」

　素直に好物にはしゃいでいるラウルは何だか可愛らしく、ルシエは目を細めていた。

「ラウル殿どの、このように出で稼かせぎのような真ま似ねをさせて、申し訳ないと思います。もっと私達がお力になってあげられれば良かったのですが――」

「いえ、ユーリエ様。十二分に良くして頂いていると思っています。この間もお話しさせて頂きましたが、出稼ぎも目的の一面ですが、もっと重要な別の側面もあります。今回の事はバルゼイアの状況に干渉する絶好の口実ですから、俺としては渡りに船です」

「ふふふ、そうですか。本当に頼もしいですね、ラウル殿は」

「いえ俺なんてまだまだ――ただの青二才ですよ。リュミエラにも、ジエーロじいさんにも及およびませんし、ロファール兄上に至っては遥はるか彼方かなたです。でも為なすべきを為さないわけには行きませんから。兄上に報むくいるためにも、俺に出来る限りの事はやってみたいと、それが今に生きている者の務めだと思います」

「そういえば――一つお尋ねしたいのですが、よろしいですか？」

「ええユーリエ様」

「そのロファール殿が亡なくなった『ニルバスの悲劇』なのですが……私はアゼルキアの旧王国の残党に討たれたと耳にしていますが、事実なのでしょうか？　あの方に限ってそのような事で倒れられるとは思えないのですが……」

「真実は――俺にも分からないんです。俺達たち三人は別の街にいて……ただあの時、旧王国の残党が蜂ほう起きしようとしているという噂うわさは確かにありました。兄上はそれを穏おん便びんに収めようと、話し合いを持とうとしていました。『ニルバスの悲劇』のあの日は、俺達の所に瀕死の重傷を負った剣けん王おうゼファトが気を失ったミレーニアとセラフィゲイトを護って駆け込んできて――そのまま息を引き取りました。剣王の命を奪うばう程ほどですから、強力な何者かの襲しゆう撃げきがあった事は確かだと思います。その後旧王国残党の仕し業わざだと断定されて大規模な街まち狩がりが行われ、城も街も大火に見み舞まわれてしまいました」

　淡たん々たんと語るラウルだが、瞳ひとみは笑ってはいない。

　沸ふつ々ふつと沸わき上あがる怒いかりを抑おさえられないのか、眼差しが次し第だいに険しく、鋭するどくなって行く。

「ラウル。その――答えにくいかもしれないが、ロファール殿下のご遺体は？」

　ラウルは静かに首を横に振る。

「城で見つかった遺体は、どれも焼やけ爛ただれて誰かも分からない状態だった。真相は闇やみの中だけど――単に世間で言われている事を額面通りに捉とらえる事は出来ないね。ゼファトの最さい期ごの言葉も気になるし……」

「何と言っていたのです？」

「ええ。咎魔クリミナルが現れたと――」

「咎魔？」

　と、聞きなれない言葉にルシエは首を捻ひねる。

「星神教における神の敵対者――星神を滅ほろぼさんとする魔ま神じんだって言われてるね。本当かどうか知らないけど」

「私達の精せい霊れい信しん仰こうの霊れい喰くらいのようなものか……だがそんなものが実在するのか？　私は霊喰らいなど見た事も感じた事も無いから、信じていなかったが」

「俺も半信半疑だよ、ルシエ。こう言っちゃ剣王に悪いけど、人間死の間ま際ぎわには、変な幻げん覚かくを見るのかも知れないし――ただ俺に言えるのは、『ニルバスの悲劇』が起こると起こらないとでは、その立場が全く変わる人間が帝国には二人いるって事かな」

「……レイノルズ殿とアイヴァー殿――ですね」

「どちらかが仕組んだ事だと疑っているのか？」

「あるいはその一点では二人が結託していたか、全く別の誰かって事も考えられなくないけどね。この戦いを続けて行く中で、それも明らかにしなくちゃならないと思う」

　ラウルは一呼吸置き、瞳により一層強力な意思を漲みなぎらせる。

「誰が糸を引いていたかが分かれば――俺はそいつを許さない。黄金の志を汚けがし、帝国を迷めい走そうさせた罪は計り知れたもんじゃない。刺さし違ちがえてでもその罪は償つぐなわせる」

「止めてくれ、刺し違えるなどと……不ふ吉きつだ」

　ラウルの亡き第一皇子ロファールへの態度は、英雄を尊ぶ少年そのもので、純じゆん粋すいで熱く、そして深い憧しよう憬けいがある。ニルバスではロファールとの思い出に涙なみだしていた程だ。

　そんなラウルだから、真相がはっきりすれば本当にそうしてしまいそうで不安になる。

　ルシエは、そんな結末は望まない。多くの時間をラウルと共に過ごして行きたい。

　これからルシエは、ラウルの心の中にいるロファールと、ラウルの取り合いをして行かなければならないのだろう。そして、何があっても妻の元に、ルシエの元に戻りたいと思わせなければ。そうすればこんな発言など出ないはずだ。

　そのためにもラウルとゆっくり過ごす時間が欲ほしかったが、ルシエはゲルトリッシュでの土木作業を押おし付つけられ、ラウルはバルゼイアに遠征である。それらの方針が的を射ているように思えるだけに、強きよう硬こうにも反対できない。なかなか上う手まく行かないものだ。

「そうですよ、ラウル殿。あなたは大事な体なのですから。我が国くにの世よ継つぎもお作り頂かねばなりませんし――ねえルシエ？」

「し、知りませんっ！　何を馬鹿な事を言っているのですか！」

「馬鹿なものですか、重要な事ですよ。そうでしょうラウル殿？」

「ははは……まあそうですよね。王国である以上、国の一大関心事でしょうね」

「ええ、ええ。何でしたら今からでもルシエを連れて、お励はげみになって下さっても構いませんよ？　寝しん室しつの支し度たくはさせていますから――」

「な――母上っ！　止めて下さい、はしたない！　怒りますよ！」

　顔を真っ赤にし、席を蹴けり立ち上がり、ルシエは怒ど声せいを上げた。

「……もう怒っているではありませんか。ああ、大いなる精霊よ。私は不幸な母親です。孫の顔を見たいと言う母のささやかな願いを娘むすめが理解してくれません」

「余計なお世話ですっ！　私達には私達なりの考えがあるのですから、温かく見守って下さっていれば結構です！」

　この様子だと、ルシエは普ふ段だんからユーリエにこんな事を言われ続けているのかも知れない――と、見ていてラウルは思った。

「まあそれは状じよう況きようが落ち着いてから――兵達は今も出航の準備をしていますからね。俺だけ楽しんでいるのも、彼かれ等らに申し訳ないですから。そろそろ港の方に戻ろうと思います」

「あ、待ってくれラウル。私も行く――」

　ラウルとルシエはユーリエの元を辞し、王城から出航準備の続く港へと馬を向けた。

　街中を馬を並べて往ゆく途と上じようで、ルシエはラウルに頭を下げた。

「ラウル。その……先さき程ほどは母上が済まなかったな。母上が言った事は気にしないでくれ」

「ああうん。でも子供かあ――どうなんだろうね？」

「？」

「いや、俺達に子供が出来たら、その子はルシエみたいにエレノーテを扱えるのか、それとも俺に似て使えないのか、どっちなんだろうね？」

　ラウルは星神器セレステイアルを扱えない事の一点で、これまで散々に辛しん酸さんを舐なめさせられて来た。

　その事に思いを馳はせて、ルシエの胸はちくりと痛んだ。

「どちらでも構わない。エルラーンは帝国とは違う。先代の王、つまり私のお爺じい様さまだがあの方はエレノーテを扱えなかった。たまたまエレノーテを扱える巫女みこだったお婆ばあ様を妻に迎むかえたから、今私や母上がエレノーテを扱えるだけだ。もしその……わ、私達の子がエレノーテを扱えなくとも、その頃に戻るだけだ。心配はいらない」

「なるほどなるほど。じゃあ問題は俺だけか……」

　と、ラウルの表情は少し寂しそうでもあった。

　放っておけばいつもヘラヘラしているラウルにしては、珍めずらしいと思える。

「どういうことだ？」

「いやね、俺思うに子供って自分の子の愛し方を親を通して学ぶもんだと。俺はまあ知っての通り、親の愛情って知らないからね。そんな奴やつに人の親が務まるもんなのか、情けない話だけど、正直不安なところはあるんだよね」

「ラウル……だがそれも心配ないぞ。私は母上と父上の愛情をたっぷり注がれて育って来たからな。私に任せておけばいい、なんでも教えてやる」

「おおー、頼もしい」

「ああ。だが焦あせって母上の言う通りにする必要もない。これは私達の問題だからな。今は無事に遠征から戻る事だけ考えてくれればいい」

「うん、そうさせてもらおうかな。エルラーンの名を背せ負おって行くからには、それなりの成果を出だして見せるよ」

　ラウルは、眼差しを凛りんと引ひき締めそう応じる。その瞳にはもうルシエは映っておらず、海の向こうの異国の戦場を見ているように思えた。

　出航の準備が整えば、ラウルとは暫くの別れだ。何だか急に寂しくなってきた。




　翌々日――

　雲のない晴天の下、出航の支度は全すべて整った。

　王城から鼓こ笛てき隊たいがやって来て勇ゆう壮そうな音楽を奏かなでる中、ルシエはユーリエと共に第二騎士団の見送りに出向いていた。港は見物人でごった返し、ある種の熱気に満ちていた。

「それではユーリエ様、王立第二騎士団、出しゆつ陣じん致いたします」

　ラウルはユーリエに向け、恭うやうやしく跪ひざまずいて述べる。

　引き締まった表情と、新調された王立第二騎士団長の装束とが良く似合っている。

「ええ大たい儀ぎです。あなた方の勝利をお祈いのりしています」

　この場には今回の遠征話をエルラーンに持ち込んだ、バルゼイアの魚人種の交こう渉しよう役やくも来ており、出しゆつ征せいするラウルに労ねぎらいの言葉をかける。

「この度たびはえろうすんません。ウチらの諍いさかいに巻き込んでしもうて――ホンマ助かりますわ。盟主殿から、兵送れ兵送れってせっつかれてるもんで。この間ジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんと契けい約やくさせてもろうて戦地に行ってもらったばっかりやのに、まだ足らん仰おつしやるんですわ」

　と、魚人種の交こう渉しよう官かんは溜ため息いきを吐つく。

「あの獣王ワウルフがそれほど手こずるなんて、よっぽどの事態ですね」

「ええ。反乱軍の裏でラトゥータ教国が糸引いてるんちゃうかって噂もあります。せやけど、うちらとしてはとにかく早く戦が終わって欲しいですわ。盟主殿に言われりゃ断れまへんけど、こんなにバカバカ傭兵雇やとってたらうちらの稼いだ銭ぜにが吹ふっ飛とびますわ。落ち着いて商売が出来れば、誰が盟主でもうちらは構わへんのやし――ああすんません問題発言でんな、聞かんかった事にして下さい。ほんなら報酬の金やら兵ひよう糧ろうやらはファルファラ島の方で用意してますんで、途中寄って受け取って下さい。頼たのんます」

「分かりました。ま、出来るだけ早く戦が終わるように頑張って来ますよ」

「戦地に送り込んどいて何やけど、あんま無む茶ちやせんように気をつけなはれ。命あっての物種やさかい。特にラウル様は新しん婚こんさんや、ルシエ姫ひめ様悲しませたらアカン。ホンマ戦は嫌いややわ、猫ねこも喰くわんで――」

　この男はかなり人がいいようで、割と本気で心配そうにしていた。

「じゃあルシエ、行って来るね」

「ああ……」

　いざその時になると、上手い言葉が見つからなかった。

　やはり正直に胸の内を表すと、嫌だった。せっかく初恋の人と再会できたのに、またすぐに離はなれ離ばなれになるのは嫌だ。

　だが状況を鑑かんがみれば、それが個人的な我わが儘ままである事も分かる。

　我が慢まんをしなければならない――そう努めながら気の利きいた別れをの言葉を贈おくるのは、ルシエには難しかった。

　そんなルシエを見て、ラウルはヘラッと笑いつつぱっと大きく両手を広げるのだった。

「ああ我が愛しい妻よ！　暫く顔を見れないけど我慢しておくれ！　さあ僕の胸に飛び込んでおいで！」

「こ、この――」

　また言うか。こんな時に――

　マリーベルとの会話を思い出し、本当に飛び込んでやろうかと一いつ瞬しゆん思ったが、やはり恥ずかしさからそれは躊躇わためられ、ルシエはラウルを睨にらみつけた。

　だが、そのルシエの背中を押した者がいる。

「何を遠えん慮りよしているのです」

「わっ!?」

　ユーリエは文字通りルシエの背中を強く押し出した。突つき飛ばす程に。

　不意を突かれたルシエは体勢を崩くずし、そのままラウルの腕の中に飛び込んでしまう。

「うわっと……!?　いやー……本当に来るとはびっくり」

　本当に来られると照れたのか、ラウルは少し困ったような笑みを浮かべる。

　ユーリエやバルゼイアの交渉官はじめ、大勢の人が見ている中なので、ルシエだって恥ずかしい。

「ふ、ふん――私だっていつまでもからかわれているばかりではないぞ」

　だがもうこうなったら、逃にげ場ばはない。逃げ場がないなら開き直ってやる。ルシエはラウルの胸に額を埋うずめて、強く抱だきついた。

　細身に見えるラウルだが、こうしてみると意外なほど逞たくましく、その感かん触しよくにルシエは内心ドキドキしてしまう。こうしているのが、驚おどろく程ほど心地ここち好よかった。

　もしかしたら、案外自分ははしたない女なのかもしれない――

「いや今押されてたよね、ユーリエ様に」
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「か、過程は問題ではない。結果だ結果。ラウル……一つお願いがある」

　この感覚に包まれているのなら――少しは素直に気持ちを表せそうだった。

「はいはい？」

「戻って来たら――アレア湖に船を浮かべるでも、カナフの森を散策するでも、エミュレーの温泉につかりに行くでも何でもいい、その……少し夫と妻らしいことがしたい」

「……そうだね。俺としては疲つかれてるだろうから温泉がいいかな」

「分かった……約束だぞ」

「うん。じゃあ行くよ、ルシエ」

　名残なごりは惜おしかったが、ルシエはラウルから身を離した。

「気をつけて。待っているから――」

　精せい一いつ杯ぱいの笑顔を向けて、ルシエはラウルを送り出した。

　ラウルは真しん剣けんな表情で頷うなずいて、ルシエに背を向け、港に並ぶ軍船の方を向く。

「ようし出航だ！　第二騎士団、出しゆつ陣じんする！」

　聖王暦れき五二八年、秋。

　エルラーン王立第二騎士団は、アウレアの港を出発したのだった。







第二章　バルゼイアの獣王







　エルラーンの王都アウレアの港を出航して二十日の後、ラウル率いるエルラーン王立第二騎士団はバルゼイア連合の首都イリストリに到とう達たつしていた。

　途中ファルファラ島の港に寄港し、今回の遠えん征せい話を持ち込んだ魚人種サーペント側から兵糧などの物資及び謝礼金を受け取り、その後バルゼイア半島の南西部の港に入港、船を降りそこからは陸路でイリストリに入った。

　ここイリストリは、バルゼイア半島の大半を占しめるラウダ大平原に点在する大きな軍事拠きよ点てんのうち、北から数えて四番目に位置する場所だ。

　首都にふさわしい規模の城じよう郭かく都市であり、市街地全体を強固な防ぼう壁へきが覆おおっている。

　市街地の中央には、これも連合の盟主にふさわしい規模の立派な構えをした城が鎮ちん座ざしており、その周囲は水みず堀ぼりに囲まれていた。

　それらを包み込むのは大平原の穏やかな緑。凹おう凸とつが少なくなだらかな地形は、どこまでも緑が続いているような、見るものに不思議と落ち着きをもたらす、そんな牧歌的な風景だった。

　この豊富な草木と、広大な平地という条件から、このバルゼイアの地は家か畜ちくの放牧に非常に向いている。質のいい馬が育つことで有名であり、伝説の名馬と呼ばれる八足馬スレイプニルはこの地が原産とも言われている。エルラーンでも魚人種を通じた交易でバルゼイアの軍馬を買い入れたりしている。質がいいので値が張るが。

　バルゼイアの誇ほこる獣人騎き兵へい団という騎兵文化が育はぐくまれていったのも、この土ど壌じようを考えれば自然の流れだろう。

　その精強な獣人騎兵団と、長年この地に君臨してきた王者、獣王ワウルフが反乱に苦戦するとは――一体何が起こっているのだろうか。

　獣人種ベルセルクの一部と鳥人種レイヴンが結けつ託たくしているらしいが、鳥人種というのは普ふ通つうの人間に比べても華きや奢しやで非力な者が多く、兵には向かないというのが一いつ般ぱん的てきな知識で、ラウルもそう言われているのは知識として認にん識しきしていた。故ゆえにバルゼイア連合の兵は殆ほとんどが獣人種であり、更さらにそれ故に連合を主導するのも獣人種であったはずだ。

　何はともあれ、自分を信じてこの異国の地まで付いて来てくれた第二騎士団の兵達――元アゼルキア州兵の彼かれらに出来るだけ被ひ害がいを出さず、目的を達する。その強い思いを胸にラウルはバルゼイアの地に足を踏ふみ入いれた。

　兵をイリストリの城の外に布ふ陣じんさせると、獣王ワウルフとの謁えつ見けんに臨むべく、マリーベルとリハルトを供に城内へと赴おもむいた。

　謁見を待つ控ひかえの広間はかなりの数の獣人種達が詰つめており、ラウル達がそこに足を踏み入れると一いつ斉せいに好こう奇きの視線が集中した。

　この地では普通の人間は珍しい。それだけで注目を集めるに値するのである。




「あれが、場外に現れた軍の指揮官か――」

「新しい傭よう兵へいだろうな。魚人種共の差し金か……」

「まだまだガキじゃねえか、あんな青二才使い物になるのかね」




　などと囁ささやきが聞こえてくる。

　そんな声などどこ吹く風で、ラウルはヘラヘラ笑顔を浮かべながら控えの間で謁見順を管理している担当官に話しかける。

「や、どうもどうも。エルラーン第二騎士団団長、ラウル・ラシュメアですけど。魚人種さん達の要よう請せいで援えん軍ぐんとして来たんだけど、ワウルフ様にお目通り願えるかな」

「は。承うけたまわりました。順が参りましたらお呼びしますので、少々ここでお待ち頂けますか」

「はいはい。よろしくね」

　とラウルは愛あい想そよく応じて、近くの壁かべ際ぎわに寄った。床には織物で出来た円座が並んで置かれている。恐らく、馬の毛を使った馬巣織だろうか。椅い子すを余り使わず、家畜の毛で編んだ円座をよく使うのが、バルゼイアの土地ならではだ。

　物もの珍めずらしさを覚えながら、ラウルは円座に腰こしを下ろした。マリーベルやリハルトもそれに倣ならう。室内の空気は、ラウルが名を述べたことにより、更に少々変化していた。




「ラウル・ラシュメアだと。『帝てい国こくの屑くず星ぼし』か、近ちか頃ごろ『精せい霊れい姫き』と結婚したという――」

「エルラーンも可哀かわい想そうに、帝国にビビってとんだ無能の屑を押し付けられたわけだ」

「ははっ。なら、ここの前線は屑を処理するゴミ捨て場ってわけだな」

「違いない。戦で死ぬなら帝国も文句はないだろうしな。賢かしこいゴミの捨て方だよ」




　嘲あざけりを多分に含ふくんだ囁きに、マリーベルは表情を硬くして不満を述べる。

「……失礼な人達ですね。わたし、文句を言ってきていいですか？」

「必要ないよ。いやー元気が良くて結構結構」

「何で嬉うれしそうなんですかあ。皇子はもう帝国にいた頃ころとは違うんですよ？　ちゃんとエルラーンの騎き士し団だん長ってお役目があるんですから、言いっぱなしにさせておいたら、エルラーンの、ユーリエ様やルシエ様の名めい誉よだって傷つきますよ？　だから――」

「お前は、それを口実にラウルを庇かばいたいだけだろう」

　と、冷静にリハルトが指し摘てきする。ラウルがエルラーンの王立第二騎士団長を拝命したことを誰だれよりも喜んでいたのが、実はマリーベルだった。

「いいじゃないですかあ、それの何が悪いんですか？」

　と、マリーベルは口を尖とがらせて開き直った。

「ありがとうね、マリー。気持ちは嬉しいよ、でも文句を言う必要なんてないよ」

「でも――」

　不満顔を続けるマリーベル。ラウルはぽんとその肩かたに手を置いた。

「まあまあいいからいいから。それよりほら、いつものいつもの」

「……はぁ。皇子は結婚しても皇子ですよねえ」

　溜息を吐くものの、マリーベルは内心では少し嬉しかった。

　ラウルの行動が慣れ親しんだいつも通りだと、なんだか心がほっとする。

（ごめんなさい皇子。いつかわたしから、ルシエ様にして貰って下さいって、断れるようになりますからね。今はまだ――喜ばせて下さいね）

　そう心の中で呟つぶやいて、マリーベルは花の咲くようなふんわり笑え顔がおを浮うかべた。

「はい、どうぞ」

　マリーベルがラウルを膝ひざの上に迎え入れると、周囲からは失しつ笑しようが起こった。




「くっくっく……馬ば鹿かかあいつ、こんな所で女の膝枕かよ」

「『帝国の屑星』の面めん目もく躍やく如じよだな」

「だがあのねーちゃん可愛かわいいから、少し羨うらやましいな」




　しかしラウルはやはり、ヘラヘラ笑い続けているのだった。




　それからしばし――

「ラウル・ラシュメア殿。お待たせ致いたしました、中へどうぞ」

「よしっ。行こうか」

　ラウルはぱっと起き上がると、担当官に誘いざなわれ謁見の広間に入った。

　中は朱しゆ色いろの太い柱が規則正しく立ち並び、奥おくの一角の床ゆかが一段高くなっている。

　そこには堂々たる体たい躯くの、獣人種の男が胡坐あぐらをかいて座すわっていた。

　頭に生える獣の耳は狼おおかみのもので、毛並みは灰色をしている。立派な尾おもそれと同じく。獣人種の狼族である。

　黒い眼帯をした隻せき眼がんだが、生きている右目は鋭く、強きよう烈れつな光を放っている。ごつい造りの輪りん郭かくに、赤らんだような大きな鼻、同じく大きな口。それに長い顎あご鬚ひげを生やしている。

　座っているだけなのに全身から発せられる威い圧あつ感は、長年この地に君臨してきた王者の自信と気位が生み出すまさに王者の風格だろう。

「おうおう。よォ来てくれたの。まあこっちじゃあ、こっち」

　狼族の王者は、ニッと凄すご味みのある笑みを浮かべ、ラウルを手招きした。

　これが獣王ワウルフか――中々の迫はく力りよくだ。この笑顔を見せられたら子供は泣くだろう。

　ワウルフのいる上座から一段降りた床には、入口方向に向かって左右二列に円座が並べられており、そこには彼の配下であろう獣人種の戦士達たちが座っていた。

　ラウル達三人は、列の間を、彼等の視線を受けながら進み出る。やはりそこでも、先程の前室と同じように、ラウルを小馬鹿にする囁きが聞こえて来た。

　ラウルは涼すずしい顔で、ワウルフの対面まで進み出る。

　そこには獣王と正対して並ぶように、三人分の円座が用意されていた。

　まずは円座に座らず、床に跪くと挨あい拶さつを述べた。

「ワウルフ殿。エルラーン王立第二騎士団団長、ラウル・ラシュメアです。魚人種殿からの要請により、女王ユーリエの命にて参上いたしました」

「おうすまんのう。まぁそこで寛くつろいでくれや――と言いたい所だが」

　ワウルフは言葉を切り、そして、配下の獣人種達に凄すごんで見せる。

「よぉオメーらよ。ガタガタコソコソくっちゃべってる位なら、このボウズ試ためしてみりゃええやろが。自分で見たモンを信じんかい、なあ帝国の『屑星皇子』よ」

　と、ラウルを見てニッと笑み。

　ああ、この獣王には見み抜ぬかれている――とラウルは感じた。

　今この場で腕を見せ、後々やり易やすくなるようにと計らってくれたのだ。

　ワウルフからしても、余計な騒さわぎが起きる前にはっきりさせておこうと意図しているのだろう。だから、ラウルはヘラッと笑顔で応じた。

「腕うで試ためしなら喜んで」

「ようし。リーヴァ兄弟よ、出ませい」

「ははっ！　ここに」

「ういぃっす！　おかしらぁ～」

　家臣の列の中から、二人の男が進み出て来る。

　一人は引き締しまった細身の体躯をした、長身の男。

　もう一人は身長は高くないが、固太りで岩のような体形の男。

　共に耳と尾はワウルフと同じ狼のものだ。

「儂わし直属の衛え士じどもだ。腕うでは結構立つぞ」

「ただ今御ご紹しよう介かい頂いた、フワル・リーヴァだ。こちらの弟はギーリ・リーヴァ」

「俺おれらつえーぞ！　やめとくなら今のうちだぞっ！」

　縦に長い方が兄フワル、横に太い方が弟ギーリ。そうラウルは認識した。

「よろしく。お手て柔やわらかにね」

「怪け我がをさせてしまうかも知れんが、許してくれよ」

「ま、アバラの二、三本は覚かく悟ごしとけぇ～」

　召めし使つかいが運んで来た彼等の得え物もの――斧槍ハルバードを受け取りながら、兄弟は不敵に笑った。

　家臣達やマリーベル達は部屋の隅すみに寄り、手合わせのための空間が作られた。

「さて、ではラウル殿。どちらとの戦いを先に所しよ望もうする？」

「え？　いや二対一でいいよ」

「なにぃ～!?　このガキ舐めてんのかぁ？　俺達の連れん携けい技わざが炸さく裂れつすんぞぉ！」

「あ、そういうの得意なんだ？　だったら一対一にしとくかなあ」

「フフッ怖おじ気けづいたかな？」

「いやあ、あんたたちに虎とらの子を出させて、俺が勝っちゃったらその後のあんたらの評判が気になっちゃうからね。悪い事になると申し訳ないから」

「くそガキがぁ～！　こうなったら絶対二対一だぁ、二対一っ！」

「んー……どうしても？　ならそうしよっか」

　と、二対一での腕試しを決めたラウルに、周囲がひそひそと囁く。




「あんなガキがしかも二対一で、リーヴァ兄弟に勝てるわけねえ」

「リーヴァ共も、ここぞとばかりに張り切ってるだろうしな」

「ああ、まあせいぜい死なないように祈ってやるか」




　マリーベルは少し心配になって、リハルトに尋ねた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかねえ。ほんと知らない所に行くと、いつもこうなるんですから……」

　政略結けつ婚こんが決まり、エルラーンに赴いた直後もそうだった。

「ラウルに心配はいらん。しかし、あいつの『屑星皇子』ってのは、出るとこに出りゃ便利なもんだな。勝手に向こうが舐めて絡からんで来て、勝手に見直して評価が上がる」

　エルラーンでもラウルはルシエに一いつ騎き打うちを挑いどまれ、そこでの戦いぶりが、ラウルは腕が立つと人々の好評を呼んだ。今回もラウルが勝てば同じ事が起こるだろう。

　そしてまず間ま違ちがいなく、ラウルが勝つ。リハルトはそう確信していた。




　リハルトのその見立ては、すぐに現実となった。




　ものの数分後――広間は、どよめきと歓かん声せいに包まれていた。

　ラウルはその中心にいて、華か麗れいに舞まうような戦いを演じていた。

　余よ裕ゆうの笑みさえ浮かべながら、次々と繰くり出されるリーヴァ兄弟の斧槍ハルバードの攻こう撃げきを、あるいは捌さばき、あるいは避よけ、まるで寄せ付けない。

　その動きの一つ一つが全て水の流れるような滑なめらかさを持ち、しかも早い。

　ラウルがリーヴァ弟とすれ違いざまに足を引っ掛かけ、地面に転ばせた。

「あ、足元注意注意っ。怪我するよ？」

「くっ――このガキぃ……！」

「こうなったらお遊びは終わりだ！　我らの連携技、見せてやる！」

「どうぞどうぞ。楽しみにしてるよ」

　ラウルは笑えみを浮かべながら、抜ばつ刀とうしていた星ほし斬きりを鞘さやに収めた。そして柄つかを握にぎりつつ半身になり、腰を落とす。

　抜ぬきあるいは居合抜きと呼ばれる剣技の構え――

　鞘内で刃やいばを走らせ、ただ単に振ふるよりも圧あつ倒とう的てきな加速をつけて繰り出す斬撃だ。

　しかしこれは、知らない者が見れば奇き異いに映る。刃を収めてどう戦うのか、と。

　事実ワウルフを除く観衆からは、戸と惑まどったような視線が注がれる。

　相対するリーヴァ兄弟は二人縦に並んで、身構える。

　ラウルからは、相手が一人に見えるような感じがした。

「行くぞ――！」

　リーヴァ兄弟は二人共に身を低く屈かがめて、ラウルに突とつ進しんする。

　間合いが詰まると、前にいる弟は斧槍ハルバードを突き出して刺し突とつの攻撃を放つ。

　そして同時に、後ろの兄が低くした弟の背を蹴って、上へと飛び上がっていた。

　これは、初撃の弟の一いち撃げきを左さ右ゆう後うしろのどこに避けても、避けた直後を上から兄が撃うつという連携技だった。

　なかなか、初見で捌くのは難しい――そう周囲からも評価される、リーヴァ兄弟自じ慢まんの虎の子だった。

　それに対し、ラウルは中ちゆう腰ごしの姿勢を維い持じしたまま、後ろに少しだけ跳ちよう躍やくした。

　それは悪手だ――と周囲の観衆は胸の内で呟いた。

　もっと大きく跳とばないと、初撃の弟の刺突すら、大きく腕を伸のばせば届く。

　大きく跳んだら跳んだで、それを見て兄はすかさず斧槍ハルバードを投とう擲てきするわけだが――

　何にせよ、これでは二人共の攻撃がラウルに当たる。

　事実腕を伸ばした兄弟の二本の斧槍ハルバードが、ラウルに肉にく迫はくし――

　そこで、ラウルの鞘から黒い閃せん光こうが迸ほとばしった。

　観衆達にはそうとしか形容できない、一瞬の出来事だった。

　異様に鋭く、疾はやい斬撃が、ラウルの間合いに入り込んでいた二本の斧槍ハルバードをまとめてなぎ払はらい、切断した。折れた斧頭がキンと音を立てて、床に力なく落ちた。

　ラウルは二つ纏まとめて相手の武器を無力化するべく、あえて同時に間合いに侵しん入にゆうして来るように位置を取ったのだった。

　勿もち論ろんそれは、リーヴァ兄弟にも驚きよう愕がくだったようで、顔を歪ゆがめ目を見開いていた。

「な……」

「馬鹿なぁ……!?」

　そうやって呆あつ気けにとられる隙すきを見み逃のがすほど、ラウルは甘あまくはない。

　即そく座ざに、近くの弟の額を剣の柄で強烈に打ちつけていた。

「ぐあっ!?」

　頭を揺ゆらされ蹲うずくまる弟、そしてラウルはこれまた素す早ばやく兄の首元に刃を突きつけていた。

「う……ぐ!?」

「――はい。勝負ありかな？」

　そう笑顔を見せるラウルを、自然と起こった拍はく手しゆが包つつみ込んだ。

　ラウルの技わざは、この場にいる戦士たちをすっかり見み惚とれさせていたのである。

　ワウルフもまた、ごつい手をパンパンと叩たたいて満足そうだった。

「うむ。やはり儂の目に狂くるいはねえ。手下どもがつまらん口を利いて悪かった。許してくれい。この通りだ」

　と、ワウルフはラウルに向けて頭さえ下げて見せるのだった。

　こう見えて、中々に懐ふところの広い人物のように思える。故に長年この地に盟主として君臨できているのだろう。

「いえいえ。俺の噂うわさを知っていれば、仕方の無い事かと」

　そう応じ、ラウルはワウルフの対面の円座に着いた。

「ところでおめえよ、あれだ、その剣けん術じゆつは剣聖のジジイの直伝だな？」

「ああ、見抜かれましたか」

　平然と答えるラウルの言葉に、周囲がざわつき出した。

　剣聖ジエーロの雷らい名めいは、このバルゼイアの土地にも鳴なり響ひびいている。何せ――

「あたりめえよ。この儂の片目を奪うばってくれた憎にっくきクソジジイだからなあ」

　そう、それもラウルの剣の師、剣聖ジエーロの黄金戦せん役えきの時代の武勇伝の一つだ。

「剣筋もそうだが、身の運び方から歩き方まで、おめえの動きはあのジジイにそっくりだぜ。あの時を思い出して、身が竦んじまわあ」

「あんなに老ふけ込んでるつもりもないんですけどね」

「ははっ。まだガキのくせにようそこまで武を練ったのう、見事なもんよ」

「『屑星皇子』をやってると、何も役目が無くて暇ひまなんですよ。たっぷり時間はあったんで、たっぷりじいさんに稽けい古こをつけてもらいました。その結果ですかね？」

「そりゃあ、大層美う味まい冷や飯だったろうなあ」

「あ、上手い事言いますね」

「まあなあ。年の功って奴だわな」

　何だか意気投合しているみたいだ――ラウルの隣となりに座るマリーベルにはそう思えた。

　結構な事である。盟主ワウルフがラウルを気に入ってくれているのなら、このバルゼイアでの行動も円えん滑かつに運ぶに違ちがいない。

「そんじゃま、今の戦せん況きようでも耳に入れとくかのう」

「お願いできますか」

「おい、ボウズに説明してやれい」

　ワウルフが側近らしき男の方を見て、顎あごをしゃくった。

　指名された、狐きつねの耳と尾を持った恐おそらく参さん謀ぼう役やくの男は、頷くと口を開く。

「軍師役を仰おおせつかるコランでございます。どうぞお見知り置きを」

「ええ、よろしく」

「では早さつ速そくですが――北のクワアル高地より起こった反乱軍は、北の拠点ムーアンを落とすとラウダ大平原を南下し、続いてファヤンも陥かん落らくさせ、現在第三の拠点、イルハに迫せまろうとしています。当初三万程ほどの規模でしたが、ムーアンやファヤンの降兵も旗下に加え、五万近くまで勢力が膨ふくれ上あがっていると推測されます」

　北のクワアル高地は、鳥人種が多く住む土地で、ウェーメリア帝てい国こくの外がい縁えん六州のひとつトラード州と隣りん接せつしている。クワアル高地自体はバルゼイア連合とトラード州に跨またがっており、約半分が帝国領りよう、残り半分がバルゼイア連合領となる。クワアル高地の真ん中に鎮座する大だい峡きよう谷こくが、そのまま国境線となっている。

　かつてはクワアル高地全体がバルゼイア連合領で、鳥人種の住すみ処かであったが、黄金戦役時代にワウルフが大陸中央に遠征し、激戦の末に敗走した折、クワアル高地の半分を帝国側に切り取られたという経けい緯いがある。

「――味方の戦力は？」

「正規の軍が残り三万五千、ジャターユ傭兵騎士団が五千、更にラウル殿どののエルラーン軍が一万。合わせて五万程かと」

「なるほど」

　ほぼ拮きつ抗こうしているということか。しかし傭兵やこちらの第二騎士団がいなければ、少々不利な数的関係である。魚人種達が尻しりを叩かれるわけだ。

「しかし、ここまで反乱の規模が大きくなっているのは驚きですね。当初から三万とは言え、元々獣人種のごく一部と鳥人種とが結託して起こった事と聞いています。となると主力は鳥人種なんでしょう？　彼等は正規の兵でもない。精強な獣人騎兵なら、蹂じゆう躙りんするのは容易たやすかったと思いますが？」

　鳥人種は武器を取って戦う事は不得手で、兵には向かないと言うのが定説である。

　それを主力としているのに、何な故ぜここまで勝ち、規模を脹ふくれあがらせている？

「それが……奴やつ等ら、鉄の荷車と奇き妙みような筒つつを使うのです」

「奇妙な筒？」

「ええ。その筒から雷らい鳴めいのような轟ごう音おんがしたかと思えば、鉄の弾たまを撃ち出す武器のようでして……轟音のせいで馬は驚いて竦すくみ、そこを鉄の弾が襲おそうのです」

「雷鳴のような轟音――鉄の弾……？　ひょっとして――」

　そのような武器があると、聞いた事はある。確か火槍フアイアランスとか呼ばれるものだ。

　槍ほどの長さの鉄の筒に火薬と呼ばれる粉末と鉄の弾を込めておき、そこに火を点つけると粉が爆はぜ、その鉄の弾を飛ばすのである。その飛んだ鉄の弾で、相手を殺傷する武器だと聞いた。ただ鉄で出来た筒にはかなりの重量があるため、弓のように身軽に扱あつかう事は出来ず、戦場に携けい帯たいするには向かないとも言われていたが――

　しかしこの武器を作る技術はこのユミール大陸には存在せず、東方のレディオーラ大陸で研究されているというのがラウルの知識だった。

　レディオーラの技術をユミールに持ち込めるとしたら、それは恐らく――

「……なるほど、魚人種の交渉役から反乱の裏にラトゥータ教国の影かげがあると聞いていましたが、間違いなさそうですね」

　ラトゥータ教国の飛び地であるレイシティ島は、レディオーラ大陸に近い所に位置している。そこから製法が伝来して来たのだろう。

　そしてそれを、反乱勢力の下に持ち込んだのだ。

　ラウルの言葉に、それまで黙だまっていたワウルフが口を開いた。

「ああボウズ、お前の推測で間違いねえ。ラトゥータの奴等、儂が思い通りになんねえもんだから、トラファルドの奴を焚たきつけて反乱を起こさせやがったんだ」

　トラファルドとは、反乱軍の首しゆ魁かいの名だ。確か獣人種の虎族だと聞いた。

　先代のバルゼイア連合盟主の息子むすこであり、ワウルフが先代盟主を斃たおし盟主の座に就ついた後は、クワアル高地の鳥人種の下で潜せん伏ぷくしていたらしい。

　今回鳥人種とラトゥータ教国の後あと押おしを受けて挙兵したわけだ。

「……思い通りにならないというのは？」

「少し前までな、ラトゥータの連中、儂の所に度たび々たび使者を寄よ越こして来てたんだよ。二方向から同時に帝国を攻せめようってな。儂が相手にしなかったもんだから、トラファルドにバルゼイアを取らせようって肚はらだろうよ。恩に着せときゃヤツも要請を断れんだろうしな」

「これを帝国出身の俺が言うのもなんですが――ラトゥータの目付も悪くないと思いますが？　確かに、今が奪われたクワアル高地の半分を取とり戻もどす好機でしょう」

「馬鹿言っちゃいけねえ、まだまだ帝国は侮あなどれねえよ。そりゃ黄金皇こう帝ていや黄金を継つぐ者が死んで弱っちゃいるだろうが、獅し子し皇子や剣聖や占星軍師は健在だろうがよ。奴等の恐ろしさは儂がよう知っとる。この片目を奪われ、息子も斃された。出来れば二度と関かかわりたくねえな。そりゃ鳥人種共にとっちゃクワアルを取り戻すのは悲願だろうが、連合全体としちゃ大して旨うま味みのねえ痩やせた土地だぜ。ラトゥータの口車にほいほい乗って、それよりもっと大きなモノを失うわけにはいかねえ。儂が生きとる限り、バルゼイアが帝国と事を構える事はねえよ」

「なるほど……お考えは理解しました。では、俺おれ達たちエルラーン軍はどう動きますか？　何なりとお命じ下さって結構です」

「うむ――おい」

　再び軍師役のコランを促うながす。

「はっ。ラウル殿におかれましては、直ちに現在反乱軍の標的となっている拠点、イルハへと赴き防衛に加わって頂きたく。現在ここイリストリで反乱軍への対たい抗こう策さくを準備しておりますので、それが整うまで前線を保って頂ければと」

「対抗策の内容は、教えられませんかね？」

「申し訳ありません、どこから敵軍に漏もれるか分かりませんので――」

「いや、仕方ないですよ。では、準備が整うまではどのくらいかかる見込みですか？」

　それまで、敵にイルハを抜かせないというのがラウルに与あたえられた命題である。防衛戦の目標とすべき期間くらいは知っておかないと、作戦の目め途どが立たない。

「二ヶか月げつ程度頂ければと」

「二ヶ月ですね。分かりました。それではワウルフ殿、エルラーン王立第二騎士団はイルハ防衛に向かいます」

「既すでにジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんもイルハにおるはずだ。まあ仲良くやってくれや。ああそれから――シバ・イーザはおるか」

「は、はいっ！」

　ワウルフに名を呼ばれ、返事をしたのは、ラウルよりも年下の少年だった。

　恐らく十代の前半――まだ声変わりを迎むかえたばかりといった年とし頃ごろだ。

　少女のように整った顔立ちに、肉体派の多い獣人種にしては珍めずらしく線の細い体つき、眼まな差ざしは利発そうだが、どこか自信無さ気なようにも見える。

　耳や尾は雪のように美しい白に、黒の縞しま模も様ようである。これは、何族と呼ぶのだろうか。

「シバよ、お前は水先案内役としてこのボウズに同行せえ。ボウズよ、こいつはお前よりも年下のガキだが、この若さで儂の参さん謀ぼうの一員におるちゅうことは、まあこう見えてそれだけ使えるってわけだ。何か分からん事があったら、このシバに聞くがええ」

「分かりました。ありがとうございます」

「が、頑がん張ばります！　ラウル様、よろしくお願いします！」

「うん。よろしくね、シバ君」

　ラウルは緊きん張ちよう気味のシバに、笑顔で応じた。

「それではワウルフ殿、これにて失礼します」

「頼たのむぞ、剣聖の弟で子しのボウズよ」

　ラウル達はシバを伴ともない、ワウルフの元を辞した。




　自じ陣じんに戻ると早速行軍の準備を整え、反乱軍の迫ろうとしている前線へと進発した。

　それを見送るイリストリの風景は生あい憎にくの雨模様で、いきなり雨に濡ぬれながらの行軍となってしまった。

「ちっ、ついてねえな……」

　馬上で愚ぐ痴ちるリハルトに、同じく馬上のシバはおずおずと話しかける。。

「い、いいえ、これはワウルフ様からの餞せん別べつだと思います。お城の方を見て下さい」

　シバの指差す先――イリストリの城からは、柔やわらかな水色の光が天に向かって立ち上っていた。

　光は天高く昇のぼるとそこで渦うずを巻き、その渦の中から曇くもり色をした雨雲がむくむくと湧わき出だして来ている。それが空を覆い、この雨を降らせていたのだ。
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「あれが、ワウルフ様がお持ちのメイクラウドのお力です」

「星神器セレステイアルか――バルゼイアの盟主の証あかしだね」

　バルゼイア連合が奉ほうじる星神器セレステイアルメイクラウド。星神教の教義、十三位階では九位に位置づけられていたはずだ。雨雲を生み出す力を持つ鉄てつ棍こんだと聞くが、実際にそれが雨を降らす光景を見るのは、ラウルも初めてだった。

「は、はいラウル様。僕ぼくらは星神器セレステイアルとは呼びませんが……星神教ではそう呼ばれますね」

「ああ、そうだよね」

　確かに星神器セレステイアルは星神教の用語だ。名の通った呼こ称しようなので、帝国出身ではないルシエやこのシバにも意味は通じるが。

　エルラーンやバルゼイアには、星神器セレステイアルに相当する言葉というものは存在しない。エレノーテやメイクラウドが唯ゆい一いつ無む二にで、並ぶものがないからそれを包ほう括かつしたような名めい称しようは必要ないのである。単にエレノーテ、メイクラウド、とそのものの名前があればいい。

「バルゼイア連合の土地の大部分を占めるラウダ大平原では、自然と雨が降ることは殆どありません。メイクラウドがこの地にあり、そのお力で雨を降らせることによって、ラウダ大平原の草木が維持されているんです。メイクラウドをお持ちの盟主様がこの地に現れる以前は、このラウダ大平原は不毛の荒こう野やだったそうです。それがおよそ三百年程前の事だと言われていますが――」

「ものすごく重要なものなんですねえ」

　マリーベルの感想には、ラウルも同意だった。

「そうだね。ある意味帝国の星神器セレステイアルよりもよっぽど尊い存在だよ。この土地で生きる人にとっては無くてはならないものだからね」

「土地の命いのち綱づなを握ってる盟主サマをやろうって言うからには、反乱軍共の頭はメイクラウドの力を使えるってわけだな」

「だろうね。トラファルドは先代盟主の子らしいから、きっとメイクラウドに触ふれた事もあったんじゃないかな」

「はい。実際に先代盟主様に代わって雨雲を呼んだ事もあるそうです」

「……しかしどうして先代は、今のワウルフ殿に取って代わられたんだろうね。メイクラウドを扱える以外はよっぽどひどい振る舞いをしていたとか？」

　そう、例えばラウルの異母兄ボウテングのように。

「いいえ、そんな話は聞いたことがありません。立派な方だったと――何があったかは僕にはわかりませんが、でも今のワウルフ様も頼もしい方だと思います」

「そうだねえ。盟主と呼ぶに相応ふさわしい胆たん力りよくと度量をお持ちみたいだったね。それだけに、自分もメイクラウドが扱えた以上、頂点に立ちたくなってしまったのかもね」

　星神器セレステイアルを扱う資質は血筋で遺伝する事が多いが、必ず遺伝するわけではない。それは皇家に生まれながらセラフィゲイトを扱えないラウル自身が証明している。

　反対に、違う血統でも星神器セレステイアルに認められる場合もある。それが先代盟主とワウルフの関係ということだ。

　帝国のセラフィゲイトも、大陸の全すべての人間に渡わたして試してみれば、皇家の血筋でなくとも扱えてしまう者が出て来るだろう。

　現実的には、皇家が厳重に管理し余人に触れさせることはないため、起こり得ないが。

　近しい家臣に、メイクラウドを扱う資質が備わってしまっていた事が、先代盟主にとっての不ふ幸こうだったのだろう。

「人間、自分に能力があるとわかれば、相応の野心が芽生えるのも自然なことだよね。ああ、全然話変わるけどさ、シバ君の耳ってそれ何族なの？」

「え？　あ、僕は白びやつ虎こ族です」

「白虎！　へえ、そういう種族もいるんだね。虎族の親しん戚せきみたいなもの？」

「ええ――虎族から派生した変異種だと……」

「可愛いですよねえ！　白くてふさふさしてて――」

　可愛いもの好きのマリーベルは、シバの耳と尻尾しつぽを見て目をきらきら輝かがやかせている。

　何が言いたいか見え見えなので、促してあげることにした。

「ちょっと触さわらせてもらえば？　ごめんねシバ君、いいかな？」

「は、はあ――どうぞ……」

「やったぁ！」

　マリーベルはシバに馬を寄せると、にこにこしながら耳や尾を撫なで回まわした。

「わぁ～もふもふしてますよお。可愛い～♪」

「あ、あの――ちょっと……くすぐったいです……」





◆◇◆






　イリストリからラウダ大平原の街かい道どうを北西に行軍すること八日、エルラーン王立第二騎士団はイルハの軍事拠きよ点てんの近くに到とう達たつしていた。

　空は突つき抜けるような青空で、太陽が段々と高空に昇って行く途と上じようである。

「ふんふん。なかなか立派な砦とりでだね。こりゃ防衛戦も捗はかどるなあ」

　かなり広大な敷しき地ちを持ち、防ぼう壁へきも高く堅けん牢ろう。東西南北にきっちり背の高い望ぼう楼ろうを持ち、およそ理想的な姿の砦と言える。兵数万は余裕を持って収容できるだろう。

「あ、あの、ラウル様。言い難にくい事なんですが……このイルハの砦は篭ろう城じようには向いていないんです」

　シバは申し訳なさそうにそう言い出した。

「へえ？　どうして？　見た目は立派に見えるけど？」

「砦内に水源が無いんです。水は少し北の貯水池から運び込まないといけません」

「ありゃあ。そりゃあ厄やつ介かいだね。取り囲まれて貯水池への道を絶たれたら干ひ上あがっちゃうわけだ。でもどうしてそんな所に拠点を？」

「砦が出来たころには、井い戸どから豊富に水が湧いていたんですけど……長い時間が経たって枯かれてしまったんです。地下水脈の流れが変わってしまったんだと思います」

「なるほどねえ――まあ俺達は傭兵みたいなもんだし、厳しい戦場に回されるのも当然っちゃ当然か……こりゃ聞いといてよかったよ。考かんがえ違いをする所だった。ありがとうね」

「い、いえ。それが僕の役目ですから」

「シバ君も大変だね。使い捨ての傭兵なんかに付き合わされてさ」

「そ、そんな事はありません。ラウル様はあの占星軍師リュミエラ・ミスト様のお弟子でもあられると聞きました……そんな方の戦を見させて頂くのは、いい経験だと思います」

「あれ？　俺それ言ってたっけ」

　ワウルフの前ではリュミエラの話は出なかったはずだ。

「エルラーンの方ではそう言われていると……あの『精霊姫』のお相手がどんな方か興味があったので、人をやって調べました」

「へえ。抜け目め無いなあ」

　この年ねん齢れいにして、情報収集に余念が無いようである。

　やはりワウルフも言っていたがこの年齢で幕ばく僚りようの一席を与えられている以上、有能な少年である。

「じゃあまあシバ君をがっかりさせないように、頑張らなきゃね」

　まずは、砦内に行ってここの守将と軍議だ。

　ラウルは兵達に待機を命じようとしたが――こちらを視し認にんしたのか砦の門が開き、中から数すう騎きの騎き馬ばが駆かけ寄よって来た。

　何かかなり、慌あわてているようである。

「おーい！　あんたらがエルラーン軍だな!?　大将はどちらだい!?」

　そうよく通る野太い声で叫さけぶのは、濃こい栗くり色いろの髪かみにまばらな無ぶ精しようひげを生やした、四十がらみの傭よう兵へい風の男だった。

「ここだよー！」

　と、ラウルは愛あい想そよく手を振って応じた。

　男は真まっ直すぐにラウルのほうに駆け寄って来た。

「よう！　お若わけえ大将さん。俺はジャターユ傭兵騎士団のヴィルフォード・ホロウ・ジャターユだ。よろしくな」

「へえ……あなたがあの渡わたり鳥どりヴィルフォードかあ」

　ジャターユ王国は大陸北方の小しよう国こくであるが、年中雪の残るような厳しい気候で、土地も豊かではない。そのため国の主力産業は傭兵であり、傭兵騎士団は国外に出て大陸各地の戦いに顔を出すという存在である。

　その長い伝統は、ジャターユ傭兵騎士団は経験豊富で質が高く、頼たよりになる存在だという評価を定着させるに至っている。

　そのジャターユ傭よう兵へい騎士団の現騎士団長がヴィルフォード・ホロウ・ジャターユ。黄金戦役でも各地の戦いに顔を出した、歴戦の勇士である。

　その名が示すとおりジャターユ王家の一族で、現在の王は彼かれの弟だそうだ。

「おっ？　俺おれってそんなに有名かい？　よせやい、照れるぜ」

　なかなか陽気そうな男だ。

「俺はエルラーン王立第二騎き士し団だん長ラウル・ラシュメアです」

「お？　ほーほー。お前さんが――話は聞いてるぜえ、帝てい国こくを出るなり兄貴のボウテングをやりやがった期待の反逆児。おまけにちゃっかり紅こう竜りゆう将しようバルカまで取り込んでよ。あのカタブツはそう簡単に他人になびくようなタマじゃねえ。つまりお前さんは、世せ間けん体ていとは裏腹にそれだけの器量って事だ。エルラーンと組んで、これから力を増して行こうってわけだろう？」

　傭兵稼か業ぎようを長く続けるには、大陸各地の事情に通じておかなければならない。その点ヴィルフォードには抜かりが無い様子だった。

「？　俺はボウテング兄上が逆ぎやく賊ぞくになっちゃったから、泣く泣く討うっただけだよ？」

　首を捻ひねってすっとぼけるラウルを見て、ヴィルフォードはにやりと笑った。

「くくく……いいねえ。お前さんみたいなのは、俺等ら傭兵にとっちゃ上得意になり得るからな。まあここで会ったのも何かの縁えんだ。仲良くやろうや」

「そうだね。よろしくヴィルフォード殿。ところで何か慌ててたみたいだったけど？」

「おおっといけねえ。実はここの守将のベアドが、前線で敵に包囲されちまったらしくてな。すぐに救きゆう援えんに向かわなきゃならん」

「ええっ!?　そりゃあ大事だ」

「着いて早々すまんが――お前さん方も力を貸してくれねえか？」

「分かったよ。協力する。すぐに出しゆつ陣じんしよう」

　断る理由は無い。ラウルはすぐに承しよう諾だくした。

　これが――エルラーン王立第二騎士団の初うい陣じんである。







第三章　荷車城塞







　エルラーン王立第二騎士団とジャターユ傭兵騎士団は、イルハ砦の北にある貯水池に急行していた。空は段々と茜あかね色いろになりかけている、日暮れの近くである。

　事は急を要するため足の遅おそい歩兵は外し、騎き兵へいのみの編制だ。ラウル配下のエルラーン軍は騎兵の割合が少なく、二千騎ほど。残りはイルハ砦で待機させている。ヴィルフォードの手勢は四千騎ほど。流石さすがにジャターユ傭兵騎士団は質が高いと言われるだけあって、全員が馬を与えられ騎兵の訓練も受けているようだ。

　馬上に揺られつつ、ラウルはヴィルフォードに尋たずねた。

「でもどうしてこんな事になったの？　守将が前線で孤こ立りつだなんて」

「ああ。そりゃイルハ砦のせいだ」

「砦内に水源が無いってやつ？」

「ああ聞いてたか。そうだ。イルハの守将ベアドは北の貯水池に出城を建てて、そことイルハ砦との連れん携けいで籠ろう城じよう戦に持ち込もうとしてたんだが……どうも敵の動きが予想より早かったらしい。築城の指揮に出てたとこを急きゆう襲しゆうされたようだ」

「……なるほど。敵もイルハ砦の事は分かってるんだね。北の貯水池を固められる前に動いて来たと――そこさえ押おさえればイルハ砦は砂上の楼ろう閣かくに等しいだろうからね」

「ああ。なかなか敵さんもやるもんだ……ちょうどウチの娘むすめも一千騎で資材運びと水みず汲くみの手伝いに出ててな。無事でいてくれりゃあいいんだが――」

「あ、娘さんがいるんだ」

「ああ。お前さんと同じ位の歳としなんだが、これが俺に似てなかなかの器量良しでな――」

　娘の話題に表情を緩ゆるめたヴィルフォードだが、すぐにそれを引っ込める事になった。

　平原の北から、こちらに向かって来る軍団が目に入ったからだ。

　山やま吹ぶき色いろに交差する二本槍の意い匠しようの旗印は、反乱軍側の物である。

「っと！　おいおい……もう敵さんお出ましかよ――」

「と、となるともう、前線は壊かい滅めつしてしまったのかも……」

　慄おののくようにシバが述べる。

「断言はできないけどね。まだ前線は粘ねばってて、増ぞう援えんを断たつためにこっちに兵を回しただけかもしれないし」

「それを確かめるためにも、この場は突とつ破ぱするしかあるめえよ」

「うん。ところで反乱軍は変わった戦い方をするみたいだけど、ヴィルフォード殿は目にした事はあるの？」

　敵軍の様相は、ある種異様だった。

　輸送部隊でもないだろうに、大量の大型荷車を曳ひいているのである。およそ二、三百台はあるだろうか。兵数はこちらよりやや少ない五千程で、荷車一台につき二十名程の人数がいると考えられる。背中に小型の翼つばさのある鳥人種レイヴンが多いようだが、屈くつ強きような獣人種ベルセルクもちらほらといるようだ。

　荷車自体は鉄の装そう甲こうで補強されており、車輪も鉄製のもの。いかにも強度が高そうだ。

　車体の両方の側面に穴が開いており、片方の穴は中央部に人が通とおり抜けられる程の大きなもの、もう片方は、中腰の人間の目線の高さくらいに、横長の覗のぞき窓のようなものがある。この鉄の荷車が、彼かれ等らの戦法の肝きもなのだろう。

　話によると、レディオーラ大陸の技術である火槍フアイアランスも持っているそうだが――

「いや俺も奴等の戦法については耳にしただけだ。この間イルハに着いたばかりだしな」

「シバ君は？」

「僕も耳にしただけで――すみません」

「ふむ……結構出たとこ勝負だよね」

　できれば慎しん重ちように偵てい察さつして、敵軍の戦法を詳しよう細さいに把は握あくした上で事に臨のぞみたかったが――

　このように不ふ透とう明めいな状じよう況きようでの遭そう遇ぐう戦など、ラウルとしては最も望ましくない戦いなのだが、状況がそれを避ける事を許してくれそうにない。

「よし――俺達たちが前衛を任された。お前さん方は後ご詰づめを頼む」

「了りよう解かい。伊達だてに今まで獣人騎兵団が敗北を続けたわけじゃないはずだ。ここは慎重に行きたいけど……」

「ああ。そうだな――」

　敵方は既すでに、迎げい撃げきのための布ふ陣じんを整えつつある。

　鉄の荷車が円えん陣じんに並べられ、それぞれの荷車は、全てが覗き窓が外側を向くように配置を統一されている。内側に向いた大きめの穴から、それぞれの中に鳥人種の兵達が搭とう乗じようして行った。一台の荷車につき七、八人搭乗しているだろうか。

　そして荷車と荷車の間を埋うめるように、大おお盾だてを構えた獣人種の兵が配置につき、その後ろには長なが柄えの斧槍ハルバードを構えた兵達が控ひかえる。円陣の中央部には、比ひ較かく的てき少数の騎き兵へい隊たいが鎮ちん座ざし、出番を待ち構えるような姿勢だ。

　兵が余よ程ほど手て馴なれているのか、将の指揮が素す晴ばらしいのか、敵方は一いつ切さいの混乱も無く整然とこの態勢を整えていた。

「敵さん、どうぞいらっしゃいってな体だな。迂う闊かつに突とつ撃げきなんぞかけりゃあ、これまでのバルゼイア連合兵どもの二にの舞まいかね」

「そうなんだろうね。だけど、実際目にしない事には何ともだね」

「……ちと様子見と行くか。重騎兵に盾を構えさせつつあの円陣の側面を旋せん回かい、ついでに引き返す前に投槍ジヤベリンをぶん投げてやる――と。どうだい？」

　ヴィルフォードは、敵円陣の向かって右側を旋回する進路を指し示しつつ提案した。

「へえ。皆みな投槍も装備してるんだね。流石ジャターユ傭兵騎士団」

　ラウルの王立第二騎士団の騎兵は、投槍は装備していなかった。

「ま、備えあれば憂うれいなしってな。じゃあそれで行くぜ？」

「うん――無む闇やみに全員突撃するよりいいと思う」

「もしそれで敵てき陣じんが乱れてくれたら、突撃して一気に突破する。いいな？」

「分かった」

　打ち合わせが済むと、ヴィルフォードは旗下の騎兵団に号令を飛ばした。

「ジャターユ傭兵騎士団！　重騎兵は盾と投槍を準備して前へ！　残りは鏃やじりの突撃陣じん形けいを取れッ！」

　同時にラウルも、指示を飛ばしていた。

「エルラーン王立第二騎士団は、ジャターユ勢の背面に二段横陣展開！　マリー旗下の部隊が前列！　臨機応変に彼等の支し援えんに回る！」

　隊列が整い、ヴィルフォードは二分した部隊のうち鏃の陣形で待機する側の鏃の底面に位置を取り、ラウルもその横に並んだ。すぐ後ろには、マリーベルと彼かの女じよの率いる部隊が控えていた。

「ようし重騎兵隊、行って来いッ！」

　ヴィルフォードの号令一下、二千の重騎兵達が雄お叫たけびを上げつつ馬の腹を蹴けった。

　見晴らしのいい大平原の牧歌的な風景を、重い馬ば蹄ていの音がかき乱して行く。

　――戦の始まりだ。

　敵方はこちらの動きに対し大きな反応は見せない。ただ鉄の荷車の覗き窓から、次々と鉄の筒が顔を出し始めていた。

　あれが火槍――ラウルの知識では、火槍というものは非常に重量があり、野戦で使うにはあまりに重く、とても投入出来たものではないと言われていたが――

　ジャターユの重騎兵隊は、敵陣の向かって右に逸それるように駒こまを進めて行く。

　敵はまだ、明確な動きを見せない。

　投槍の射程まで引きつけるつもりなのか――

「……動かないね」

「ああ。気味がわりいな」

　更さらに重騎兵隊が敵陣に接近する。もう投槍も届く。

　重騎兵隊が一いつ斉せいに投槍を振ふりかぶって――

　次の瞬しゆん間かん、戦場に稲いな妻ずまが落ちた。

　そうとしか表現できない轟音だった。

　鉄荷車の火槍が、一斉に火を噴ふいたのである。

「――っ！」

　離はなれているラウルの馬さえ、驚おどろき嘶いなないて暴れようとする。

　それは何とか宥なだめ抑おさえたが、敵に近づいていた先せん鋒ぽう達の受けた衝しよう撃げきはその比ではない。

　かなりの数が、地面に倒たおれ伏していた。それは、構えていた盾ごと火槍の弾に撃うち抜ぬかれた者、驚き恐きよう慌こう状態になった乗馬に振り落おとされた者のどちらかだ。

　かろうじて馬の背に残った者も、振り落とされないように必死で、とても投槍を投げるどころではない。

　救いは火槍の命中精度はそこまで高くないらしく、直ちよく撃げきを受けた者の数はそう多くないように見える事だが――だが一いつ瞬しゆんにして、先鋒は恐慌状態に陥おちいっていた。

　初手でいきなり、かなりの不利を強しいられることになってしまった。

「ちぃっ！　おい先鋒の救助に向かうぞ！」

「待った！」

　ヴィルフォードが配下に命じようとするのを、ラウルは止めた。

「おいおい奴等を見捨てろってか!?」

　こうしている間にも火槍は次の斉せい射しやに移り、混乱状態の先鋒を更に打ちのめす。

　立てる者は徒歩で射程外に退たい避ひしようとしているが、それを取り囲もうと鉄荷車の間から獣人種の兵が飛び出そうとしている。

　このままでは先鋒が全ぜん滅めつしかねない状況だった。

「いや、でも迂闊に近づけば先鋒の二の舞だ、ここはこっちに任せて！　マリー！」

「はいっ！」

　振り返かえって名を呼ぶと、マリーベルは普ふ段だんのふんわり笑え顔がおを封ふう印いんし、きりりと表情を引ひき締しめて返事をしてきた。これはこれで、美しい姿の彼女だった。

「マリーの弓騎兵隊は前に出て先鋒の援えん護ごを！　彼等の退路を確保して！　火槍の射程には入らないように、最大射程からね。曲射なら弓の方が射程は長いはずだ！」

「分かりました！」

　エルラーン王立第二騎士団を編制するにあたって、ラウルはマリーベルの直属として弓騎兵の一隊を組織させていた。

　馬に乗って弓を射る騎き射しやというのは、馬術と弓きゆう術じゆつの両方に精通していないと成り立たず、数ある戦場の技術の中でも最高難度に属するものである。

　必然、この種の兵科の育成は難しいが、機動力を持った遠えん距きよ離り攻こう撃げきの担にない手てというのは戦場において非常に重宝される存在である。抱かかえておけば、それを持たない相手への確実な強みになる。

　弓の名家バロウズの娘であるマリーベルは、無論騎射の腕うでも折り紙つきだ。彼女ならば弓騎兵の調練も出来ると見込んだラウルは、第二騎士団の編制において真っ先に適性のある者を選よりすぐって、五百名をマリーベルに預け直属の弓騎兵隊とした。

　いつか――この隊が、かつて黄金戦せん役えきで大神将ゴルータ・バロウズが率いた流星弓騎兵団のような精せい鋭えい部隊に育って欲ほしい。マリーベルにならそれを任せるに足る。そう思っての事だった。

　アゼルキア州での準備期間の間、マリーベルは昼夜を問わず配下の兵と共に厳しい訓練を繰くり返し、今この戦場に立つに至っていた。

「皆さん！　わたしに付いて来て下さい！　訓練の成果を見せましょう！」




「うおおおおおおおおおおっ！」

「隊長となら、地じ獄ごくの果てまでお供しますっ！」

「マリーちゃんのためなら俺は死ねるぞおおっ！」

「何ちゃん付けしてんだ、馴なれ馴れしいんだよこの野や郎ろう！」

「うっせー！　てめえこそ、この前落ちてたマリーちゃんの髪の毛け拾って大喜びしてたろうが！　このド変態がっ！」




　敵方の未知の戦術に混乱する味方勢にあっても、弓騎兵隊の士気は異様に高いようだった。訓練を共にし、マリーベルの可か憐れんな笑顔に励はげまされ続けてきた彼等は、もうすっかり彼女の虜とりこで、まるで女め神がみか何かのようにマリーベルを崇あがめ奉たてまつっているらしかった。

「あ、あの――皆さん仲良くしましょうね？」




「「「はいっっっ！」」」




　苦く笑しようしてマリーベルが一言すると、返事がぴたりと揃そろう。ある意味凄すごい統とう率そつ力りよくだ。

「では――行きますっ！」

　マリーベルはきゅっと表情を引き締め直し、馬を駆け出させた。

　配下の部隊五百も後に続き、火槍の範はん囲いを避さけ弧こを描えがくように先鋒の重騎兵達に近づいて行く。ある程度近付くと馬を止め、弓構えをして一斉に曲射を開始した。

　先鋒に意識を向けていた敵兵達の頭上から、矢の雨が降ふり注ぐ。

　何人かが矢を受け倒れ伏すと、敵兵達も盾を頭上に掲かかげたり、荷車の側面や大盾の陰かげに張り付いて身を隠かくす。

　遮しや蔽へい物が多いためさしたる被ひ害がいは与えられていないが、火槍の斉射は鈍にぶり荷車の間から飛び出そうとしていた歩兵の足も止まった。

「ありがてえ。先鋒の奴やつ等ら、逃にげおおせそうだ。いい弓騎兵がいるな」

「約一名、その道の名人がいるからね。いい先生がいると上達も早いよね」

　先鋒が退避する隙すきは作れそうだった。急ごしらえの弓騎兵隊だが、上う手まくやってくれているように思う。

　が――そこで敵方に新たな動きがある。荷車の円陣の一部が崩くずされ、中央に鎮座していた騎兵隊がそこを出口に飛び出してきたのである。

　馬上槍を携たずさえた一団は、マリーベルの弓騎兵隊に向けて突撃を敢かん行こうしようとしていた。

「なるほど、あの真ん中の騎兵は弓兵対策かい。そんな備えもあるとはな」

「うん――よく考えられてるよ」

　ラウルはヴィルフォードの言葉に頷うなずき、マリーベル隊に退避の合図を出した。

　もしもマリーベル隊が歩兵ならば、敵騎兵の足の速さに退避が間に合わない所だ。ここは弓騎兵の強みが活いきた。マリーベル隊は馬首を返して、自陣へと向ける。

　マリーベル自身はその殿しんがりに位置し、馬を自陣に向けて駆けさせながら身体だけ後ろを振り向むき、弓を引き絞しぼった。

　振り向パルテイアき射ちンシヨツトは騎射の中でも最も難しい。まだ配下の兵はそこまで習熟してはいない。ここはマリーベル一人で敵の出足を牽けん制せいするつもりだった。

　しかも今マリーベルは、同時に二本の矢を弓に番つがえていた。

　二本射うち――弓術において幻まぼろしと言われるこの技術を、マリーベルは十歳を過ぎた頃ころには既に身に付けていた。

「来させませんっ！　退いて下さい！」

　弓ゆ弦づるが震ふるえ、同時に放たれた二本の矢が、それぞれ別の敵騎兵の喉のど元もとに突き刺ささる。

　堪たまらず落馬した先頭を避けるために敵騎兵の足が鈍った。

　マリーベルは手を緩めず、馬を駆けさせながら更に二射、三射と続けざまに矢を放つ。
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　一回あたり二本、四本の矢がそれぞれ別の敵を射い抜ぬいた。

　狙ねらいが正確無比な上に、矢を放つ動作も早い。しかも同時に二本飛んで来る。

　その妙みよう技ぎに敵方の騎兵隊は途と端たんに慄き、深追いを止やめてマリーベルから距離を取った。

　荷車への弓の斉射を止められれば、騎兵隊としては最低限の役割は果たしているのだ。

「おいおいあのおっぱいちゃん、おっぱいもすげえが弓もすげえな！」

　ヴィルフォードも、マリーベルの弓の腕に驚き感心していた。

　台詞せりふがちょっと下品なのは、そういう性格なのだろう。

「急いでて紹しよう介かい遅おくれたけど、あの娘こはマリーベル・バロウズ。大神将ゴルータの娘だよ」

「ぬわにぃ！　あの岩みてえなオッサンから、あんな可愛い子ちゃんが生まれるとは！」

　むしろマリーベルの弓の腕よりも驚いていそうだ。

「え？　でもヴィルフォード殿の娘さんも可愛いんでしょ？　だったら似たようなもんじゃないの？」

「馬ば鹿か野や郎ろう。うちのは俺に似てらあな」

　とやり取りする間に、マリーベルの弓騎兵隊を追つい撃げきに出た敵騎兵は円陣の内に退いて行き、一方マリーベル隊の活かつ躍やくで、こちらの先鋒も危地を脱だつしていた。

　だが火槍の迫はく力りよくに不意を打たれたとは言え、人的被害はこちらの方が遥はるかに大きい。

　次の手をどうするか――それを決定する段階だった。

「……ヴィルフォード殿、言いにくいけど――」

「皆まで言うな。このままごり押ししても埒らちが明かねえ。下手すりゃこっちが全滅だ」

　流石に歴戦の傭兵は、状況への認にん識しきをラウルと同じくしてくれているようだった。

　あの荷車を用いた戦術を前に、こちらに有効な手立ては見当たらないのである。

　むしろいきなり全軍で突破をかけずに初手で様子見をしたおかげで、被害がこれだけに留とどまっていると言える。

　騎兵で突撃をかけても火槍の轟ごう音おんで馬が驚き突撃にならず、飛んで来る弾だん丸がんにも無防備に晒さらされる。決死の覚かく悟ごで接敵できたとしても、荷車は鉄の装甲に覆おおわれていて強固に中の人間を護まもる上、荷車と荷車の隙すき間まも大盾と長柄を構えた兵が待ち受けている。

　ならば弓で対たい抗こうしようとしても、敵は荷車の陰に隠れてやり過ごすし、こちらに身を隠すものは無い。長く射しや撃げき戦を行えば被ひ弾だんが多いのはこちらになる。それに、弓兵を蹴け散ちらすための騎き馬ば隊たいも円陣の中央に控えている。敵方の馬は火槍の轟音に馴れているらしく、火槍が発射されてもたじろいではいなかった。

　むしろ歩兵を接近させて押し潰つぶす方が可能性がありそうにも思うが、これは鉄に覆われて火槍を備えた城じよう壁へきに強きよう攻こうをかけるようなもので、相手の数倍の兵力が必要となる。

　そう、この鉄の荷車による円陣は、移動式の城壁のようなものだ。しかも火槍という、馬を驚かせ盾を貫つらぬく武器を備えた城塞だ。

　荷車城塞――とでも呼べばいいだろうか。

　騎兵による突撃や白兵を得意とするバルゼイア連合の軍には、すこぶる効果的な戦術と言えるだろう。

　しかも恐おそろしい事に、荷車に乗り込み火槍を発射する人間は、戦いに優すぐれている必要は全くない。ただ荷車の中で火槍に弾たまと火薬を装そう填てんして発射するという作業を繰り返すだけで、十二分に戦力となるのである。これなら兵士に向かないと言われる鳥人種を主力としても戦えるわけだ。極きよく端たんな話、戦いの素人しろうとを連れて来ても戦力化できるのである。

　それに火槍自体も、ラウルの前提知識として、鉄の筒つつに重量があり過ぎて取り回しが悪く、野戦に持ち出す事は出来ないと聞いていた。ゆえに発はつ祥しよう元であるレディオーラ大陸でもそれほど戦場に普ふ及きゆうしているわけではないらしい。だがこの戦術では城壁に見立てた荷車の中から火槍を撃つ。いわば城の城壁に据すえられた据置式大型弩バリスタや投石器と同じ扱あつかいであり、重さや取り回しの悪さは無視できてしまう。

　荷車自体は軍隊の輸送部隊や、農家の飼い葉入れや作物の保管用等々、それこそどこにでもあるようなものだ。それを鉄で補強してやればいい。

　戦いに向かない主力兵士、扱いにくいと言われる兵器、どこにでもある荷車。それらの組み合わせで、精強で知られる獣人騎兵団を蹴散らす程の戦せん闘とう力りよくが生まれてしまっているのである。

　これが起き伏ふくの多い山間部ならば伏ふく兵へいによる奇き襲しゆうや罠わなを張るなど、まだ対たい抗こう策さくの講じようもあるが、この開けたラウダ大平原が戦場ではそれも難しいと思える。

　誰だれが考えたかは知らないが――考案した者は恐ろしい程の戦術家だ。自分が同じ条件を与あたえられて、この解を出せたかどうか――正直ラウルにも自信は無かった。

「前線は気になるが、こっちがやられちまったら意味がねえ」

「ああ。恐ろしい程の戦術家が敵にいる。これは無理は禁物だと思う」

　ラウルとヴィルフォードは頷き合って、それぞれ指揮下の部隊に号令した。

「撤てつ退たいだ！　遺い憾かんだがこの戦場を放ほう棄きする！」

「退たい却きやくする！　イルハ砦まで下がるぞ！」

　こうしてエルラーン王立第二騎士団とジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんは、前線の様子を確かめる事も出来ぬまま、荷車城塞の前に撤退を余よ儀ぎなくされた。

　記念すべきエルラーン王立第二騎士団の初陣は、華はな々ばなしい勝利には程ほど遠とおいものだった。
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　イルハ砦北の貯水池の急襲に成功した先代盟主の忘れ形見トラファルドの反乱勢力は、そのまま現地に陣を構えて野営を行っていた。

　この一軍を指揮する将はクーガ・ロマ。壮そう年ねんから初老に差さし掛かかろうとする年齢の虎とら族の男だった。先代盟主がワウルフによって討たれた後は、幼いトラファルドを連れて鳥人種の縄なわ張ばりであるクワアル高地に落ち延び、トラファルドを護りながら育て上げた苦労人である。

　鳥人種とラトゥータ教国の支援を受け、宿願であるワウルフ打だ倒とうを果たすべく決起したトラファルドの軍は、戦勝を重ね第二の拠点ファヤンまで首しゆ尾びよく制圧した。

　その後クーガはトラファルドの命により先鋒二万を預かり、第三の拠点イルハ砦の攻こう略りやくに乗り出だしていたのだった。

　その初手であるイルハ北の貯水池の急襲は、これまでと同じく大勝利となった。

　イルハの守将である熊くま族の猛もう将しようベアドを討ち取とり、多数の兵を捕ほ虜りよとした。

　今クーガは指揮官用の天幕で、捕虜となった者達たちとの面会を続けていた。

　捕とらえた敵はなるべく説得、懐かい柔じゆうし自軍に加えられるものなら加えるというのがトラファルドの意向だった。本来ならベアドも捕らえて説得したかったが、最後まで抵抗し、討うち死じにしてしまった。将として忠節を貫いた立派な最さい期ごだった。

　先代を斃たおし盟主の座を奪うばったワウルフさえ討つ事ができれば、他の者には怨うらみは無い。むしろ自分が盟主となった暁あかつきには、その体制を支えて貰もらわなければならない。同じバルゼイア連合の同どう胞ほう同士、なるべく将来に禍か根こんを残すような真ま似ねは慎つつしむべきだ――

　トラファルドが誰に促うながされるでもなくそう述べた時、クーガは自分のトラファルドへの教育は正しかったと確信し、立派に育ってくれたと胸の内が熱くなったものだ。

　その意思は、忠実に守って見せる。

　クーガは丁てい寧ねいに捕虜達を説得し、懐柔を続けていた。

　捕虜の獣人種のうちの半数ほどは、こちらへの協力を約束してくれた。残りはこのまま帯同し、イルハ砦を落とした後はそこで拘こう束そくとするつもりだ。

　勿もち論ろん手て荒あらな真似はせず、心変わりするのを待つことになるだろう。

　そんな折――天幕の中に獣人種ではない人間の娘が連行されて来た。

「おや？　人間の娘が混じっているとは……これは驚いた」

　物もの珍めずらしさに、クーガは思わず呟つぶやいた。

　まだ二十にも達しない程の少女だ。十六、七くらいだろうか。

　藍あい色いろがかった黒くろ髪かみは短めに揃えられ、猫ねこを思わせるような切れ長の瞳ひとみは、愛らしいながらもどこか涼すずし気げである。

　感情の見えない落ち着つき払はらった表情も、どこか人形めいた印象を引き立てるのだろう。

　胸むね鎧よろいに手てつ甲こう脚きやつ甲こうといった防具の間から見える肌はだは透すけるように白く、それでいて引き締まっており、いかにもしなやかな肢し体たいをしているのが分かる。

「娘さん、名は何と言う？　何処どこの隊の者だ？」

　クーガがそう尋ねると、娘は全く感情を見せず、淡たん々たんと応じて来る。

「……ティナ。ジャターユ傭兵騎士団の所属」

　正確に名を言えば、ティナ・ホロウ・ジャターユ。ジャターユ傭兵騎士団長ヴィルフォードの娘なのだが、そこまで明らかにするのが有利に働くか不利に働くか分からなかったので、ティナはひとまず名だけを名乗る事にした。

　そうでなくとも、元々必要最低限しか喋しやべらない性格をしているティナは、名だけしか言わなかっただろうが――

「ああ、ジャターユの傭兵が向こうについているという話は聞いている。随ずい分ぶんお若いが、そなたが隊長で間ま違ちがいないか？」

「……おっしゃるとおり」

「そう硬かたくならずともよい。そなたを傷つけようとは思っておらんよ」

　少女が余りに淡々と無表情なので、相当脅おびえているのではないかと感じたクーガは緊きん張ちようをほぐしてやろうと気を遣つかった。

「違う」

「うん？」

「私は、これがいつも通り……」

「そ、そうか。それは失礼をした」

「気にするな、おっさん」

　とのティナの応答に、天幕内にいた兵が怒おこりだした。

「貴様！　口を慎め！」

「クーガ将軍に無礼な口を利くなっ！」

「ははは。よいよい、硬くなるなと言ったのは私だ。なかなか面おも白しろい娘だな。大人しいが口は悪いと見える」

「下品なおやじに育てられたもので」

「ふむ。その親おや父じの名は？」

「ヴィルフォード……」

「む？　ジャターユ傭兵の頭領か？」

「あ、言っちゃった」

　その言葉も無表情かつ淡々としていて、娘が何を考えているのかクーガには分からなかった。分からないので深く考えず、話を続ける。

「そうか、これは都合がいい。そなたならヴィルフォードに直言できると見込んで話をさせて貰おう。我らが若……もといトラファルド様は聡そう明めいなお方だ。今回は不ふ幸こうにも矛ほこを交える事となったが、そなた達とも手を取り合う事が出来れば――とお考えになっておられる。どうだ、ワウルフに手を貸すのを止め、我々に協力してはくれまいか」

「……それは、無理。傭兵は信用商売。雇やとい主ぬしを裏切れない」

「ふむ――ならばそなたを人ひと質じちに、ヴィルフォードと交こう渉しようしてみるとしよう」

「きっと無む駄だ……」

「まあ、味方にならずともバルゼイアから手を引くでも構わん。それでもこちらは有利となるからな。将来の為ために、なるべく血は流したくないのだ。血が流れれば遺い恨こんが残る」

「だったら反乱なんてしなければいい」

「そうはいかんよ。先代の盟主の座を簒さん奪だつしたワウルフを討つのは我らの悲願、ここだけは譲ゆずれんのでな。ではそなたの配下共々、暫しばらく捕虜とさせて貰うぞ。扱いは丁てい重ちようにするように言っておく、そなたの配下にもそう伝えておいてくれ」

「必要ない。きっとすぐ、おやじが助けに来る……」

「ふむ――それはどうだろうな？」

　北の貯水池でイルハの守将ベアドを包囲、孤立させることに成功したクーガは、すぐにイルハ砦とりで方向に五千の兵を割さいて向かわせ、敵方の増援への備えとさせていた。

　イルハ砦からヴィルフォードが増援に出たとしても、こちらの部隊と遭そう遇ぐうするはずだ。

　野戦になれば、余よ程ほどの事が無い限りこちら側が勝利するだろう。

　そう自信を持てる程、ラトゥータ教国から来た征せい異い官将が考案した荷車城じよう塞さい戦術は優れたものだった。兵士としては貧弱な鳥人種を主力としてなお、連戦連勝なのである。

　あの征異官将の少女の来訪は、トラファルドにとってはまさに天てん恵けいだった。ともすれば目の前のこのティナという少女よりも理解しがたい性格は、対応に苦く慮りよするが――

　天幕の外から、大きな声が聞こえてきた。

「伝令っ！　伝令いーーっ！」

　そして一人の兵が、天幕に駆かけ込んで来た。

「何事か？」

「はっ！　イルハ砦方面に展開した別働隊からの伝令です！」

「うむ。構わん、続けてくれ」

「はっ。別働隊はジャターユ傭よう兵へい騎士団とエルラーンとの混成軍と遭遇、戦せん闘とうの結果これを退けました！　敵はイルハ砦方面に撤退した模様です！」

　クーガは報告に満足し、大きく頷いた。

「よくやってくれた、別働隊の損害は？」

「軽けい微びです。再びの戦闘も可能です」

「うむ。頼たのもしい事だ。ひとまず周囲を警けい戒かいしながら後退し、こちらに合流するようにと伝えてくれ」

「ははっ。それでは失礼致いたします！」

　出て行く伝令兵の背中を見つつ、ティナはぼそりと呟いていた。

「おやじ――あほたれ」

「分かったかな？　ではしばらくゆっくりして行くとよい」

「まずい……私、貞てい操そうの危機」

「うん？　何を言っている」

「だって女日照りの兵達が、寄よって集たかって私を慰なぐさみ者ものにしようと――」

「いやいや待て。何を想像しているのか知らんが、我々の軍紀はしっかりしている。そなたの身の安全は保障する。安心していろ」

「……ほっ」

　と、ティナはひとまず胸を撫なで下おろした。

　女の身で傭兵として生きる以上、そういう危機を免まぬがれない事もあるかも知れない。

　だがせめて、初めてくらいは自分の望んだ相手がいい。

　見た目があまり男おとこ臭くさくない、爽さわやかな麗うるわしさのある人で――

　更に自分と同じかそれ以上に腕が立つ人で――

　更に更に頭も切れて、それでいて偉えらぶらず、話していて面白い人――

　そんな理想の白馬の王子様を見つけたら、その人に子供を授さずけてもらいたい。

　そして、授かった子を強くて優ゆう秀しゆうな傭兵に育てる。ジャターユ傭兵騎士団を続けて行くには優秀な傭兵が必要だから、自分がそれを作るのだ。

　冷静で胆きもが据わり、無感情なティナだったが、一応そんな理想を持っていた。

　天幕内の部下達に、クーガが指示を下す。

「では別働隊の合流を待ち、兵に休養を取らせた後に本格的なイルハ砦攻こう略りやくに移るぞ。皆もそのつもりでいるように」

「「「ははっ！」」」

　その場の将兵達を包つつむ雰ふん囲い気きはまさに、意い気き軒けん昂こうだった。
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　イルハ砦まで撤退したラウルやヴィルフォード達は、すぐさま善後策の協議に取り掛かっていた。

　初手で守将やその近しい部下を失ってしまったバルゼイア正規軍は数も少なく臨時の指揮を引き継つげるものもおらず、ベアドが戻もどって来るか新たな守将がやってくるまでは、一時的にシバが彼等の指揮を任される事となった。

　今は砦の一室にラウル、ヴィルフォード、シバ、それにマリーベルとリハルトが集まって、会議を持っている最中だった。

「正直、あの敵の戦術には脱だつ帽ぼうだね。凄く良く出来てる。考えた人間は天才と言ってもいいかも知れないよ」

　ひょいと肩かたを竦すくめるラウルに、シバも頷いて同意した。

「そうですね。非力な鳥人種を一いつ端ぱしの戦力化出来てしまう所が特に――あれなら誰だって戦力として役立てる事が出来ます」

　シバの見立ては、ラウルの認識と完全に一致していた。

　しっかりした観察眼を持っている。ラウルはシバへの内心の評価を高めた。

「わたし、ちょっと悔くやしいです。こちらは一いつ生しよう懸けん命めい訓練して、腕を磨みがいて戦場に立っているのに……そんなの無駄な努力だって言われてるみたいで――」

「マリーの気持ちも分からなくはないね。あれは個人の能力とか技量とか、そういうものを無視して成り立つ戦術だからね。だからこそバルゼイアの正規軍は、伝統の獣人騎き兵へい団であれを打ち破りたがるだろうね。あっちの方が上だとなると、自分達の戦士としての存在意義が失われる。そうなると連合内での獣人種の地位も崩ほう壊かいする」

　バルゼイアの戦士は精強な獣人種が担うというのが、これまでの風土であり伝統だ。だからこそバルゼイアの盟主はずっと獣人種が担ってきたし、鳥人種も魚人種サーペントもそれに異論を挟はさむ事は無かった。政治的に一歩地位が上だったのだ。

　その戦士としての優位が失われるのなら、政治的な価値観もまた変わって来るだろう。

「だけどその拘こだわりが命取りになってしまうんだよね。あの戦術に騎兵の突撃主体で臨むのは最も分が悪い。もしかしたらそこまで計算に入れてのあの戦術なのかもしれない。いやほんと恐ろしいよね。そりゃワウルフ殿が苦戦するわけだ」

「おいおい、いつまでも敵さん褒ほめ讃たたえても何にもならんぜ。問題はあれを前にこれから俺おれ達たちはどうするかって事だ」

「そりゃあ勿もち論ろんそうだよ。ヴィルフォード殿はどう思う？」

「奴等らの戦術については、俺もお前さんと同意見だぜ。戦線を保たせるには篭ろう城じようしかねえが、ここに備び蓄ちくしてある飲み水はせいぜい十日分だ。篭城して取り囲まれりゃ水が汲くめねえ以上、十日で俺達は干ひ上あがっちまう――」

「うん。それは俺も同意見かな」

　ラウルが頷くと、ヴィルフォードはぼりぼりと後ろ頭を掻かきながら続ける。

「となると、だ。ここはイルハ砦に拘るのは止めて、包囲される前にさっさとイリストリまで引き上げちまったほうがいいと思うがね。無駄な消しよう耗もうは避けて、後の展開に賭かける方が賢けん明めいだろ。娘むすめの事は気にかかるが、それで部下を無む駄だ死じにさせるわけにも行かん。無事なら後で何とか交渉してみるさ」

　そのヴィルフォードの意見に、シバが異を唱えた。

「ちょ、ちょっと待って下さい。ワウルフ様はイルハを二ヶか月げつ守って欲しいと仰おつしやっています。それをそんなにあっさり放棄するのは――」

「不測の事態が起きてんだから仕方ねえだろうがよ」

「しかし……ここで何とか篭城しながら、イリストリ方面から水を運んでもらえるように言いませんか？　水さえあればここの造りは強固なんですから」

「どう水を運ぶよ？　ここが敵に囲まれりゃ、水を運び込むには敵を蹴散らさねえといかんぜ。それが出来る位なら、これまでこんなに負けてねえだろうよ」

「夜や襲しゆうなりを仕し掛かけて、何とか敵の一部だけでも切きり崩せば……」

　シバの案にヴィルフォードは首を振った。

「おいおい、ここの大多数は傭兵みたいなもんだぜ。傭兵ってのは、いわば金に任せた使い捨てだ。それを救うためにそんな危ねえ橋をワウルフが渡わたると思うか？　あのおっさんはそんな人情家じゃねえよ。ちゃんと損得勘かん定じようの出来る、ある意味真っ当な盟主様だぜ。だからこそ俺等がここを放棄しても、理に照らして考えりゃお咎とがめもねえだろうよ」

「でもここには僕ぼくがいます。僕がきちんと状況を書簡で送れば――」

「そいつはどうかね？　お前さんの意見が、そこまでワウルフを動かすとは思えんが」

「……それはどういう意味ですか？」

「俺等から見りゃみんなまとめて獣人種だが、中に入りゃそんな簡単じゃねえはずだ。氏族ってのは結構重要なんじゃねえか？　俺が見た限りワウルフの地位のある部下にゃ、虎族はいなかったがね。お前さん、白びやつ虎こ族だろう？　白虎といやあ反乱軍のトラファルドの虎族と親しん戚せきみたいなもんだ。最近結構、肩かた身みが狭せまかったんじゃねえのか？」

　つまりシバがラウルに付けられたのは、ワウルフがラウルを気に入ったというのも勿論あるだろうが、それ以上にシバを遠ざける事、すなわち厄やつ介かい払ばらいが目的だったのではないか――という事だ。

　厄介払いをしたい相手を、わざわざ骨を折って助ける理由はないだろう。

「……」

　ヴィルフォードの指し摘てきに、シバは目を伏ふせ唇くちびるを噛かんだ。

　その様子を見るに、思い当たるふしが無いわけでもないらしい――

　ラウルもシバの種族を聞いて、その可能性を疑っていた。が、即そくそれを指摘するのもシバに悪いと憚はばかられ、機会を見てそれとなく探さぐってみようと思っていたが――

　この場ではっきりヴィルフォードが指摘してくれたのは、ある意味では助かった。

　と、ふとラウルの目に気き遣づかわしげな視線をシバに向けるマリーベルの姿が目に入った。

　とても母性的で優やさしい性格の彼女は、シバの境きよう遇ぐうに心を痛めているようだった。

（今がいい機会かな――）

　と思い立ち、ラウルはマリーベルの名を呼んだ。

「ねえマリー。マリーはどうすればいいと思う？」

「え？　わ、わたしですかあ？」

　発言を求められると思っていなかったのか、マリーベルは虚きよを突つかれた様子だった。

「うん、何でもいいよ。思った事を言ってみて」

「わたしはその――皇子が決めた事に従うだけです。それが一番いいと思いますから」

　と、ふんわり優しい笑顔が返って来た。

「――リハルトは？」

「知らん。『剣けん』の使い方は使い手が考えるもんだ」

　あっさりと、興味無さそうな返答が返って来た。

　言葉と表情こそ違えど、要は二人とも方針はラウルに任せて、自分は従うのみだと言っているのである。この二人には、常にこういう所がある。

　だから軍議の場では、基本的に聞いているだけで自分から何かを主張したりする事はあまり無い。ラウルを全面的に信用してくれているからこその態度なのだが、これは改めるべきだと前からラウルは感じていた。

　この先も、常に二人を自分の手元に置いて帯同できるわけではないだろう。一人で軍を任せ、厳しい局面に送り込まなければならない時も来るはずだ。

　今のままでは、それをするのは少し不安が残る。二人には、それぞれの父親や紅こう竜りゆう将しようバルカのように、安心して局面を任せられる大将になって貰いたかった。

　そのためには今から、常に自分ならどうするかを考え、備えておいて欲しいのである。

「ねえリハルト、俺が欲しい理想の『剣』は、命じたら勝手に相手を斬きって戻って来るような魔ま剣けんだよ。だから『剣』の側にも常に、相手の倒し方を考えておいて欲しい。マリーもね。出来ればそうしたいけど、この先常に俺が一いつ緒しよの部隊にいるわけじゃないからね」

「……注文の多い奴やつだ。面めん倒どうだが言いたい事は理解した」

「は、はい皇子。わたし頑がん張ばって考えます！」

「うんよろしくね。じゃあ早さつ速そく、リハルトはどう思う？」

「……ヴィルフォードの旦だん那なに賛成する。俺達の死に場所はここじゃねえ筈はずだ」

「マリーは？」

「わ、わたしもここを捨てて下がる方が――必ず皇子を無事でって、ルシエ様に約束しましたから……無む謀ぼうな戦いは余りしたくないです」

「ふむふむ――うん。二人とも意見ありがとう。その調子で、いつも自分だったらどうするかを考えて、意見を言えるようにしておいてね。それが後々役に立つはずだから」

「んじゃここを放棄して撤退で決まりかね？」

　とヴィルフォードが結論を取りまとめようとする。

「それが妥だ当とうだろうね。基本的に異論はないけど――その前に一つ試ためしてみたい事があるんだけど、いいかな？」

「試したい事。ですか？」

　シバの言葉にラウルは頷く。

「うん。まあ単純な搦からめ手なんだけど――撤退が妥当なだけに、もしかしたら上手く行くかも知れない。試してみる価値はあると思うんだ」

　と、ラウルは腹案の説明を始めた――





◆◇◆






　クーガ配下のトラファルド軍先せん鋒ぽう二万はイルハ北の貯水池で別働隊と合流した後、兵の休養のために二日程その場に留まり、それから貯水池の陣じんに五千を残し、一万五千の兵力でイルハ砦へと向かった。

　その途と上じよう――イルハ砦の程近くで、斥せつ侯こうが奇き妙みような報告を持ち込んできた。

　イルハ砦は旗指物も立っておらず、門も開け放たれ、外から見る限り守備兵の姿も見えないというのだ。まるで既すでにもぬけの殻からであるようだ――と。

「ふうむ……」

　報告の内容を吟ぎん味みするクーガに、部隊長格の虎族の若者が尋たずねてくる。

「クーガ様。これは一体どういう訳でしょう？」

「うむ……貯水池を我らが押おさえた以上、イルハ砦で長期の篭城は不可能だ。無駄な兵の消耗を避け、戦力を温存するための戦略的撤退という線が濃こいと私は見るが――冷静に考えればそれが妥当だ。敵も冷静だな」

「砦内に伏兵や、罠が仕掛けられているという事も考えられませんか？」

「それも考かんがえ得うるかもしれんな。念のため、先行して少数で砦内を調べさせよ。それから望ぼう楼ろうに登り、伏ふく勢ぜいがおらぬか周囲を確かく認にんしてみよ」

　クーガはそう指示し、部隊を砦の外に留めて待った。

　やがて砦内の様子を見に行った兵が戻り、砦内に特に異常は見当たらず、また望楼から確認した所、南東すなわち盟主ワウルフがいる首都イリストリの方面に向けて移動する部隊の姿が確認できたそうだ。その数は一万を数えるという。

（これは間違いない。敵はイルハ砦を放棄して撤退したな）

　クーガはそう確信した。

　それが妥当だ――ただそのように妥当な動きをしてくる相手は、侮あなどれないが。

　イルハから更さらに進しん撃げきする折には、一層気を引ひき締しめてかかる必要があるだろう。

「よし、では我らは砦を接収するぞ。望楼からの敵軍の監かん視しは怠おこたるなよ、何か異変があればすぐに知らせろ。防ぼう壁へきに見張りを立てるのも忘れるな。それから若――トラファルド様にイルハ攻略の首尾は上々と伝令を」

（敵は戦力を温存した。ベアドこそ討うち取ったが、このイルハ攻略は決戦を先送りにしただけに過ぎん――次が正念場だろうな）

　クーガはそう胸中で呟きながら、自分もイルハ砦内へと駒こまを進めた。





◆◇◆






　その日の深夜――

　戦せん陣じん用の黄金の鎧に身を包んだラウルは、イルハ砦付近の街かい道どう脇わきの林の中にいた。

　そして、斥侯の帰りを待っていた。ラウルにとってはごくごく自然に、地面に敷しいた敷しき物ものの上で、マリーベルに膝ひざ枕まくらをして貰いながら。

「さてさてそろそろかなあ。ねえシバ君？」

　と、ラウルは欠伸あくびさえしながら、近くに控ひかえるシバに話はなし掛ける。

「は、はあ……そうですね」

　シバは、初めて見るラウルのこの振ふる舞まいに少々戸と惑まどっていた。

（こ、こんな人前で恥はずかしくないのかな、ラウル様は……腕うでが立って頭も切れるのに、これじゃあ屑くず星ぼし皇子って馬ば鹿かにされても仕方ない……あ、いや。帝てい国こくでの境遇では、わざとこんな風にして、うつけ者の皮を被かぶる事が必要だったのかも知れない）

「あ、羨うらやましかったらシバ君もして貰う？」

「え、えっと……その、遠えん慮りよしておきます」

　羨ましいと言えば羨ましいと言えなくもない――シバにとっては大人な女性のマリーベルは雰囲気が優しくとても綺き麗れいで、近付くといい香かおりがして、思春期に差し掛かったばかりの年とし頃ごろのシバは、それだけで緊張してしまう。

　だが――そんな事言い出せるわけもない。

　しかしここに、野や卑ひで無ぶ遠えん慮りよな男がいた。

「おっ。じゃあ俺俺。俺と代わってくれよ」

　ヴィルフォードが自分を指差して食いついた。

「ヤダ。ヴィルフォード殿には代わらないよ」

「えっとわたしも――ごめんなさい」

「何ィ！　ずりいぞ贔屓ひいきだ贔屓」

　ラウルもヴィルフォードも全く緊張感が無い――部隊の指揮官二人がこれでいいのだろうかとシバは思う。

　と、そこに斥侯が戻って来た。

「報告ッ！　イルハ砦の様子を見て参りました」

　ラウルはぱっと身を起こすと、のめり込むように身を乗り出した。

「うん。ご苦労様、どうだった？」

　シバから見てその表情に先さき程ほどまでの緩ゆるんだものは一いつ切さいなく、冷静で凛りんとした知性と威い厳げん溢あふれる指揮官の表情だった。

（す、凄すごい切り替かえの速さだ……）

　シバの内心に構わず斥侯の報告は続く。

「防壁や望楼に見張りは立っているようですが、砦外に展開された部隊はありません。今ならば防壁まで辿たどり着けると思われます」

　ラウルはそれを聞くと、ヴィルフォードと頷き合う。

「よし――上う手まく嵌はまってくれたね」

「ああ、狙い通りだな」

　この林には、エルラーン王立第二騎き士し団だん、ジャターユ傭兵騎士団、それとバルゼイア正規軍のイルハ守備兵から選せん抜ばつした五千の兵が身を伏せていた。

　あるものを運ぶ馬以外は、全員徒歩の歩兵である。

　選抜した条件は――とにかく個人の戦技に優れている事。すなわち敵味方入り乱れての乱戦に強い人員を選んでいた。

　勿論、これから起こる戦いに備えてだ。

「よし出しゆつ撃げきだ！　松明たいまつは使わず、なるべく足音も殺して進め！」

　ラウルの号令一下、五千の部隊はひっそりと取って返し、イルハ砦へと向かった。

　深夜のしかも曇くもり空ぞらで、視界が殆ほとんど無い中、イルハ砦の防壁に掲かかげられた松明を目印にひっそりと進んで行く。

「まだ焦あせらなくていいからね――向こうに見つかったら全速力だ」

　ラウルが周囲の兵に呼よび掛ける声が聞こえる。

　非力なシバは特に戦闘を期待されるわけではないが、それでもバルゼイア勢の指揮者としてこの場にいる。砦が近づくにつれ、緊張が高まって来るのを感じた。

　そんな中泰たい然ぜんとして兵を指揮するラウルが、シバにはとても大きく感じられた。自分と年ねん齢れいも五つばかりしか変わらないのに――五年後自分はあんな風になれるのだろうか。

　そもそも、今回の作戦の発案からしてラウルなのである。

　イルハ砦を反乱軍にわざと明あけ渡しつつ砦外に兵を伏せ、夜襲をかける。言葉にすればそれだけ、ラウルが言うように単純な搦め手てである。

　普ふ通つうならいきなり砦から撤退すれば敵も警戒し、策を疑い厳重に警備を敷く所だろう。もし敵方が砦の周りに荷車城じよう塞さいを配していたら、今回の襲しゆう撃げきは諦あきらめざるを得なかった。

　だがイルハ砦の立地が篭城に向かないという事実は敵方も知る所、だから北の貯水池を急きゆう襲しゆうして来た。それが分かっている相手なら――こちらが砦を明け渡して見せても、不利な篭城を避さけて戦略的に撤退したと考えるだろう。

　要は砦を捨てるという行こう為いが、自然に見える説得力が生まれる。

　更にラウルの指示で伏兵以外は実際にイリストリ方面に移動する姿を見せて、説得力を強める工く夫ふうをした。

　結果がこれ――こちらは思おも惑わく通り、イルハ砦の防壁に迫せまろうとしていた。

　防壁の一部は、明け渡す前にわざと工作して脆もろくしておき、修理中のように装よそおっておいた。そこを破城槌づちで打うち壊こわして、砦内に侵しん入にゆうする予定だった。破城槌だけは馬に牽ひかせている。

　野戦で荷車城塞に対抗するなら勝ち目は薄うすいが、その戦術が使えない砦内の乱戦でならば充じゆう分ぶん勝てる。相手の大半は白兵戦に不慣れな兵だ――そうラウルは言っていた。

　素す晴ばらしいその戦術に敬意を表し、同じ土俵には乗らない――とも。

　水源が無いというイルハ砦の弱点を、策が嵌るための説得力に変えて、敵の強みを避けつつ、こちらの強みを押し付つけようというのだ。

　ちょっとした発想でそこまでのお膳ぜん立だてを整えてしまうラウルは、シバから見て流石さすがは当代一と呼ばれる軍略家の教え子だと、憧あこがれを禁じ得なかった。

　後から考えると本当にちょっとした事なのだが、それが臨機応変に出るか出ないかが英えい雄ゆうと凡ぼん人じんを分けるのだろう。

　防壁まで一ディルト半（約三百メートル）程ほどにまで到とう達たつした時、見張りが気づいたか俄にわかに砦内が騒さわがしくなりはじめた。

「！　気がついたみたいだね。よしもう松明を使っていい！　全速力で防壁まで走って、破城槌で突とつ入にゆう口を確保する！」

「突っ込んで大暴れと行くぜ！　狙ねらうは敵将！　殺さずに生かして捕つかまえろよ！」




「「「おおおおおおおおっ！」」」




　ラウルとヴィルフォードの指示に、皆みなが一いつ斉せいに鬨ときの声こえを上げ走り出す。

　シバも駆けようとしたが急に動き出すと足元が絡からんで、転びそうになってしまった。

「うわっ!?」

　だが――

　むぎゅっ。

　何か柔やわらかいものに抱だき止とめられて、シバは難を逃のがれた。

　ふかふかで温かくて、いい匂においがする――

「大だい丈じよう夫ぶですかあ？」

　マリーベルだった。倒たおれそうなシバを抱き止めてくれて――都合シバはまともにマリーベルの豊満な胸に顔を埋うずめる姿勢になっていた。

「あ、す、すみません……！」

「いいえ。怪け我がしなくてよかったです」

「おうおうこの助すけ平べえガキが。ちゃっかりおっぱいちゃんのおっぱいにむしゃぶりつきやがって！　将来有望だなお前！」

　こんな時にそんな事を言っている暇ひまがあるのか知らないが、ヴィルフォードが冷やかしてきた。

「ち、違いますそんな……！　わざとじゃ――」

「あはは……あのう。その呼び方は止めてもらえると――」

　ラウルもそれを見ていたらしい。

「いいなーシバ君。俺もそんな事して貰ってないのに」

「あら？　でも――触さわった事はありますよねえ？」

　と切り返されると、ラウルはちょっと困った様子だった。

「ん？　んーまあそんな事もあったかな……」

　女性からそういう事を切り返されると、案外ラウルは弱いらしかった。

　意外なラウルの態度だったが、マリーベルはその事をよく分かっているらしい。

「それよりマリー。突入したら乱戦になるだろうけど、十分気をつけてね」

「はいっ！　頑張ります、皇子も気をつけて下さいね」

「うん。分かってるよ」

　と、話を終えるとラウルは表情を切り変えて、戦せん況きように向き合った。

　砦内の騒がしさは増して来ている。兵達たちが防壁の上へと次々姿を現して、弓矢や投石の備えをしようとしていた。

　防壁をよじ登る強きよう攻こうに抗こうしようとしているが――こちらの狙いはそうではない。

　もうこちらは、事前に脆く工作した防壁の隅すみに辿り着いている。

「破城槌ッ！　前へ！」

　ラウルの命に、馬に牽かれた破城槌が防壁に突とつ進しんする。

　先せん端たんを鉄で補強された重じゆう厚こう長大な丸太がぶちあたると、石いし壁かべの一部が崩くずれ落おち、数人が通とおり抜ぬけられる程の穴が穿うがたれた。

　さあ――ここからは砦に乗り込んでの乱戦だ。

　林の大きさの関係で伏ふく兵へいに出来たのは五千程。敵はその数倍だろうが、大半は鳥人種、白兵には弱い。ろくな武器戦闘の訓練もしていないだろう。

　敵の数に対し、こちらの質を押し付ける――野戦で荷車城塞を相手にするより、この方が余程勝機がある。

　何せこちらには、こういった場面で輝かがやくために生まれてきたような男がいる――

「重剣士隊は前へ！　先頭に立って敵を蹴け散ちらせ！　リハルト、頼むよ！」

「おう――おら行くぞお前等ら！」

　二刀の柄つかを連結した双そう身しん剣けんを肩に乗せ、リハルトは直属の部隊へと号令した。




「「「へいアニキッッッ！」」」




　体格に優すぐれた、いかにも無骨そうな兵達が一斉に野太い声で応じた。

　マリーベル直属の弓騎き馬ば隊たいとは別に、ラウルはリハルト直属の部隊も編制していた。

　重剣士隊と名付けたそれは、個人の力量を重視し、部隊としての統とう率そつや集団戦法は二の次とした力ちから自じ慢まんの荒あらくれ者の集まりの部隊だった。

　とにかく力の強い者、武器の扱あつかいに長じた者をアゼルキア州兵だけでなく、元ガルレ山さん賊ぞくやカーライル自警団からも選抜した。性格も素行も前歴も度外視。ただ強ければそれでいいという選抜をした。その数は一千程になった。

　都合各隊の札付き的な粗そ暴ぼうな性質の者が多くなったが、リハルトはその荒くれ達を『シメる』と言って、一人一人相手をして打ち負かして行き、実力で彼かれ等の信望を得ていた。

　それがこの、一いつ糸し乱れぬ彼等の返事に現れていた。

　敵味方入り乱れての乱戦に、秩ちつ序じよや規律など存在しない。あるのは個人の力量のみ。

　彼等はその混こん沌とんの中で、突き抜けた力を発揮するために編制した部隊である。

　この場の戦闘には――うってつけだった。

「ようし――続けッ！」

　リハルトが先頭に立ち、防壁に開けた突入口から砦内に侵入して行く。

　その後ろに重剣士隊の戦士達が続く。

「俺等も行くぞ！　先鋒の荒くれどもを援えん護ごしつつ進め！」

　更にヴィルフォードのジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だんがその後に続いた。

　彼等ジャターユ勢の兵力は、三千と五百程度。そのうち半数は後方支し援えん用に弓や弩を携たずさえており、マリーベルも彼等に混じって突入して行った。

　マリーベルの直属の弓騎馬隊はここには帯同していない。貴重な弓騎馬兵を馬を下りた乱戦で消耗するのは惜おしい。彼等の本領を発揮する場はここではない。ここでのマリーベルは、図ず抜ぬけた弓の腕を一いつ介かいの武人として発揮してもらうつもりだ。

「よし、残りの兵は退路の確保だ！　侵入してその場で待機！」

　ラウルは殿しんがりとして、その後に続く。前線指揮はヴィルフォードに任せ、シバと共に残り五百を率いて突入口の確保をする手て筈はずだ。もし形勢が不利になった場合に、退路を確保する役割である。

　ラウルが最さい後こう尾びで突入口を潜くぐると、物資保管庫の建屋の合間から、前線となっている広場の様子が目に入って来る。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの怒ど号ごうが支配する中で、リハルトが血ち飛沫しぶきの雨を降らしていた。

　双身剣が猛もう烈れつな勢いでうなりを上げ、まるで無人の荒こう野やを行くかのごとく、敵兵の群れを斬きり刻み前へ前へと突き進すすんで行く。凄すさまじい働きぶりだった。

　そしてそれに続く重剣士隊はリハルトが敵に取り囲まれそうになる前に、怯ひるんだ敵兵にすかさず襲おそいかかり、蹂じゆう躙りんして行く。彼等の働きもまた、目覚ましかった。

「す、すごいですね、リハルトさん――まるで鬼き神じんだ……！」

　シバはそれを見て、目を真ん丸に見開いていた。

「うーん頼もしい。こういう場面では独どく壇だん場じようだね。流石は剣王二刀」

　リハルトの剣は一対一は勿論、対多数の集団戦でも抜ばつ群ぐんである所が、ラウルが修めている剣聖ジエーロの剣けん術じゆつとの決定的な相そう違い点てんだ。

　あちらはあのように武器を長物にして多数を薙なぎ払はらう事も想定しているが、こちらは基本一対一の戦いに特化した剣である。敵兵に取り囲まれ、どこから攻こう撃げきされるか分からない状態で、抜きだの鉄の目を見切るだのを悠ゆう長ちようにやっている暇はない。集団戦では死に技わざになってしまう。

　ラウルが今のリハルトの位置に立っていたとしても、敵兵の攻撃を捌さばいて避ける事は出来ても、あれほどの勢いで倒して行く事は出来ないだろう。

　黄金戦せん役えきにおいて最も多く一いつ騎き打うちを制したのは剣聖だが、最も多くの敵を倒したのは剣王。共に並び立つ大陸最強の勇者二人を、そう評論する者がいる所以ゆえんだ。

　ラウルが今回の作戦を決めたのも、そんなリハルトの存在あってこそだった。
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　リハルトがあの勢いで敵を慄おののかせ士気を挫くじいてくれれば、数の不利は充じゆう分ぶん覆くつがえる。

「いい仲間がいて助かるよ。マリーもそうだけど、あの二人の存在が俺が採り得る策の選せん択たく肢しを広げてくれる」

　付け加えると、立場は二人と異なるがルシエもそうだ。

「仲間――ですか。いいですね、ご主君にそんな風に言って貰もらえて……」

　シバはそう言って、少々目を伏せていた。

　ワウルフの下で白虎族であることから肩身の狭いらしいその境遇に、ラウルとしてはかけてみたい言葉があったが――

　だがこれはまだ、言うべきではないだろう。時じ期き尚しよう早そうと思える。

　言葉を飲み込み、ラウルは周囲の兵に突入口を固める布ふ陣じんを指示した。





◆◇◆






　トラファルド軍の指揮将クーガは、敵軍の夜襲があり既に防壁の一角を崩して砦内に侵入して来ていると報告を受けると、敵の狙いを読み切れなかった自分の迂う闊かつさを歯は噛がみしつつも、何とか状況を盛り返そうと兵を叱しつ咤たしていた。

　指揮棟とうの屋上から戦況を見る限り、敵軍の勢いは凄まじいが決して数は多くは無い。

　およそ四、五千程だろうか。こちらは一万五千、およそ三分の一程度だ。

　とはいえ一万五千のうち一万は、白兵に不慣れな鳥人種の兵である。彼等が及および腰ごしになってしまっているのは仕方がないが――

「クーガ様！　敵軍の勢いは侮れません！　如何いかがいたしましょう!?」

　部隊長格の虎とら族の若者らが、助けを求めるようにクーガに指示を仰あおぐ。

「うむ――」

　この時点でこちらの取とり得る手段は三つ――

　一つ、このまま敵かこちらか、どちらかが力ちから尽つきるまで交戦する。敵の数自体はこちらより少ない。数を頼みに押し潰つぶす事も出来るかも知れない。

　一つ、全軍イルハ砦とりでを捨てて撤てつ退たいする。被ひ害がいは少なく済むかもしれないが――このまま尻尾しつぽを巻いて逃にげるのは、物笑いの種だ。まだまだ戦況を諦めるには早い。

　一つ、前面の敵を組み止めつつ、一隊を敵の突入口から回り込ませ、前後から挟み撃うちにする。前面の抵てい抗こうは薄くなるが、上手く行けば敵を逆に混乱に陥おとしいれる事が出来る筈だ。先頭に立って突っ込んで来る敵部隊は確かに恐おそるべき勢いだが――背後を突かれれば勢いそのままとは行かない。

　三つの選択肢を素す早ばやく吟味し、クーガは決断を下す。

「よし――前面の敵には無理に討ち取ろうとせず、防ぼう御ぎよに専念せよ！　前面を組み止めている間に一隊は正門より出て敵の突入口に回り込み、そこから敵の背後を突け！　如何いかな精せい鋭えいも、前後より挟きよう撃げきされれば耐たえ切れん！」

「ははっ！　では私が挟撃に回ります！」

　若者の一人がそう申し出る。

「頼たのむぞ、兵五千を率いて行け！　私は前面に出て戦線を保つ！」

　クーガは前線を都と督とくするべく、指揮棟の屋上を後にした。
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　何だか、外が騒がしい――

　物資保管庫の建ち並ぶ一角に建つ望ぼう楼ろう兼けん監かん獄ごく棟とう、その一室にある独どく房ぼうで眠ねむっていたティナ・ホロウ・ジャターユは、外から聞こえる怒号と剣けん戟げきの音に目を覚ました。

　イルハ北の貯水池でクーガ軍団の捕ほ虜りよになったティナは、その後イルハ砦に連れて来られ、この独房に囚とらわれていたのだった。

　武器は勿もち論ろん鎧よろいも奪うばわれ、今は肌はだ触ざわりのごわごわした麻あさの貫かん頭とう衣い一枚だけだった。

「……この音――戦い？」

（おやじが助けに来た？）

　だったら今が逃げる好機だ。上手く合流できるかも知れない。

　しかしこの独房はしっかりと鉄てつ格ごう子しに覆おおわれて、簡単に破は壊かい出来るものでもない。

　抜け出だすために使えそうなのは――

（女の武器……使ってみる？）

　すなわち、色いろ仕じ掛かけ。

　胸も余り無いし、自分の身体からだには自信は無いが――

　独房の看守の様子を観察してみる。

「あーん？　何か外が騒がしいべなあ……」

　獣人種の熊くま族の男だ。顔が厳いかつくでっぷりとした体格で、脂し肪ぼうと筋肉が半々で出来ている感じである。

　如何にも力はありそうだが、頭は鈍にぶそう。ついでに、女にももてなさそうだ。これなら試してみる価値はあるかも――

　ティナは独房の奥おくでうずくまり、声を上げた。

「う……うう――！　苦しい……！」

　その様子に気がついた看守が入り口近くの椅い子すを立って、鉄格子の前にやって来た。

「おんやあ？　おめ、だいじょうぶかあ？」

「む、胸が苦しい……の。お、お願い、さすって……？」

「胸だぁ？　でもそりゃおめ、お、おっぱいを……え、ええのんか？」

　ゴクリ、と看守は生なま唾つばを呑のんだ。かなり効いているようだ。

「早く……く、苦しい――！」

「お、おう――仕方ねえべな、ビョーキだもんな……」

　鍵かぎを開け、格こう子し戸どを潜り、独房の中に入って来る。

「い、いくど――？」

　と、指先をわきわきとさせて、うずくまるティナの身体に手を伸のばす。

「お願い――」

　ティナはそれを受け入れる姿勢を取った。

　看守の手がティナの控ひかえ目めな胸に近付いて来る――

　興奮に目を血走らせ、もはやティナの胸しか見ていない。

　――隙すきだらけだ！

「とう」

　どごっ！

　ティナの蹴けりが男の股こ間かんに突き刺ささった。手加減なしの全力だった。

「うごごおおおおおおおおっ!?」

　看守は悶もん絶ぜつして、地面をのた打ち回る。

　やはり相当痛いのだろうか。女のティナには分からなかった。

　ティナは看守から鍵を奪うと、首の後ろから両りよう腕うでを巻きつけ、強きよう烈れつに絞しめ上げた。

　細く見えるティナの腕の意外な力強さに、看守は驚おどろいただろう。

　尤もつとも苦しすぎて、そんな事を考えている余よ裕ゆうも無いだろうが。

「うぼぼぼ……」

　泡あわを吹ふいて、看守の意識は落ちて行った。これで暫しばらくは目覚めないだろう。

「ごめん――ね。触らせるのは、惚ほれた相手だけだから……」

　独房を出て外から鍵をかけて、中に看守を閉じ込めた。

　そうした上で、部屋入口の扉とびらの覗のぞき窓から外を窺うかがう。

　ティナがこう冷静に動けるのは、元々の性格もあるが、それ以上に斥侯や密みつ偵ていの経験が豊富で、敵てき陣じんへの単身潜せん入にゆうなどを得意とするからだった。

　元々の性格がこうだから、こういう技術修得に向いていたとも言えるかも知れない。

　ともあれジャターユ傭よう兵へい騎き士し団だん随ずい一いちの偵てい察さつ兵へいは、ティナだった。

　ヴィルフォードの騎士団では、副団長という立場上、兵の指揮も取ったりするが。

（さっきは看守に大きな声を上げさせちゃった……他にも兵が来るかも）

　ここは望楼でもあるから、他にも兵がいるだろう。

　気がついて他の兵が来るかもしれない。案の定、扉前に足音が近づいて来た――

「どうした!?」

　勢いよく扉が開かれ、別の兵士が姿を現し――

「うがあっ!?」

　次の瞬しゆん間かん顔面を横から蹴り飛とばされ、昏こん倒とうして地面に伸びた。

　扉とびら脇わきに張り付いたティナが、即そく座ざに兵士の顎あごに上段蹴りを打ち込んだのである。

「剣、もらうね」

　倒れた兵士の腰こしから、帯たい剣けんを奪う。

　長ちよう剣けんはあまり得意ではないが、贅ぜい沢たくは言っていられない。

　足音をなるべく小さく、扉の外に出た。外からは怒号と剣戟の音がまだ続いている。

　だが少しずつ、その音が遠くなって行く。戦いの中心点が移動している――？

　そして、他の兵の姿は見えなかった。

（出で払はらってる？　今なら楽に出られそう……）

　ティナは壁に沿って設けられた螺ら旋せん階段を下り、棟の出入り口へと到達した。

　分厚く幅はば広ひろな鉄てつ扉ぴを開けられないものかと、確認する。

　内側から閂かんぬきで閉められている上、閂を外せないように鍵がしてある。

「だめ……ね」

　先程の看守が持っていた鍵は一つだった。この扉の鍵は無い。

　鍵自体を壊す事が出来ればとも思うが、手元にある長剣一本ではそれも難しい。

（なら上から出るしかない……）

「待てッ！　逃がさんぞ！」

　再び螺旋階段に戻もどろうと振り返かえるティナの上から、低い男の声が降って来た。

　続いて、ずだんっ！　と破は裂れつするような着地音。

　螺旋階段の上の方から、大きな影かげが飛び降りて来たのである。

　筋肉質で引き締まった長身の、獣人種の犬族の男だった。

「我わが名はバラーク。本棟の守備兵長を仕つかまつる者だ！　娘むすめよ。拙せつ者しやを斃たおさぬ限り、逃れる事は叶かなわぬぞ！」

　そう言ってバラークと名乗った男は、得え物ものの切っ先をティナに向けて来る。

　剣状の穂ほ先さきを持つ槍やり――グレイブと呼ばれる長なが柄え武器だ。

　中々、出来そうに見える。ティナは慎しん重ちように身構えた。

「外は大変な事になってる。行かなくていいの？」

「否いや！　拙者の役割は本棟の守備と虜りよ囚しゆうの監視！　ここを離はなれる事は許されん！」

「めんどくさいやつ――」

　ぼそりと呟つぶやくティナに、バラークは裂れつ帛ぱくの気合と共に斬りかかって来る。

「キエエェッ！」

　反応できない程ではない。ティナは長剣でグレイブの攻撃を受け捌く。

　ただ二、三、四合。続けて受けて行くうちに、相手の攻撃の重さが腕にずしりと響ひびく。

　ティナの力は女性の中では強いだろうが、やはり力自慢の獣人種とまともに切り結ぶと不利は否いなめない。ましてや長剣はティナにとって扱いにくい。

（まともに戦う必要は、ない……）

　ティナは大きく飛び退すさってバラークと間合いを取る。

　追いすがろうと突進して来るバラークに対し、長剣を投げつけつつ、地を蹴った。

「うぬっ!?」

　虚きよを突つかれながらも飛来する長剣を弾はじくバラークの脇わきを、走ってすり抜けた。

　そのまま全速力で、螺旋階段を駆かけ上あがる。

「ぬっ!?　貴様ぁ、待てえッ！　正々堂々と立ち合えい！」

「べー。やだ」

　そもそもこちらは碌ろくな装備もしていないのに、正々堂々も何もあったものではない。

　螺旋階段を駆け上がるティナをバラークも追いかけて来るが、鎧よろいも何も身に着けていない分、ティナの方が足は速い。距きよ離りを開けながら棟の屋上、物見台に出た。

　外の様子が目に入る。まさにこのイルハ砦を舞ぶ台たいにした乱戦の真っ最中だった。

　怒号と剣戟の中心は既に、敷しき地ちの中央の指揮棟のあたりに移動しているようだった。

　旗印を見るに、反乱軍に対してジャターユ傭兵騎士団、バルゼイア正規軍、それから森を表す緑の紋もん章しようの旗印は、エルラーン軍だろうか。そう言えばエルラーン勢が援えん軍ぐんとしてやって来るという話は耳にしていた。

　この望楼兼監獄棟の近くには、激戦の跡あとを示すように多数の物言わぬ骸むくろが転がり、一番近くの防壁の角のあたりに、バルゼイア正規軍とエルラーン軍の旗印を掲げた一千程の部隊が待機しているのが見えた。

（あれは味方――あそこに行けば……）

「逃さんッ！」

　バラークがすぐそこまで迫って来る。

　ティナは物見台の縁ふちから身を乗り出すと、石を積み上げた外がい壁へきの隙すき間まや窓の窪くぼみを足場に外側から塔とうを下り始める。ティナならではの軽かる業わざだった。

「うぬううう！　ちょこまかと！」

　バラークも真ま似ねして、塔の外に身を乗り出すが――

「どーわーあぁぁぁ!?」

　途と中ちゆうで手を滑すべらせ、思い切り地面に落下した。

　凄く痛そうな衝しよう突とつ音おんが盛大に響き渡わたり、バラークは大の字で地面と口づけしていた。

「馬鹿なやつ――」

　呆あきれながらティナはするすると塔の外壁を下って行き、地面に降り立った。

　近くに見えた味方の部隊に合流しよう。

　ティナは倒れ伏すバラークの横を通り過ぎ――

「ふぬわああぁぁっ！」

「っ!?」

　突とつ如じよバラークが起き上がり、グレイブの刃やいばがティナを薙ぎ払った。

　咄とつ嗟さにかわそうとしたが完全にはかわし切れず、刃はティナの腿ももを浅く掠かすめた。

　ズキンと痛みがして、斬きられたところが熱を持ってくる。血が流れ出して、服を赤に染めて行く。

「ふははは！　拙者があの程度で参ると思うか！　ただちょっとお星さまが見えて、目の前が真っ暗になっていただけだ！」

「それ、気絶してるし――」

　ただそこからすぐに復活するのは、確かに凄いと言えば凄いが――

　まともに相手などしていられない。味方はすぐそこだ、そこまで逃げる――

　背を向けて駆け出すティナだが、斬られた太腿が痛んで全速力が出なかった。

　暫く走って追いつかれ、服の背中を掴つかまれた。

　力任せに強ごう引いんに引き摺ずり倒され――

「そこに直れい！　脱だつ獄ごくは大罪！　手打ちにしてくれるわ！」

　バラークのグレイブが、大上段に振り上げられるのが見えた。

「っ!?」

　――逃げられない！

　こうなってはティナに出来るのは、きつく目を閉じるだけだった。

　だが――

　何か重い衝突音がして、直後にバラークの悲鳴が轟とどろいた。

「おぼおぅっ!?」

　はっと目を開けると、バラークの眉み間けんに何かがめり込んでいた。

　剣けん――だろうか。

　矢のように飛来したその剣の柄が、バラークの眉間を強烈に打ったのである。

　その衝しよう撃げきに、バラークは仰あお向むけのまま盛大に倒れていく。

　剣は反動でぐるんと回転し、刀身が地面に突き刺さった。

　ティナはまじまじと、地面に刺さった剣を見つめる。

　片かた刃はで反りのある黒い刀身がギラリと凄すご味みを放ち、その根元には丸い形の鍔つばが付き、そこから複雑な模様のついた柄が伸びている。

　違ちがう、剣は剣でもこれはカタナ。ユミール大陸では珍めずらしい種類の刀とう剣けんだ。

　刃の素材は多分塵じん星せい鉱こう。ジャターユでごく少量しか取れない希少鉱物である。

「大当たり～♪　っと。俺おれの腕もまだまだ錆さびついちゃいないね」

　ヘラッとした軽い調子の声にティナがそちらを見ると、きらきらの黄こ金がね色いろの鎧と真しん紅くの外がい套とうに身を包つつんだ少年が、空になったカタナの鞘さやを持って立っていた。

　赤い色の短たん髪ぱつに、締しまりはないが綺麗な顔立ち、すらりとした佇たたずまいは、余り男おとこ臭くささを感じさせない。傭よう兵へいや兵士などの泥どろ臭くさい仕事を生業なりわいとする者には、中々いない雰ふん囲い気きだ。

「す、凄いですラウル様！」

　もう少し離れた所に獣人種の白びやつ虎こ族と思おぼしき少年がいて、興奮気味に声を上げていた。

　ラウルと呼ばれた少年はティナの方に駆け寄よって来ると、地に刺さったカタナを抜いて鞘に収め、笑え顔がおで手を差さし伸べて来た。

「や、どうも。大丈夫だった？　立てる？」

「あ、ありがとう――」

　その手を取るのに、ちょっとどきりとしてしまったのは、何な故ぜだろう。

　感じた事のない胸のざわつきに、ティナは戸惑いを感じていた。

「何か騒がしいから見に来たんだけど、まさか丸まる腰ごしの女の子を大の男が武器持って追いかけ回してるとはね」

　ラウルはそう述べながら、ティナの手を引いて立たせた。

　戦況有利な中、突入口で待機していたラウル達だったが、近くで大きな物音と声がしたので、少数で様子を見に来た所、ティナがバラークに追われる場面に出くわしたのである。

　追おい詰つめられたティナを救おうとしたが、間合いは少々遠かった。

　だからラウルは、飛刀術を試みた。柄を先端にして勢いよく鞘ごと前に突き出しつつ、鍔を指で弾いて撃ち出すのである。それが見事にバラークを直ちよく撃げきしたのだった。

　カタナを飛ばすと次の手が無いため、普通は使わない余技ではあるが――師し匠しようの剣聖ジエーロ曰いわく『大道芸』らしい。

「私脱獄したから。追われるのは仕方ない」

「その格好見るとそんな感じだよね。ジャターユ傭兵騎士団の人？　俺はラウル・ラシュメア。エルラーン王立第二騎士団長だよ」

「ラウル……あ、ウェーメリア帝てい国こくの屑くず星ぼし皇子――様？」

「うんうん。まあそうとも言うね」

　あまり嬉うれしくないであろう異名で呼ばれても、ラウルはヘラヘラしていた。

　その掴み所どころの無い様子が、何だかティナには新しん鮮せんに映った。

「私ティナ。ティナ・ホロウ・ジャターユ……」

「えええっ!?　じゃあ君がヴィルフォード殿の娘さん!?　全然似てないし！」

　髪かみの色も違うし、性格も明るく豪ごう放ほうで下品な父親に比べ、ティナは淡たん々たんとした無表情で非常に冷静そうに見える。受ける印象は正反対だ。

　容姿がいいというのは辛かろうじて同意だが、そこにヴィルフォードの面おも影かげは無くて、多分母親似なのだろう。

「ねえシバ君、全然似てないよねえ？」

「そ、そうですね。ヴィルフォードさんは似ているって仰おつしやってましたけど……」

「おやじの言う事は適当だから。信じてはいけない――」

　全く表情を変えずにそう言うティナが、ラウルには何だか可笑おかしかった。

「はははっ。そうだね、気をつけるよ。じゃあティナ殿、俺おれ達たちの部隊の所に戻って怪我の手当てをしようか。すぐにヴィルフォード殿にも会えると思う。あ、皆、悪いけどそこに伸びてる人は縛しばり上げといてね」

　と、一いつ緒しよに付いて来ていた兵達にラウルは命じた。

「……お世話になります」

　ティナはラウルに付いて歩き出そうとしたが、怪我をした太腿が痛んでよろめいてしまった。それを見たラウルはティナを支え、そのまま抱き上げた。

「ごめんごめん、歩くの辛つらかったんだね。さあ行こう」

「おおう。お姫ひめ様さま気分」

　ティナ的には内心ドキドキしたのだが、顔は無表情なため、ラウルには何を考えているのか分からない、不思議な言動の娘に映っていた。

「いや……ティナ殿ってジャターユの王族だよね？　立派にお姫様だと思うんだけど」

「そういえば？　ずっと戦場暮らしだから忘れてた」

「ははは――うーん。何かティナ殿と話してると調子狂くるうなあ、面おも白しろいけど」

「私もけっこう面白い……かも？」

「かも？　かもって何？　何か引っかかるんですけど」

　などと話している後ろで――

「寄るなァ！　下げ郎ろうがっ！」

　起き上がったバラークが、縄なわを打とうとしていた兵を弾はじき飛ばしていた。

「待てい！　そこの黄金の鎧の少年！　遠くから一方的に攻撃するとは卑ひ怯きよう千万！　戻って拙者と正々堂々立ち合えい！」

「いやあ、丸腰の女の子追いかけ回してる人にそう言われてもねえ……」

「否！　拙者は牢ろう番ばん長の役を負っているが故ゆえ、それを果たそうとしたのみ！　さぁ――いざいざ！　立ち合えい！」

　悪びれず、居直り、勢いよく、バラークは得物を構えている。

「うーん。ま、いいけどね。じゃあお望み通り、正々堂々お相手致いたしましょうか」

　ラウルはティナをそっと下ろすと、ヘラッと笑顔を浮うかべたままバラークの前に進む。

　そして抜きを構え、相手を促うながした。

「さあ、どこからでもどーぞ」

「応ッ！　チエストオオォ！」

　バラークは真っ向から突進し、渾こん身しんの力をもってグレイブを振ふるった。

　それがラウルの間合いに入った時、その緩ゆるんでいた表情が一いつ瞬しゆん、厳しく引ひき締まる。

　同時に、目にも留まらぬ速度の斬ざん撃げきが放たれた。

　黒い光が奔はしったようにティナには見えた――

　それが走はしり抜けるとグレイブの刃は根元で折れて、ぽとりと地面に落ちていた。

「お……おお――!?」

　目を疑うかのように瞬まばたきするバラーク。

　ラウルは抜きを放った直後、勢いそのままに一回転し、再びカタナを一いつ閃せんする。

　それが、ラウルと交差しつつあったバラークの後頭に強烈にめり込んだ。

「があああぁぁっ!?」

　刃を返した峰みね打うちだが、それでもバラークは勢いよく吹っ飛び、近くの物資保管庫の土つち壁かべに頭から激げき突とつ、壁を破壊して保管庫に刺さった格好で悶もん絶ぜつした。

　それを見てラウルはカタナを納めつつ、ヘラッと笑うのだった。

「起き上がって来なきゃ、二度も痛い目に遭あわずに済んだのにねえ。あ、面めん倒どうだから念入りに縛っといてねー。よろしくっ」

「「「ははっ！」」」

　その見事な手並みを目まの当あたりにした兵達は、憧あこがれに目を輝かせながら応答していた。

　その気持ちには、ティナも同意だった。

　再びひょいと抱き上げられ、ラウルの腕うでの中でぱちぱちと拍はく手しゆする。

「……結構なお手前で」

「ん？　いえいえお粗そ末まつ様さまでした」

　ラウル達は部隊の元に戻り、ティナの傷の手当てを始めた。

　とは言っても、傷口を布できつく縛って止血する応急処置程度だが。

「今、どういう状じよう況きようになってるの？」

　と、ティナは応急処置を手伝ってくれているシバに尋たずねる。

「イルハ砦を一度わざと明あけ渡して、敵方が砦に篭こもった所に夜や襲しゆうを仕し掛かけるというラウル様の策を実行中です。ヴィルフォードさんは前線の指揮に当たっています。僕ぼく達はここで突とつ入にゆう口を確保する役割なんです」

　確かに近くの防ぼう壁へきに、人が数人通り抜けられる程の穴が穿たれている。

「よく穴を開けられた――ね？」

「砦を捨てる前にちょっと崩れやすく細工して、後は外から破城槌づちで壊こわしたんです」

「なるほど、ズルい――」

「ふっ。ズルいは褒ほめ言こと葉ばだよ、褒め言葉」

　近くで兵の指揮を執とりながら聞いていたラウルは、満足そうに頷うなずいていた。

「でもラウル様の策が見事に嵌はまったおかげで、戦況はこちらに有利です。この分なら、すんなり――」

　勝てる――と続けようとしたシバの言葉は、慌あわてて駆け込んで来た斥侯の報告にかき消される事になってしまった。

　突入口の外に出していた斥侯は、緊きん迫ぱくした様子でラウルに告げる。

「報告っ！　砦正門より出た敵の一隊が、防壁伝いにこちらにやって参ります！　その数は約五千程！」

「！　こ、こっちを狙ねらって来た――!?」

　シバだけでなく、周りの兵にも動どう揺ようが広がった。

　こちらは五百程度しかいないのだ。五千の兵を退けるのは至難の業だ。

　しかしラウルは、まるで動じない。凛りんと表情を引き締め兵を叱咤した。

「みんな狼狽うろたえるな！　良く見るんだ――この突入口はそんなに広くない！　一度に通れるのは数人、多数を一気に相手にする必要はないんだ！」

　数だけを聞いて動揺した兵達は、それにより一定の落ち着きを取り戻して行く。

「敵を退ける必要はない。ただここを抜かせなければいい！　こちらに五千を向けたという事は、ここを保っている限り、先せん鋒ぽうが相手する数がその分減るんだ！　逆にここを抜かれれば、先鋒は挟撃に遭う事になる！　先鋒が敵将を捕とらえるか斃すまで踏ふん張ばろう！」

　すなわち、敵のこの手が悪手になるか妙みよう手しゆになるか、それを決めるのはこの突入口を守れるか否かにかかっているのだ。

　敵が冷静ならば、突入口に兵を回してくる事も十分考えられた。

　だから――ラウルがここにいるのである。

　ここで先の分ぶん岐きを決定づけるのは、もはや知略ではなく武力。

　そして自分は――それを持ち合わせている。

「俺が前面に立つ！　俺の左右を大おお盾だてで固めてくれ！」

　ラウルがそう宣言すると、シバが慌て出した。

「ラ、ラウル様待って下さい！　そんな自ら最前線に立つなんて――危険です！」

　しかしラウルは、ヘラッと笑うのみだった。

「ま、これでも王立第二騎き士し団だんの総大将だから、自ら最前線なんて定石からすりゃ馬ば鹿かもいいとこだけど――立ってる者は親でも使え、腕に覚えがあるなら、総大将でも剣を取らせろってね。出来るんだから仕方ない、適材適所だよ」

　来るか分からない敵への備えに、マリーベルやリハルトを割くわけには行かない。

　あの二人には確実に接敵する先鋒に居て貰わないと、数の不利を質で覆すという主目的から外れてしまう。

　ここを押おさえるのは、自分が適任だ。だから前線はヴィルフォードに任せた。

　ラウルの剣は多数を相手に切り崩す事にはあまり向いていないが、狭せまい場所で少人数を制し続ければよいこの戦いには、十分対応できる。

「さぁ敵が来るぞ！　みんな配置につけ！　とにかく敵を通さなければいい！　シバ君、俺は戦いに専念するから、兵の動きの指示は任せるよ！」

　そう宣言すると、ラウルは言葉通り突入口の真ん中の最前線に立つ。黄金の鎧に包まれたその立ち姿は凛々しさと覇は気きに満ち溢れ、従う兵達は自然と落ち着き、また戦意を高揚させた。

　ラウルの左右に大盾を構えた兵が控ひかえて脇を固め、更さらにその背後にも大盾兵が列を為なして並ぶ。ラウルの左右が崩くずれた場合の補充だ。

　そして更にその後ろにはシバの指示で、槍を構えた兵が突入口の内側を覆うように円形に並んだ。すり抜けてきた敵をここで囲んで潰す網だ。

　手当てが終わったティナは、シバに呼び掛けた。

「私も手伝う――武器と鎧を貸して」

「えっ？　でもティナさんは怪け我がを――」

「大だい丈じよう夫ぶ。傷口は止血して貰ったし、あまり無理はしないから。少しはラウル殿の助けになれると思う……」

「わ、わかりました――」

　シバは近くの兵に鎧を貸すように言い、ティナは素早くそれに身を通す。

「ティナさん、武器は何がいいですか？」

「短剣でいい。まず二つ貸して。他にもあるだけ前に運んでおいて」

「はい。ところでティナさん、敵方の大将の名は分かりますか？」

「？　確かクーガだったと思う……」

「わかりました！　すぐに短剣も集めます！」

「うん――」

　ティナは鎧を身につけ、二刀の短剣を手に取ると、最前線のラウルの横に並んだ。

　すでに敵の姿は突入口の間近まで迫せまり、接敵の目前だった。

「手伝う――」

「おっ。助かるよティナ殿どの、ありがとう」

「どういたしまして」

　敵を眼前にまるで感情を感じさせない冷静さは、それだけ自信があるのか単に性格なのか。ともあれここは頼たよりにさせて貰おう、とラウルは判断した。

　迫って来た敵部隊の指揮官が、大声で指示を飛ばす。

「行けえッ！　一気に踏み潰して押し通れ！」

　その号令に獣人種の騎き兵へいが数騎、先頭に立って押し寄せてくる。

「さぁ来たね。やりますか！」

　まずは抜ぬきで、馬首ごと一騎を斬り伏ふせる――

　ラウルがそう動こうとする前に、ティナが口を開いた。

「前の二騎は任せて」

　言うが早いか、ティナは左右の短剣を投げ放つ。

　それが寸分違たがわず騎兵の馬の眉間に突き刺さり、大きく嘶いなないてその場に崩れる。

　乗っていた兵も振り落おとされ、さらに続いていた後続の騎馬も巻き込まれて倒たおれた。

　――見事な投剣の腕だった。

「次、貸して」

　前線に集められた短剣を、すかさず兵がティナに手渡す。

　ティナは受け取ると、すぐに敵の馬を狙って放つ。

　松明たいまつの灯あかりに浮き上がる闇やみの中を閃ひらめく短剣は、次々に敵の馬に命中して行く。

「馬は任せて――私が潰す」

　投剣ならそれほど激しい動きはいらず、傷口も痛まない。

　今のティナが一番役に立つ戦法だった。

「分かった！」

　勢いのついた騎馬の突とつ進しんを捌さばくのは、なかなか骨が折れる。

　それを止めてくれるのは非常に助かる。

「そこを退どけえええぇッ！」

　馬を失って振り落とされた獣人種の兵は、己おのれの足で立ち上がって向かって来る。

　だがその行く手には、星ほし斬きりの黒く煌きらめく刃が立ち塞ふさがった。

「悪いね！　はいそうですかとは言えなくてね！」

　ラウルの抜きの一閃が先頭の敵兵の胴を薙ぎ、真っ二つに断ち斬った。
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　だが後続の敵兵が、次々突入口に押し寄せてくる。

　この状況で峰打ちにしている余裕などない。一々抜きを構える余裕もなかった。

　それでもラウルは、一刀で敵の命ごと斬り伏せて行く。

　必殺の気迫の篭ったラウルの剣閃を捌ける者は、この場にはいなかった。

　十、二十、三十と、ラウルの前に骸が積み上がって行く。

　黄金の鎧が、返り血に塗まみれて汚れて行く。

　やがて骸が五十以上にも達すると、その様相に敵部隊の兵達に脅えが広がり、突進に二の足を踏む気配が生じ始めた。

「矢だ！　離れて矢を射かけろ！」

　そう指示が飛び、敵方から矢が飛んで来るが、ラウルとティナは近くの大盾の陰に隠かくれてやり過ごす。これを見越しての大盾の配置である。

　こうやって無む駄だに時間を取ってくれれば、その分こちらの有利に働く。

　いくらでも射てくれればいい。こうしているうちに先鋒が勝負を決めてくれる。

　そんな中、防壁の外から大音声が響き渡った。

「撤てつ退たいーーッ！　クーガ様が討うち取られたーッ！　撤退ーーッ！」

　それが聞こえたか敵部隊長は、周囲の兵に呼び掛けた。

「遺い憾かんだがこの場は撤退する！　皆みな、北の貯水池の陣じんまで引き上げだ！」

　そうすると敵部隊は北へと転進し、砦とりでから離れて行った。

　突入口を固める味方の兵は、それを見て安あん堵どと喜びの混じった歓かん声せいを上げた。

　ラウルもふうと一息つくと、近くにいるティナに笑いかけた。

「ふう。助太刀ありがとう、ティナ殿。助かったよ」

「ううん。ラウル殿なら、一人でも大丈夫だったと思う――」

　ティナは表情を変えずに淡々と答えた。

　そこにシバが走ってやって来て、ラウルに問う。

「ラウル様！　お怪我はありませんか!?」

「ああうん。大丈夫だよ、しかし敵将は討ち取られちゃったのかあ、仕方ないけど……」

　と、ラウルは少し残念そうである。

「あ、いえ――それは分かりません」

「ん？　あ！　ひょっとして今の偽にせ情報!?」

　そう、シバは兵に命じて防壁を登って外に降りさせ、大声で偽の情報を流させたのだった。別働隊には前線の様子は分からない。

　敵将の名を出せば、それが真実と思わせる事も出来るかと思い、試みたのである。

「は、はい。ティナさんが敵将の名をご存知でしたから。相手が戦意を失いかけている時になら、逃げを打ってもいい格好の理由にもなりますし……勝手な事をして済みません」

「全然！　流石さすがはシバ君だね、いいよいいよ！　よくやってくれたね！」

　ラウルは実に嬉しそうに笑い、シバを労ねぎらうのだった。

　シバとしても、リュミエラ・ミストの弟で子しであるラウルに褒められ、嬉しかった。

　これまで余り貢献できていなかったが、最後に少しは役に立てた気がした。

　そんな中、暫くすると今度は本当の先鋒からの伝令がやって来た。

「報告っ！　敵将をリハルト殿が捕らえました！　敵兵の大半は砦正門より逃げ去り、残りは降伏しております！　我が方の勝利です！」

　それを聞いて、シバが喜びの声を上げた。

「やりましたねラウル様！　ラウル様の策が見事に嵌ったおかげですよ！」

「策だけじゃ半分だよ。みんなが精せい鋭えいだったからね。質が数を上回ったって感じかな」

　締まりのない笑顔で応じているラウルを見て、ティナは思う。

　間近で見たラウルの腕は凄まじかった。鍛たん錬れんに鍛錬を重ねた武技の達人の域だ。

　あの技の冴さえの前では――多分万全な自分が立ち合っても敵わないだろう。

　騎士団長として軍を束ね、策を練り上げこの戦いを勝利に導いてもいる。

　今までバルゼイア連合の正規軍が苦戦を続けていた強敵相手に対して、だ。

　剽ひよう軽きんな感じの人だが、頭も切れるようだ。

　しかもいざ真面目に兵を指揮すると、その姿はとても凛り々りしく輝いていて――

　これは、もしかしたら見つけたのかも知れない――

　勿もち論ろん、自分の子を授さずけてもらう、理想の王子様を――だ。

　そんな気持ちでティナがラウルを見つめる中、ラウルはもう既すでに一歩先の、別の事を考えているようだった。

「敵将を捕らえられたのは僥ぎよう倖こうだね。これで交こう渉しようがやり易やすくなる」

「え？　交渉ですか？」

「うん。停戦交渉。ちょっとトラファルド殿に会いに行って見ようかなーと」

　シバの問いに、ラウルはにっこり笑って答えたのだった。







第四章　停戦交渉







　バルゼイア連合、第二の拠きよ点てんファヤン――

　ここに、盟主ワウルフ打だ倒とうを掲かかげた先代盟主の遺児トラファルドの軍は本陣を置いていた。第三の拠点イルハ攻こう略りやくを命じたクーガより首しゆ尾びよくイルハを陥かん落らくさせたと知らせがあった翌日に、今度はイルハを落とされたと伝令が入ると、トラファルドは首を捻ひねった。

　虎とら族の中でも特に立派な耳と尾おに、体つきは逞たくましく鍛え上げられ、やや日焼けした肌はだの浅黒さが、顔つきの精せい悍かんさを更に際立てる。若さと雄々しさに満ちた見事な青年だった。

「どういう事だ？　昨日イルハを手に入れたと知らせがあったばかりじゃないか」

　トラファルドは腕うで組ぐみをしながら、伝令の兵に問いかけた。

「は――イルハを放ほう棄きしたと見られた敵方が夜襲を仕掛けて参りまして、こちらも警けい戒かいはしていましたが、敵は防壁を破城槌で破は壊かいして――」

「うわちゃ～。そりゃあダメね、その時点でもう結果が見えちゃう」

　と、兵の言葉の途中で声を上げたのは、座席付きの手押し車に乗った少女だった。

　足を組み肘ひじ掛かけにもたれかかり、脱力し切っただらしのない格好である。

　痩やせぎすで貧相な身体つきに、不健康なほどに青白い肌。枯葉色の髪をお下げにした髪型も子供っぽい。お世辞にも、色気があるとは言えない少女である。悪戯いたずらっ子のような切れ長の瞳ひとみには、多少の愛あい嬌きようが無くもないが。

　だがこの少女こそが、ラトゥータ教国からトラファルドの支し援えんのために派遣されて来た征せい異い官将だった。荷車城じよう塞さいの戦術の考案者でもある。コーデリア・フラクスル。見た目は子供っぽいが歳としはもう二十になる。

　コーデリアは額に手を当て、大げさに仰のけ反って見せる。

「その後砦内で乱戦になっちゃって、ボロくそにやられたんでしょ？」

「はあ……ええ、その通りです」

「ったくぅ……円えん陣じんか方陣を砦外に敷しいて待機しておくべきだったわね。水が無いって地理を考えれば、本当に敵が逃げたと思っても仕方ないけど、そこは裏を読んで備えておくべきだったわよ。一番の問題はその状況だと不利が否めないっていう兵の弱さだけど」

「鳥人種レイヴンの兵は、荷車を運ぶ事と火槍フアイアランスを撃うつ事以外は素人しろうと同然だからな……だがそれにもかかわらずオレに協力してくれているんだ。感謝こそすれ、文句は言えないぞ」

「まあそうね、トラくん。出来ないものは仕方ないけどね」

　と、その場に同席している鳥人種の若い女が口を開いた。

「ねえあんた、いい加減名前覚えなよ、トラファルドだってば」

「え～？　ヤだよトリちゃん。だって名前なんて興味ないしめんどくさいもん」

「アタシはマニニだっての！　もーっ！」

　マニニは現在の鳥人種の族長である。先代族長の孫であり、クワアル高地に潜せん伏ぷくして育ったトラファルドとは兄妹のように育った間あいだ柄がらだ。今では恋こい仲なかでもある。

　彼かの女じよが呼び掛けて、鳥人種をあげてトラファルドと共に立ったのである。

　痩そう身しんが基本の鳥人種だけあって華きや奢しやな体つきだが、マニニは意外と出る所が出ており、十分な女らしさを備える美女だった。背に生える翼つばさの羽毛は純白で、また大きくて立派である。

「そういうね、めんどくさいことはこいつらが覚えてるから、ねえ右、左？」

　コーデリアは手押し車の後ろを振り返って言った。

「「はいお嬢様。何なりとお申し付けください」」

　そこには筋骨隆りゆう々りゆうの強こわ面もての大男が二人、恭うやうやしく控えていた。二人とも頭髪は剃そりあげられて一本も無い。ご丁てい寧ねいに額には大きく『右』『左』と刺青いれずみがされていた。

　人の名前を覚える気が無いコーデリアが一目で分かるように――だった。

　自分で歩く気のないコーデリアのために常に手押し車で運び、面倒臭い事を覚える気のないコーデリアのために必要な事を完全に記憶し、その他コーデリアの全すべてを支えるのが彼かれ等らの使命だった。彼女は自分の屋敷への道すら覚えないので、右と左が連れて行かないと、一歩屋敷から出たら戻もどって来られない程なのである。

　右と左なしに外に出る事もまず、無いが――

　右と左という呼称は、手押し車を押す際の彼等二人の定位置が由来だった。

　日々を植物のように穏やかに、何もせずにただただ無む為いに過ごしたい。

　それこそが最も優雅で贅ぜい沢たくな、至高の時間の使い方だ――

　そんな性向の跡取り娘むすめが、伝統ある征異官将のフラクスル家に生まれてしまったのである。しかも本人には全く有り難くない事に、類たぐい稀まれなる軍事的才覚を備えて。

　コーデリアは受け継いだ地位と財産に最大限に甘え、可能な限り何もしてこなかった。が、バルゼイアに行けと命じられたからには逆らえない。屋敷や財産を取られたら人生が終わってしまう。

　仕方なしにバルゼイアへとやって来てトラファルドに協力を申し出、彼やそれに従う少数の獣人種ベルセルク達、それに協力してくれるという鳥人種達の現状を鑑かんがみ、考案したのがあの荷車城じよう塞さい戦術だった。非力かつ戦いに不慣れな鳥人種の兵が多いため、まともな白兵を避さけつつ獣人騎兵を蹂じゆう躙りんできる戦術が必要だった。

　レディオーラ大陸の技術である火槍については、そもそも征異官将という役職自体が、『ラトゥータ教の教義とは異なる者を征する』という名目のものである。

　征すると銘打っているが何も敵視し排はい除じよするだけでなく、必要あらばそれを利用する事も許された。要はラトゥータ教と異なるものとの緩衝役、もっと砕くだけた言い方をすれば、教圏外のあらゆるものを押し付つけられる何でも屋――それが征異官将である。

　征異官将の権限でもってレディオーラ伝来の火槍の製法をトラファルド達に教えて量産し、戦術のための下準備を整え――そして今、こうしているのだった。

　これが終わったら、また屋敷に引き篭って素す晴ばらしい無為な時間を楽しむのだから、こんなのは一時の事、覚える必要のある事など無い。

「よしじゃあ右、トラくんについて言ってみて」

「は、あのお方の名はトラファルド殿。バルゼイア連合先代盟主の遺児にございます。少年期より鳥人種の領分でありますクワアル高地にて潜伏して過ごされ、雌し伏ふくの時代に磨きに磨き抜かれた武芸の腕は最も早はや達人の域に達しておいでです。それに加え現在二十六歳という若さながらも滅多な事では動じぬ胆たん力りよくと、物事に寛容な器の大きさもお持ちです。次代のバルゼイア連合の盟主として相応ふさわしいお方でございます」

「おっ。何だか褒められているぞ」

　面白そうに成り行きを見つめるトラファルドは、目を細めた。

「なお、あの逞しき身体からもご想像頂けます通り、類稀なる絶ぜつ倫りんをお持ちです」

「フッ……まあな」

「何でそんなことまで知ってんのよ、右の人は――」

　マニニが呆あきれ声で右の男を見つめていた。

「はい左、トリちゃんについて」

「畏かしこまりました。このお方はマニニ殿にございます。クワアル高地に住まう鳥人種の族長にあらせられます。年ねん齢れいは二十と一つ。鳥人種は混血や生活様式の変化により世代を経るごとにだんだんと翼が小さくなり、今では飛行出来る者の方がかなり稀となっておりますが、マニニ殿はあの通り希少な先祖返りで、自由に空を飛ぶことがお出来になります。なお、トラファルド殿とは恋仲であらせられます」

「う、うんまあそうだけどね……」

　仰ぎよう々ぎようしく説明され、マニニは少し照れていた。

「余談ではありますが、毎日欠かさずトラファルド殿の夜よ伽とぎをお努めになっております。それが可能な以上、マニニ殿もまた、相当な性豪である事は確実――」

「きゃー！　馬鹿！　なんて事言うのよこのオッサン！　アタシはそんなんじゃない！」

「は？　夜な夜なマニニ殿の嬌声が聞こえるとの警備の兵の証言ですが――」

「あああああっ！　もうやめてやめて！　恥はずかしいっ！」

「はっはっはっ。まあ事実だしいいじゃないか。別に恥じる事でもない」

「恥ずかしいわよっ！　あんたも何考えてんのよっ！」

「？　別に特に考えていないぞ？　お前が魅み力りよく的てきだから毎日抱きたい。それだけだ」

「……いやそれはいいんだけどね。まあアタシもそう思ってもらえると嬉しいし……」

「――とまあ、色ボケ総大将どもは放っておいて、その後どうなったわけ？」

　と、唐突にコーデリアが呆あつ気けにとられている伝令の兵に向き直った。

「は、はあ……」

「あっ！　あんた自分だけいい格好して！　脱線させたのはあんたでしょ!?」

「知らな～い。それで、その後は？」

「はっ。クーガ様は捕らわれ、兵半数は北の貯水池の陣に落ち延びました。残りは討ち取られたか敵方の捕ほ虜りよになっていると思われます……」

「クーガが!?　そうか――捕虜になった兵共々、何とか助けてやりたいな……あいつはオレの恩人だ。あいつ無しには今のオレはあり得ないからな。コーデリア、何かいい知恵はあるか？」

「えぇ？　う～ん考えるのめんどくさーい」

「おいおい頼たのむよ。クーガは大事な男なんだ」

「いや別に小細工なしで、普ふ通つうに解放交渉すればいいじゃん？　こっちとしてはまだまだ深刻な敗戦じゃないし、余よ裕ゆうあるから。どんな条件を出だされるかは知らないけど」

　報告を聞く限り、こちらの戦術を打ち破るものを、敵が繰り出してきたわけではない。地理条件を鑑みたちょっとした搦からめ手てだ。突発的な事故のようなもので、それを指揮した敵方の将は確かに油断がならないが、そこまで深刻になる程でもない。

　敗戦の報にも、コーデリアに危機感は無かった。

「そうか――交渉してみる価値はある、か。分かった、では使者を……」

「トラファルド様！　イルハ砦の敵将より書簡が参りました！」

　今度は別の兵が駆かけこんで来て、トラファルドに告げた。

「ほほう？　向こうから何か言って来たか。動きが早いな。見せてくれ」

　兵から書を受け取ると、トラファルドはそれに目を落とす。

「エルラーン王立第二騎士団長――ラウル・ラシュメアだそうだ」

　それを聞いてコーデリアは控える右に視線を向けた。

「は……ラウル・ラシュメア、ウェーメリア帝国の先代皇こう帝ていラヴェールの第五皇子です。皇族にありながら皇位を司る星神器セレステイアルセラフィゲイトを扱えぬことから、帝国の屑星との異名をとるうつけ者と聞いております。近ちか頃ごろエルラーン王国のルシエ姫ひめと結けつ婚こんしたとか」

「ふうん？　でもこいつが、トラのおじいちゃんを捕まえた指揮官なんでしょ？　結構切れるんじゃないの？　右の言っている事と違ちがいそうだけど？」

「この右めも直接会ったわけではございませんので」

「ふーん……で、トラくん。そいつが何て言って来たの？」

「ああ。クーガを含む捕虜を解放する用意があるそうだ。条件について話し合いを持ちたいと。丁度いい、こちらから使者を送る手間が省けたな」





◆◇◆






　トラファルドとの交渉のための会見は、イルハ砦北の貯水池にトラファルド軍が構えた陣地で行われる事になった。

　こちらから出向くのは四名という事で話が決まったため、ラウル、シバ、マリーベル、それからヴィルフォードを差し置いて付いて来たがったティナが敵てき陣じんへと向かった。もしもの時のためにヴィルフォードが砦に残っている方が安全と言えば安全ではあるため、ラウルとしては特に異論を挟まなかった。

　敵陣に到とう着ちやくすると、すぐに中央の一番大きな天幕へと案内された。

　獣人種の護衛の兵が配置され、緊きん張ちよう感漂う雰ふん囲い気きだった。

「ラウル・ラシュメア殿、到着なさいました！」

　取り次ぎの兵が天幕の外から声を掛かける。

「入って頂け！」

　中から生気に満ちた青年の声が応じて来る。

　どうぞと促され、ラウル達は天幕の中へと足を踏み入いれた。

　地面に敷かれた分厚い敷しき物ものの上に円座が用意され、一番奥おくの上座に浅黒い肌のとても精悍な顔つきをした虎族の青年が座すわっていた。

（これがトラファルドか――なるほどこりゃかなりの腕だし、いかにも正義漢って感じだね。盟主の座を窺うかがうにふさわしいって感じかな……）

　ラウルは第一印象でそのような感想を持った。

　トラファルドの右斜め前には、こちらに横顔を向けるような位置取りで鳥人種の女が円座に着いている。結構な美人で、しかも背中の翼が他の鳥人種より際立って大きく、また色が純白で目に鮮やかだった。

　更にその対面には円座ではなく座席の付いた手押し車が置いてあり、そこにはラウルとそう歳の変わらなそうな痩やせた少女が足を組んで座っていた。

　それだけでなく、手押し車の後ろの左右に大男がついており、その二人が全く表情のないまま手押し車の前輪を浮かすように車体をゆらゆらと揺すっていた。乗っている少女はまるでゆりかごに揺ゆられるような感覚を楽しんでいる様子だった。

（えーと……何これ？）

　ラウルも流石さすがにちょっと見み咎とがめた。この二人、手押し車を押す専任なのだろうか。ご丁寧に頭に右、左と刺青までしてある。

　ある意味楽な仕事だがある意味辛そうな仕事でもある。少なくとも自分は嫌いやだ。

　と、目を奪うばわれてしまったがまずは挨あい拶さつだ。気を取り直してトラファルドを見た。

「お初にお目にかかります、トラファルド殿。エルラーン王立第二騎士団長ラウル・ラシュメアです」

　ラウルは続いて、シバ、マリーベル、ティナを紹しよう介かいした。

「御足労頂いて済まない。オレがトラファルド、こちらがマニニ、オレに協力してくれている鳥人種の族長だ。それからそちらがコーデリア。こう見えてラトゥータ教国の将だ」
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　という事は、この少女が反乱軍のあの戦術を考え出した張本人だろう。

　中々奇き天て烈れつな振る舞まいだが、決して油断はできない。あの戦術を編み出す事が出来る人間は、間ま違ちがいなく軍事的分野におけるある種の天才だ。

　内心の警戒をおくびにも出さず、ラウルはコーデリアにヘラッと笑えみを向けてみた。

「ラトゥータの方では、手押し車が流行はやってるんですか？　楽そうでいいですねー」

「うん楽だよ。流行ってはないけど。みんな使えばいいのにね。自分で歩くなんてめんどくさいし。歩かなくて済むなら歩きたくないじゃん？」

「なるほどー。そりゃ面白い考え方だ。荷車の戦術も同じ趣旨ですか？　訓練なんてしなくて済むならしない方が楽ですもんね。火槍の打ち方だけならすぐ覚えられますし」

　屈くつ強きような兵を育てるには、金も手間もかかる。しかもそれに終わりはない。より強い敵軍と対たい峙じする事を想定し、常に向上を目指さねばならない。

　すっぱりそれを削そぎ落しても成り立つならば、その方が楽なのは間違いない。

「あら、よく分かってるじゃん。汗臭いのって嫌いなの。手を抜ける所は容よう赦しやなく徹底的に抜くわよ、あたしは。基本的に動きたくないから」

　コーデリアは自信たっぷりにそう応じてくる。

「ははは、済まないな、コーデリアは変わり者でな。まあそちらも硬かたくならず、好きなように寛くつろいで頂いて構わないから――」

　苦く笑しようしてそう述べるトラファルドに、ラウルはキラリと目を輝かがやかせて喰くい付いた。

「好きなように……どんな寛ぎ方でも？」

「ああ」

「本当ですか？　怒おこりませんか？　絶対、絶対ですよ？」

　更に念押しに念押し。

「何をするつもりなんだ……？　逆に気になるじゃないか。ああ、男に二言は無い。絶対に怒らないから好きにしてみるといい」

「では――」

　と、ラウルはにっこり笑ってマリーベルを見た。

「えーと皇子……？　この場であれは流石に……止やめませんか？」

「いいからいいから！　トラファルド殿がいいって言ってるんだし、ここは遠えん慮りよせずに寛がせて貰もらおうよ！　ね！」

　と、ラウルは強ごう引いんにマリーベルに膝ひざ枕まくらをさせて――

「い、いいんですかねえ……」

　ラウルを膝枕しつつ、困り切ったマリーベルが苦笑していた。

　それを見て、トラファルドは大きな笑い声をあげた。

「ははは！　そいつはいいな。じゃあオレもそれでやらせてもらおうか。なあマニニ、オレにも膝枕をしてくれ」

「はぁ!?　アタシは嫌よ、そんな恥ずかしい真ま似ね……！」

「何言ってんのよトリちゃん。夜な夜な喘あえぎ声を兵に聞かれてる方が恥ずかしいよ？」

「ぎゃああああああっ！　バーカ！　バーカ！　そんな事をここで言うなあああっ！」

　堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたマニニが、真っ赤になって円座をコーデリアに投げつけていた。

「痛っ!?　ちょっと右と左！　ちゃんと護まもりなさい！」

「「申し訳ございません」」

　多分手を離はなしたら、コーデリアの手押し車は倒れていた。

　なので動かなかったのだろうが、大男は言い訳もせず頭こうべを垂れていた。

　既に身を起こして成り行きを見ていたラウルの服の裾すそを、ティナが引っ張った。

「――笑え顔がおが絶えない職場です？」

「ああうん楽しげだよね。ティナ殿はクスリともしてないけどね」

　発言が不規則で思考が見えない。今も全くの無表情だった。

「いや、騒さわがしくて済まないな。ラウル殿」

「いえこっちも悪ふざけが過ぎました。そろそろ真面目に話をしましょうか」

　コホンと一つ咳せき払ばらい。

「ああ、単刀直入に言ってくれると有り難がたい」

「それじゃあ――こちらとしては、捕らえたクーガ将軍やその配下の兵を解放する見返りとして、一時停戦をお願いしたいと思っています」

「一時停戦？」

　トラファルドとしては、身代金やそれに相当する兵ひよう糧ろう、あるいはイルハ北の貯水池からの撤退、もっと厳しい条件ならば第二の拠点ファヤンの明あけ渡わたし等々の要求が来ると思っていた。この申し出は意外だった。

「ええ。期間は二ヶか月げつ間。受け入れて頂けるなら、まず即そつ刻こく兵達は解放しましょう。二ヶ月後にクーガ殿をイルハ砦に残し、こちらは撤退します。それまでの間、ここの陣に兵を置いて頂くのは構いませんけど、こちらの水みず汲くみは許可して頂きたいですね」

「二ヶ月、か――」

　まるで悪くない条件だった。しかもラウルの言葉を信じるならば、二ヶ月後にはイルハも手に入るわけだ。だが逆に、そんなに条件を付けてまで確保したい二ヶ月には何の意味があるのか？　二ヶ月後に何が起こると言うのか――そのあたりが気になって来る。

「ふうん――だったらいっその事、決戦の書状でも置いて行って欲ほしいわね」

「ああそちらとしては、そうでしょうね」

「――どういう事だ？」

　トラファルドはコーデリアに視線を送った。

「二ヶ月で何をしたいかなんてバレバレ。こっちの戦術への対たい抗こう策さくの準備でしょ？　それが本当にこっちの戦術を上回るのかどうか――面めん倒どうだし一戦でケリをつけたいわね」

「その心は、ラトゥータ教国としてはさっさとトラファルド殿にバルゼイアを取って貰って、二面から帝てい国こくに攻め入りたいからですよね？　ワウルフ殿の抵てい抗こうが長引けば、好機を逃すかも知れません。単独では攻め入らないあたり、ラトゥータ教国の中も主戦論と静観論で割れているようですね。主戦派は腰こしの重い静観論者を動かすために、説得材料を必要としてる。それが、バルゼイアとの共同戦線ってわけでしょう？」

「……右。あなたの知識、間違っているわよ。修正しておきなさい」

「御ぎよ意い」

　コーデリアは、手押し車の上で面倒臭そうに肩かたを竦めた。

「まあウチのお国の事情は多分、あなたの言う通りだわ。興味ないからよく知らないけどね。ただ、あたしがさっさとケリをつけたいっていうのはそんなの関係ないわ」

「？　へえ？　ではどんな？」

「ふっ……決まってるわ。あたしが早く任務を終えて屋敷に帰りたいからよ！」

「――ぷっ。あはははっ、なるほどそりゃあ大事ですよね」

　ラウルが思わず笑うと、コーデリアはにやりとする。悪戯っ子のような笑みだった。

　真意は読めない。油断も出来ない。が――なかなか憎めない相手だと思う。

「戦いなんて興味ないのよ。出来れば両親から受け継いだ地位に胡坐あぐらをかいて、一生働かずに平へい穏おん無事に過ごしたいものよね。あたし、平和主義なの」

　そんな生き方、穏やかだが何もないだろう。植物みたいでラウルとしては嫌だが――

　自分は志に生き、同時に野心も追いたい。最も敬愛する黄金を継つぐ者ロファールの志を未来に繋つなぎ、天下に名を残して自分を屑くず星ぼしと断じた世の中を見返してやりたい。

　志を失い迷めい走そうする帝国を立て直し、ミレーニアの下で再び一つにする事によって、それが果たされる。自分の生き方は、何があろうと決して曲げず、その道を行くのみだ。

　まあ人生観は人それぞれなので、今それを語る気も無いが。

「……オレもさっさとケリをつけたいな。ラトゥータの言いなりになるわけではなく、ワウルフが奪われたクワアル高地の土地の半分を、マニニ達たち鳥人種の下に取とり戻してやりたいからな。彼等はそれをオレに望んでいるからこそ、オレと共に立ってくれたんだ。オレも彼等の恩に報むくいたい。どうだ、ラウル殿。二ヶ月後にお互たがい正々堂々と決戦に臨のぞみ、雌し雄ゆうを決するというのは？」

「う～ん。早く決着がつけばその分早くエルラーンに戻れますから、それに越したことはないんですが――俺おれはここでは、金で雇われた傭よう兵へいのような立場ですからね。じゃあお受けしましょうって言える裁量は持ってないんですよ」

「……それもそうか。いや、すまない」

「いえ、ところでここにワウルフ殿の書状を預かっています。どうぞお受け取り下さい」

　と、ラウルは懐ふところから書状を取り出し、トラファルドに手渡した。

　トラファルドはそれに目を通し――

「！　ふふふ……これは挑戦状じゃないか。二ヶ月の停戦期間が過ぎた後、イルハ砦とイリストリの間の平原を決戦場に、雌雄を決しようとある。準備がいいじゃないか」

「ええまあ。これが皆の望みでしょう？」

　ワウルフの立場に立ってみても、早期決着が望ましいのは共通している。

　盟主という立場上、反乱が長引く事はそれだけで求心力の低下を招く。荷車城塞への対抗策が有効ならば、敵方が更なる対策を打つ暇ひまを与えず一戦で決着をつけた方が良いのは間違いない。荷車城塞の考案者は天才と言っていい、これを二度も三度も上回るのは骨が折れるし、その保証もない。

　現在準備中の対抗策に自信があるなら、一気に決戦に持ち込むべき――

　ラウルはイルハ砦を落として後、すぐに早馬を飛ばし、ワウルフにそのあたりの理を説くと共に、更さらに形勢不利に陥おちいった場合の対策案も添えて、決戦の提案をした。

　流石にワウルフは機を見るに敏びんで、すぐさま今回の書状を送って寄よ越こしたのである。

　早期決着を望むのは誰だれしも同じ。ならばあとは切っ掛け一つ――

　それが、今回のラウルとトラファルドの交渉会談である。

「……一応聞きますが、返答は如何いかがでしょう？」

「勿論お受けしよう。捕虜解放の条件も合わせてな。見た所、君はこちらの方の腕うでも立ちそうだ。二ヶ月後、戦場で相まみえるのを楽しみにしておこう」

　トラファルドは太い腕をぽんぽんと叩きながら、爽さわやかな笑みを浮うかべた。

「いやあ。今回俺は主役じゃありませんし、戦場の隅すみで怒られない程度にこそこそやってますよ。あまり捜さがさないで下さいね」

　ラウルはヘラッと笑顔を浮かべて、そう応じた。

　こうして捕虜解放と引き換えの停戦は受け入れられ、その後の決戦も決まった。

　そしてラウルとしては、その決戦の中で自分がどう振ふる舞い、何を目指すべきか――

　その見み極きわめも、頭の中で既に完かん了りようしていた。

　後は、その時を待つばかりだ。







第五章　蠢動







　秋も深まって来ると、だんだんと、朝の空気を冷たいと感じるようになってくる。

　日ひ毎ごとに少しずつ強まる冷えは、冬が近づいて来ている証だ。

　ゲルトリッシュの山野も紅あかく色づき、それが少しずつ落葉を始めていた。

　その日、ルシエはいつもより少々寝ね坊ぼうをしてしまい朝と昼の中間程の時間に目覚めた。

　やる事といえば相も変わらずフェンリルとの土木作業なので、特に問題は無いが。

　身支度を整えると、居室の扉とびらを少し開けて、廊ろう下かの様子を窺った。

　――誰もいない。

　それを確かく認にんすると衣装箪だん笥すの前に立ち、開く。

　中にはルシエ用の服に交じって、男性用の黒い服が収められていた。

　これは、ラウルが帝国からやって来た時から着ていたものだ。

　ユーリエが用意した王立第二騎き士し団だん長の正装に着替えたラウルは、これを王城に置いて行ったのだが――黙だまって持って来てしまったのである。

「……」

　ルシエはラウルの服を取り出すと、ぎゅうっと胸に抱いた。

　こうしていると、ラウルの残り香を感じられる気がする――

（ああもう――何をやっている、私は……）

　自分自身の行こう為いが恥ずかしいことだと、ルシエも自覚はしていた。

　だから自分自身を窘たしなめるのだが、これが止やめられないのである。

　今日は止めよう、いや明日こそ止めようがずっと続いて、結局ラウルを見送ってからここ一月余りの朝晩の日課になってしまっていた。

（こんな所を誰かに見られたら、恥ずかしくて死んでしまう――）

　だから、部屋の近くに誰もいない事を確認してから行為に臨んでいるのであった。

（それもこれもラウルが悪いんだ。私を置いて行くから――しかし、ラウルの事だから無事だとは思うが、怪け我がをしたり、体調を崩くずしたりはしていないだろうか……）

　ラウルの能力は本物だ。英えい雄ゆうと呼ぶに値する。バルゼイアの地でも上う手まくやるだろう。

　そうルシエは思っているが、やはり目に見えない事なので不安は尽つきない。

　妻として夫を心配する事は、何ら不自然な事でもないだろう。

（この服も何だが私の香かおりが移ってしまって、だんだんラウルの香りが薄れて来た……早く帰って来て代わりを……）
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　と考えて、自分の思考がおかしい事に気がついた。

（いやいや、帰って来たのならこんな事は必要ないだろう。何を考えている私は。この服のように、ラウルが毎日朝晩私を抱きしめてくれれば――）

　しかし、仮にラウルがいてもそんな事をしてくれるだろうか？

　そんな親密な関係を築く事が出来るのは、いつの事になるだろう？

（……やはり代わりは欲しいな）

　との結論に達した時――

　バン！　部屋の扉が勢い良く開く。

「んきゃああぁぁっ!?」

　見られたら死ぬ場面に乱入され、ルシエは変な悲鳴を上げて飛び上がった。

　とにかく見られないように、後ろ手にラウルの服を隠して扉に視線を向ける。

　普ふ段だんは王城で働いている、中年の侍じ女じよだった。幼い頃ころからルシエも顔馴な染じみの相手だ。

　ルシエがゲルトリッシュに長期滞たい在ざいするので、ユーリエが王城から寄越してくれた。

「こ、こら！　いきなり開けるな！　ノックをしてくれ！」

「ああすみません姫ひめ様さま。あたしゃせっかちなもんで――何をなさってたんです？」

「き、聞くな見るな！　と、とにかく次から気をつけてくれ！　で、何の用なんだ？」

「ええ。お客様が――あの竜りゆうの人で……あらら、何とおっしゃいましたっけ？　最近物忘れがひどくって、嫌になっちゃいますねえ」

「うん？　ああバルカ殿どのが参ったのか？」

「ああそう！　そうです！」

「ん――そ、そうか。すぐに行く」

　ルシエはすぐに部屋を出て、バルカの待つ応接用の一室へと向かった。

「待たせて済まない、バルカ殿。暫しばらくぶりだな」

　それほど広くは無い部屋だが、図抜けて体の大きいバルカが鎮ちん座ざしていると、余計に部屋が手て狭ぜまに見える。

　バルカはルシエが入室するとすぐに席を立ち、丁寧に臣従の礼を取って来る。

　見た目こそ迫はく力りよく十分で威い圧あつ感に溢れているが、礼儀正しい温厚な人物なのである。

「これは奥おく方がた様。ご機き嫌げん麗うるわしゅうございます。お変わりはありませぬか？」

　帝国の誇ほこる五神将として黄金戦せん役えきを戦い抜き、紅竜将と尊称されたバルカだが、今のバルカにとっての主君はラウルである。

　だからバルカはルシエの事をこう呼ぶが、この呼こ称しようをルシエは気に入っていた。

　何だかくすぐったいが、自分はラウルにとって特別な存在だと認めて貰っているようで、嬉うれしいのである。

　ルシエは自然と笑顔になってバルカに応じる。

「ああ変わりは無い。無さ過ぎて困るくらいだ。毎日土と闘たたかうのは流石に飽きる」

「ははは。それは仕方ありませぬな。ですが今後を見通せば重要な布石となりましょう」

「分かってはいるつもりだ。だが、代われるものなら誰かに代わって貰いたいな」

「それは出来かねますが、少々の気晴らしなれば……アゼルキアの内務の方も一通り目め途どがつきましたので、本日はお迎えに上がりました。アゼルキアの地脈の調査に参りましょうぞ」

　ルシエの持つ星神器セレステイアルエレノーテは、地脈に住まう精せい霊れいを具現化し、使し役えきする力を持つ。

　つまりどの精霊を呼び出せるかはその土地次し第だい。使用する場所によって大きくその戦力が変わって来るのである。

　ゲルトリッシュの地脈に住まうフェンリルは千軍万軍に匹敵する絶大な力を誇るが、それをどこでも呼び出せるような都合のいい話では無い。

　そこでアゼルキア州内の土地にはどのような精霊がいるのか、またはいないのか、そのあたりを把は握あくしておくことは今後に生きて来る。もし強大な力を持つ精霊がいる地脈を見つける事が出来れば、戦略上大きい。

　ルシエもエルラーン領内の地脈の事なら把は握あくしているが、アゼルキア州の事は分からない。自分がエレノーテを持ってその土地に行き、地脈を探さぐってみるしかない。

　アゼルキア州の立て直しの内務が一段落したら、ルシエとバルカは地脈の調査を――ゲルトリッシュの開かい墾こんは一時中断して構わない。

　それは、ラウルが遠えん征せい前に指示して行った事だった。

「そうか。丁度いい、退屈していた所だ。気分転換になる。アゼルキア州の方は上手く行っているんだな？」

「ええ。財務の工面の目途も立ちましたし、学問所の再開も滞りなく。少々教官役が不足しておりますが……」

「星神教の異い端たん審しん問もん官かんは？　あれが一番の問題だろう」

「そちらもラウル様の指示通りでほぼ退散して行きました。何人か頑がん固こ者ものがおりましたので、直接交こう渉しようさせて貰いましたが……」

　にやり、とバルカは笑みを作る。

　バルカがこういう表情をすると、物もの凄すごく凶暴そうである。

「交渉、か。バルカ殿に直接迫られては、審問官もさぞ震ふるえ上がっただろう」

「ククク――私は紳しん士し的に話をしただけにございますが？」

「ふふっ。なら深くは聞くまい。帝国中央の方からは、特に反発は見られないのか？」

「今の所目立ったものはありませんが……そのあたりの偵てい察さつも含め、シルヴァンには帝てい都とに向かって貰いました。ラウル様の命を果たしつつ、中央四州の様子を探って報告を寄越す手はずになっています」

「そうか。ラウルが戻るまで、何事も無ければいいが――では私達は地脈の調査に出るとしよう。こちらの準備もあるから、出発は明日で構わないか？　今日はここでゆっくりしているといい。夜にはささやかだが宴えん席せきを用意しよう」

「は――ありがたき幸せ。ですが、飲み比べは今晩は遠慮させて頂けると……明日以降に差し障さわるといけませんので……」

　以前ラウルの遠征前にニルバスで会議をした際、終了後に酒宴をした事があった。

　その席でバルカはルシエに付き合って飲み比べをしたのだが――

　不覚にも酔い潰つぶされたのはバルカだった。こう見えてルシエは、異常に酒に強かった。

　どうも血筋のようで、母ユーリエも酒には滅めつ法ぽう強いのである。

「そうか？　残念だな。暫くぶりに思い切り飲んでみようと思ったんだが……」

「そ、それはまたの機会に……ラウル様が戻られた祝いのために取っておきましょう」

「うん、それもそうだな。そうしようか」

　ルシエは笑顔を見せ、バルカは内心ほっと胸を撫なで下おろしたのだった。





◆◇◆






　ウェーメリア帝てい国こく帝てい都と、エールフォリア――

　広大な皇こう宮ぐうの敷しき地ちの端はじの方にある帝国史料室にて、サイオン・ベントは自分の仕事の成果物――すなわち編へん纂さんした史料を、上司に提出してその校こう閲えつを仰あおいでいた。

「ふむふむ――ふーむ。ふーむふむ――」

　ぱらぱらと冊さつ子しを流し読みしているのは、今年十九になるサイオンとは親子程も年齢の離れた女性だ。

　やや落ち着いた色合いの金きん髪ぱつを赤い布で結い上げた清潔感のある髪かみ型で、知的で落ち着いた雰囲気のある淑しゆく女じよ――年齢は多分もう四十路に差さし掛かっている筈はずだが、それよりもかなり若く見える。

　リュミエラ・ミスト。帝国五神将の一角で占星軍師と呼ばれ、当代一の軍略家との名声も鳴り響ひびく、歴史書に名を残すであろう偉い人じんである。

　両りよう脇わきに本の尖せん塔とうが出来ている机に着いたその偉人は、手に持った羽う扇せんで自分をぱたぱたと扇あおぎつつ、一応最後まで冊子をめくって行き――そうすると羽扇と冊子を置いて、ぱんと両手を打った。

「うん。いいんじゃないですか？　採用っ」

　笑顔のリュミエラに、サイオンは白眼を向けた。

「……リュミエラ様。それ、参考文献の購入目録です」

「ええっ!?　自分が書いた史料だって言ってたじゃないですか！　私を騙だましましたね!?」

　簡単に言うと、帝国史料室長のリュミエラ・ミストは、典型的な昼ひる行あん灯どんだった。

　仕事の殆ほとんどは、部下のサイオンに丸投げなのである。

「真面目に校閲して下さらないからじゃないですか！　今だって見てる振りして適当に流しましたよね!?　ちゃんと見て下さい！　はい、こちらが本当の史料ですっ！」

　どん！　とサイオンはリュミエラの前に分厚い本を数冊分置いた。

「え～？　多いですよこれぇ」

　リュミエラは口をへの字にして不満を表明した。

「リュミエラ様が仕事をしないからですっ！　前々から溜たまっているんですから、今度はちゃんと見て下さいね!?」

「フフ――サイオン君、恐おそろしい子。占星軍師と呼ばれたこの私を陥おとしいれるとは……」

「ふざけてないで、ちゃんとお願いしますよ！　僕ぼくはミレーニア陛へい下かの所に行きますけどちゃんと見て下さいね！」

「ああ、陛下の教育係になっちゃったんでしたっけ。サイオン君も大変ですね、そんな面倒事を任されちゃって」

「いえ名めい誉よな事でもありますし、しっかり努めようと……じゃあ後はお願いします！」

「はーい」

　リュミエラの返事を背に、サイオンは教材一式を抱かかえて史料室を出た。

　史料室からミレーニアの居室までは遠い。時間も迫せまっているし、小走りだ。

　ラウルの指名で引き継いだ相談係だが、ミレーニアがレイノルズに願い出て、サイオンを相談役より更に格上の教育係の一人に取り立てたのだった。

　相談役よりも教育係の方が、ミレーニアに接触する機会が多く取れるからだ。

　サイオンの担当は歴史や文化について。ユミール大陸や帝国の歴史について、ミレーニアに教える係だ。ミレーニアが願ったからとてそれがすぐに通る程ほど甘あまくも無く、役に相応ふさわしいかを試す試し問もんがあったが、サイオンはそれに通ってしまった。

　今のサイオンの文官としての役割は、帝国史料室の史料編纂担当兼けん皇こう帝ていミレーニアの教育係だった。

　セシルト州の寒村で生まれた自分が、仮にも皇帝陛下の教育係になるとは――学問所に初めて通い出した頃には、考えられなかった事だ。皇帝陛下なんて、歴史書の中の登場人物だと思っていた。

　実家の両親に知らせたら、喜んでくれるだろうか。両親は学問を好むサイオンを快く思っておらず、そんな事よりも農作業を手伝えとよく言われたものだ。

　学問所に通う事も反対された。それでも怒られながらも学問所に通い、そこで文官の登用試験を受けて――自分の食くい扶ぶ持ちを自分で確保する道を掴めた。

　その時初めて両親に褒ほめられて、苦笑したものだ。

　給金で仕送りすると約束すると、初めて喜ばれた。

　教育係になった分給金が増えたから、仕送りの額も増やせる。多分両親は、サイオンが皇帝陛下の教育係になった名誉より、仕送り額が増える事を喜んでくれるだろう。

　そういう意味では、喜んでくれるに違いない。

　そんな事を考えながらミレーニアの居室に辿り着き、警護兵に会え釈しやくをしつつ、襟えりを正して入室する。

　居室の中はかなり広く、いくつもの小部屋に仕切られている。

　その中の一つの、入口に精せい緻ちな刺し繍しゆうの施ほどこされた布が掛かった一室の前に立つ。

　ミレーニアの勉強用の部屋だ。

「ミレーニア陛下。サイオン・ベント、只ただ今いま参りました」

「うむ。入ってよい」

「失礼します」

　中に入ると、ミレーニアは何だか御機嫌斜めらしく、机に頬ほお杖づえをついてむくれていた。

「あのう……陛下、どうかなさいましたか？」

「何でもないのじゃ。で、何の用じゃ？」

「いえ、僕の担当の学問の時間ですから……」

「ああ――そうか」

　ミレーニアのむっつり顔はそのままだったが、サイオンはとりあえず自分の役目を果たそうと試みる。

「では、今日はバルゼイア連合の歴史や文化についてお話ししようかと――」

「うむ。嫌なのじゃ」

「はあ？　いやでもそう言われましても……僕にもお役目が――」

「今日は気分が乗らんのじゃ。大体おぬしの本当の役目はそうではないはずじゃ」

「ま、まあそれは……」

　ミレーニアをよろしく、とそうラウルは言い残してエルラーンへと婿むこ入いりして行った。

　それは宰さい相しようレイノルズと元げん帥すいアイヴァーの二大派閥の対立の渦か中ちゆうにある皇宮において、自分に代わってミレーニアを護って欲しいと言う意味だ。

　ラウルの軍学の師でもあるリュミエラに相談すると、そういう意味でしょうね、とあっさり返された。笑顔で、頑がん張ばって下さいね、とも。

　自分にどれ程の事が出来るかは分からないが、出来る事はしたいと思う。

　黄金皇帝ラヴェールや、黄金を継ぐ者ロファールが行ってきた国造りは、素す晴ばらしいものだとサイオンは思っている。自分はその恩恵を受けてここにいるのだから。

　貧村に生まれた農家の子の自分が、こうして皇宮に上がって働く事も出来るのである。

　しかもそれほど、珍めずらしい事ではない。学問所は全国に開設されていた。

　彼かれ等ら以前の世の中には、こんな可能性は無かったのである。

　帝国の崩ほう壊かいは、その可能性を再び閉ざす事に等しい。だからこれから生まれてくる自分のような子のためにも、それを食い止める力になりたい。

　恐ろしいし、この先どうなってしまうのか不安で堪たまらないが、逃にげる事だけはしないでおこう。そう思っている。

　そうは思うが――とりあえず目先の表向きのお役目も重要ではある。

「でもまあ今できる事も無いですし……とりあえず勉強しませんか？　して下さると僕も助かるんですけど……」

「むー……にいさまはきっと今も私のために頑張っておるのに、私は何もできん……ええいむしゃくしゃするのう！　こんな時は体を動かすのじゃ！　サイオン、付いて来い！」

　と、ミレーニアは椅い子すを蹴けって立ち上がった。

「え!?　ちょっと待って下さい！　僕の担当の時間に勝手に出歩かれて、何かあったら僕が手打ちになるんですが――!?」

「大だい丈じよう夫ぶじゃ！　この皇宮で一番安全な所に行く！」

「は、はあ……？」

　ミレーニアに引き摺るように連れて行かれたのは、皇宮内の中庭だった。

　そこに小振りな庭園があって、彩り豊かな花に囲まれる中に配置された長椅子に、白髪白髭の老人が一人佇んでいた。

（あれは……ジエーロ様だ）

　剣聖ジエーロ・アーヴァイン。今は皇宮付きの武術指南役だが、帝国五神将として黄金戦役を戦い抜き、大陸最強の勇者との誉ほまれも高い、武人の神様のような人物だ。

　サイオンは直接言葉を交わした事は無く、遠目から何度か姿を見た事がある程度だったが――なるほどあのジエーロの側そばならば、確かに皇宮内で一番安全だろう。サイオンはほっと胸を撫で下ろした。

　ミレーニアがその老人に勢いよく声を掛かける。

「ジエーロ！　稽けい古この時間とは違ちがうが体を動かしに来たのじゃ！　相手をしてくれ！」

「ほえ？　おうおうちびっ子陛下ではございませんか。元気がよろしくて結構結構」

　ジエーロは好こう々こう爺やの笑みを浮かべ、ミレーニアを迎むかえるのだった。

　勉強はすっぽかされたが、ジエーロが見てくれるならまあ安全だし、止めないでいいだろう。サイオンはそれを見学する事にした。

　庭園を出て中庭の広い芝生の上で、ミレーニアはジエーロが用意した練習用の剣けんで素振りを始めるのだが――

「てぇい！　ぬっ……!?　わたっ!?　おっとっと……！　わっ!?」

　これがいかにもへっぴり腰で、剣に振り回された挙句につんのめり、最後にはべたんと転んでしまった。

「うぬうう――痛いのじゃ……」

　鼻をさすりながら起き上がるが、余よ程ほど痛かったのか涙目になっていた。

　その様子が可愛かわいらしくも滑こつ稽けいで、サイオンは思わずこみ上げてくる笑いを堪えた。

「……サイオン。おぬし何を笑っておる？」

「いや……ぷくくっ――笑ってませんよ。くくくっ……」

「いいや笑っておるじゃろう！　おいちょっとこっちに来るのじゃ！」

「はいはい」

　と、近寄るサイオンに対し、ミレーニアは落ちている練習用の剣を指差す。

「振って見ろ！」

「はあ。分かりました」

　元々農民の子であるし、本の虫であるサイオンは剣なんて殆ど握にぎった事が無いが――

　それでもさっきのミレーニアよりはましだろう。大人と子供であるし。

　落ちている剣に手を伸のばし、拾おうとして――

「えっ!?　重っ!?　何ですかこれ！　凄すごい重いですよ!?」

　こんなものを、十一歳さいの少女が振っていた!?

　あれだけ振れていたのが、むしろ驚おどろきである。

「まーあれじゃの。基礎体力をつけるための特製じゃわい」

　と、ジエーロがさも当然のように笑顔を見せる。

「ほらさっさと振れ！」

「ええと……んっ！　っと――よっ……！　わっ!?」

　重すぎて一振り目でサイオンは振り回され、転んだ。

「ふふん。見たか愚おろか者が」

「あたた……」

　と、ぶつけた鼻をさするサイオンに、ミレーニアはにやりと意地の悪い笑えみを見せた。

「さーて私を笑ってくれるくらいじゃ、サイオン殿はさぞかし腕が立つんじゃろうなあ。どれ一つ、稽古を付けて頂こうではないか――」




　半刻ほどの後――




「ぜーっ……ぜーっ――はぁはぁ……うう、気持ち悪い……」

　サイオンは中庭に面した渡り廊下の縁えんにもたれかかって、息も絶え絶えだった。元々の虚きよ弱じやく体質に加え、本に囲まれる生活のサイオンに、急な運動は何よりも辛つらかった。

　あの後、痛くないように布を巻いた木剣を持って来て、ミレーニアと手合わせさせられたのだが――これがもう、清々しい位一方的に打ちのめされた。

　こちらは一本も取れず、しこたまに打たれまくり、体中が痛い。いくら布を巻いても痛いものは痛かった。

「やーっ！　てぇい！　とやあーっ！」

　ミレーニアは疲つかれも見せず、今度こそ普ふ通つうの軽い木剣でジエーロと稽古していた。

　その動きは堂に入っていて、剣筋も鋭いように見える。初めからこれを見ていたら、笑ったりしなかったのに。この動きを見る限り、自分が勝てるわけがない。

　もうその辺の兵士の一人二人なら、相手に出来るんじゃないかのう――とはジエーロのミレーニア評である。

　我わが家の基本は文武両道じゃからのう！　とミレーニアは鼻高々だった。

　勉強を拒きよ否ひして剣の稽古に出向くあたり、文より武に寄り過ぎな気がしなくもない。

　そんなミレーニアが全力で打ちかかるのを、丸まる腰ごしでひょいひょいかわし続けるジエーロは流石さすがと言うか、何と言うか、サイオンにはこの世の存在とは思えなかった。

　何とか息を整えつつあったサイオンの頭上から、声が降って来た。

「どうしたのかな？　この時間は武術の時間では無かったはずだけど？」

　やや癖くせのある黒くろ髪かみの、眉び目もく秀しゆう麗れいな青年。纏まとう雰ふん囲い気きは優しげで、いかにも聖職者といった穏やかさだ。先せん帝ていの第二皇子、帝国の法典こと宰相レイノルズだった。

　護衛の武官を帯同しており、どこかへの移動中のように見える。

「レ、レイノルズ様……!?　その――すみません……ミレーニア陛下が体を動かしたいと仰おつしやるもので……」

　とサイオンが恐る恐る言い訳すると、レイノルズはふうと嘆息した。

「やれやれ、陛下は本当にお転てん婆ばで困るな……君は新任の教育係のサイオンだったね、あの通りの陛下で気苦労は多いと思うけれど、しっかり頼たのむよ。たまには構わないけどあまり羽目を外させないようにね」

「は、はい――！」

　レイノルズはサイオンの返事を聞くと、一つ頷うなずいてその場を後にして行った。

「……」

　その後ろ姿を見やりつつ、サイオンは思う。

　サイオンに対しても上から目線にならず、温和で人当たりの良い人物だった。

　これが何も知らないでいたら、確実に好印象を持っただろう。

（でもあの温和さに騙されちゃいけないんだ、きっと。あの方はあの笑え顔がおと優しさの裏で星神教の強制改宗を容認して……外がい縁えん六州ではそれで多くの人が苦しんでいるんだ）

　もしそれが必要だと判断したら、あの穏おだやかな顔でサイオンばかりか、ミレーニアまでも手にかけるのだろう。

　一見平穏な空気の流れるこの皇宮だが、そんなものは見せかけだ。

　レイノルズとアイヴァーの対立。どちらかが勝てば、勝者はミレーニアを引ひき摺ずり下ろして皇こう帝ていの座に就く。その時、この皇宮は血に染まるだろう。

　いつそれが起きても――不思議ではない。一寸先は闇やみなのだ。

（本当、僕にできる事ってなんだろう――そんなもの、あるのかな……ラウル様に見込み違いだったなんて思われたくはないけれど……）

　真しん剣けんに考え込むサイオンの元に、笑顔のミレーニアが稽古を終えて引き揚げてきた。

「よし帰るぞサイオン。今日もジエーロには一太刀も浴びせられなんだが、サイオンが連戦連勝させてくれたからすっとしたのじゃ！　付き合わせて済まなかったのじゃ！」

「御機嫌が晴れたなら良かったですけど、もう勘かん弁べんしてもらえると……」

「うぬう？　では私はどう気晴らしをすればいいのじゃ？」

「それは僕に言われましても……」

　とサイオンが述べるとミレーニアは自分で考え出だして――ぽんと手を打った。

「おおそうじゃ！　では、今度は皇宮を出て街を散策に行きたいのじゃ！　皇帝になってから全然出歩かせて貰もらえんからのう」

「ええっ!?　そんなの無理ですよ！」

「何かこう、学問に関わる見学だとでも名目を付ければいいじゃろう？　おぬしは教育係なのじゃから」

「でも何かあったらまずいですし……」

「身の危険なら心配いらん、私だって自分の身は自分で守れるし、ジエーロにも付いて来てもらえばいいのじゃ。なあ？」

「ほいほい？　わしは別に構いませんぞい」

　飄ひよう々ひようと顔の皺しわを深くし、笑みを作るジエーロである。止める気は無いらしい。

「よし決まりじゃ！　楽しみにしておるのじゃ！」

　ミレーニアはにっこりと可愛らしい笑顔を弾はじけさせる。

　何か厄やつ介かい事が起きなければいいが――サイオンは胸中で嘆息した。




　ちなみに――史料室に戻もどると死ぬ程大量の修正点が書き連ねられた紙が残されていた。サイオンの史料に対する、リュミエラからの校閲結果だった。

　どれも的確でぐうの音も出ない。やはりリュミエラに真面目に仕事をさせると、結果は凄すさまじいものがあった。

　サイオンは再び嘆息し、リュミエラを焚たきつけた事を少し後こう悔かいしたのだった。





◆◇◆






　一方レイノルズは、皇宮での所用を終え、皇宮に併設の宰相府に戻る最中だった。

　宰相府の執務室に戻ると、既すでに先客がおりレイノルズを待っていた。

　輝かがやくような長い金髪に、柔やわらかな色合いの空色の瞳ひとみ。整った目鼻立ちは美麗そのもの。　眼まな差ざしは知的かつ生真面目に引き締しまり、それが少々他人に近寄り難さを覚えさせるかもしれない。誰にとっても高たか嶺ねの花と感じさせるような、美しさと高潔さを兼かね備える女性だった。

　だがレイノルズにとっては、彼かの女じよの印象は見た目通りのものではない。幼い頃からの馴染みであり、最も信しん頼らいする友人でもあった。

　その証しよう拠こに、この女性には執務室を自由に出入りする事を許可していた。

「お帰りなさいませ、レイノルズ様」

　応接用のソファにつき、秘書役に用意させたであろうお茶を嗜たしなみつつ、女性は笑顔でレイノルズを迎えた。こうして見ると、近寄り難さは随ずい分ぶん薄れて妙みよう齢れいの美しい女性そのものなのに、如何いかんせん彼女がこんな笑顔を見せる相手はごく限られる。

　いつもこうなら一部で鉄の女などと噂うわさされてしまう事もないだろうし、少々婚期が遅れてしまっている現状もなかっただろう。そういう意味では損な性格をしていると感じる。

「ああイザベル。ちょっと立て込んでしまってね」

　イザベル・バロウズ。帝てい国こく五神将の筆頭、大神将ゴルータ・バロウズの長女だ。

　その公おおやけの役割は、帝都のあるここウェーメリア州の副長官兼けん皇こう宮ぐう警護兵の部隊長。宰相とウェーメリア州長官の兼けん任にんであるレイノルズにとっては、名実共にの右腕だ。

　軍や兵を動かす事にはそれ程の実績と経験が無いレイノルズには、何か荒事が発生した際には、彼女の軍事的才覚を頼みとする事になるだろう。

　彼女はバロウズ家の奉ほうじる星神器セレステイアル、氷弓フローリネスすら扱あつかう事が出来る。

　フローリネスは十三位階の序列第二位。バロウズ家は帝国の臣下の中で唯一、星神器セレステイアルの所持を許されている家いえ柄がらだった。名実ともに皇家に次ぐと言っていいだろう。

　彼女の父ゴルータ・バロウズが大神将と呼ばれ、他の五神将よりも一段格上に扱われるのは、星神器セレステイアルを持つ身ながら進んでラヴェールの下に馳はせ参じたという点も大きい。

「お疲れでしょう。私と一いつ緒しよにお茶でも――とお誘いしたい所ですが、次がもう詰まっているようです。エレイラ州長官のリネカ殿が別室でお待ちです。アゼルキア教区のアクベース司祭もご一緒だとか」
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「そうか――あまり楽しい話ではなさそうだね」

「ええ、全くです」

「イザベル、君も同席してくれるかい？」

「勿もち論ろんです。では参りましょう」

　レイノルズはイザベルを伴ともない別室へと赴おもむいた。

　二人が入室するなり、丸々と太った半分禿頭の男――エレイラ州長官リネカは挨あい拶さつもそこそこに、テーブルを叩きながら喚わめき散らした。

「アゼルキアを何とかして頂きたい！　バルカめは教会の審問官を次々追い出しているそうではありませんか！　これは皇帝陛下の御施政に反する態度です！　即そつ刻こく解任し、後任を据すえて下され！」

　中央四州のひとつエレイラ州には、星神教会の総本山がある。いわば星神教のお膝ひざ元もとであり、その州長官とはつまり、政治的には星神教の立場の代弁者である。現にエレイラ州の長官は教会からの指名で決定されている。

　一州長官に過ぎないリネカがこんなにも宰相であるレイノルズに対して居い丈たけ高だかなのは、星神教会の威光が背後にあるからである。

　レイノルズの政治的基き盤ばんは、星神教会に支えられている面が大きい。彼かれを無下には扱えないのであった。

　アゼルキアの司祭が同席している所を見ると、バルカによってアゼルキアから追い払われ、リネカの元に泣きついたという所か。

　帝国の慣例として、各州の州長官は順番に皇宮を訪れて、担当州の情勢について皇帝に報告するという名目で暫く滞在することになっている。皇宮参内あるいは単に参内と呼ばれるが、常にいずれかの州の長官が一人、皇宮に滞在する状態になっているのだ。

　一つ前はアゼルキア州長官ボウテングの番だったが、今はリネカの番である。だから話を聞くなりレイノルズの元に駆かけ込んで来たのだろう。

　そうでなくとも、話を聞けばすぐエレイラ州から飛んで来ただろうから、大差はないだろうが。

「リネカ殿、そのように声を荒らげられなくともレイノルズ様にはお分かりになります。少し落ち着いて頂きたい」

　少々うんざりした様子でイザベルがリネカを宥なだめていた。

「これが落ち着いていられますか！　こんな事を許しておいては他州への示しがつきません！　法王猊げい下かの御威光に傷がつきます！」

　レイノルズは一つ頷いて口を開く。

「無論由々しき事とは思っておりますが……この件については、私は手出しができないのです」

「なんと!?　どういう訳でございますか!?」

「先のボウテングのエルラーン侵しん攻こうなのですが……あれは実は弟の独断ではなく、私が許可した事です。向こうは当然それを知っています。知っていて黙だまっています。私がバルカに手を出せば、彼はそれを声高に明るみにするでしょう。そうなれば私の求心力の低下は避さけられず、アイヴァーが勢いづきます。私と星神教会は運命共同体、私の身から出た錆さびで法王猊下に御迷惑はかけられません。アイヴァーが皇位につけば、星神教の隆盛もこれまで通りとは行きません。それは絶対に避けるべき事ですから」

「うぬぬぬっ……それは――確かに……」

　リネカは悔しそうに唇くちびるを噛かんだ。

「申し訳ない。私の手抜かりで不自由をかけますが、ここは堪えて頂きたいのです」

　レイノルズは丁てい寧ねいに頭を下げて見せる。

　リネカが伴っているアクベース司祭は、なおも諦めきれない様子だった。

「しかし！　それでは私の立場がありません！　今の法王猊下は厳しいお方……無能の烙らく印いんを押おされれば私は――！　どうにかなりませぬか……!?」

「……帝国の力を使ってバルカを排はい除じよする事は危険が大きい――ここは、教会肝きも煎いりの騎き士し団だんをお使い頂くのがよろしいかと……」

　先帝ラヴェールの時代には無かった事だが、現在の星神教会は独自の騎士団を抱えようとまでしているのである。まだ正式に設立してはいないが、そのために動いているのはレイノルズも知っている。

　この方針転換は、星神教会の方でも法王が代替わりした事による。

　現法王は星神教会の勢力拡大に非常に熱心であり、その方針は強ごう引いんを通り越して傲ごう慢まんとも言える。先代も教圏の拡大には熱心だったが、まだ穏やかな宗教家の気質が強く、黄金皇帝ラヴェールの意思を尊重し、影かげとなる事を是ぜとして支えていたものだ。

「まだ正式に発足もしていないものを駆り出せと？　そんな事を求めるだけで私は生きてはおられませぬ」

「手土産をお持ち頂ければ、その限りではないかと思います」

「手土産？」

「ええ。教会の騎士団にてバルカを討うち取とって頂いた暁あかつきには、かねてからご要望頂いていた免めん罪ざい符ふの発行について、許可できるように骨を折ってみましょう。この度たびの事は私の無能が招いた事ですから、それなりのお礼はさせて頂きます」

　免罪符とは、この世界で人が犯した罪の赦ゆるしを星神より与あたえるという名目の証書だそうだ。現法王になってから、教会はこれを販売する事の許可をレイノルズに求めていた。

　レイノルズはそれを、時じ期き尚しよう早そうと理由をつけて許可して来なかったのである。

「おお……免罪符を許可頂けますのか、それはいい」

　リネカが喜色を顔に浮うかべる。彼にとってレイノルズを動かして免罪符を販売できるようにする事は、教会から与えられた大きな命題だった。

「この条件をレイノルズから引き出したとお伝え頂ければ、アクベース司祭の立場がそう悪くなることもないでしょう。如何いかがですか？」

「アクベース司祭、恐らくこれ以上の条件は望めませんぞ。法王猊下の御前に立ち、お赦しを請こうてみるがよい。もうじき私の参内期間も終わる。同行して口添えいたそう」

「そ、そうですな……ではリネカ様、お願い致いたします」

「分かり申した。早さつ速そく出立の支し度たくを整えよう。レイノルズ様、イザベル殿、では私達たちはこれにて失礼いたします」

　深々とレイノルズに礼をして、リネカとアクベース司祭が退出して行った。

　室内で二人きりになると、イザベルは気き遣づかわしげにレイノルズを見つめた。

　レイノルズが免罪符の話を初めて聞かされた時、後で激怒していた事をイザベルだけは知っていたからだ。

　罪の赦しなど、金で買えるものではない。信しん仰こうを金集めの道具にするつもりか――

　二人きりの執務室で、レイノルズはそう言って机を叩たたいていた。

「レイノルズ様、よろしかったのですか？」

「いや、言語道断だ」

「？　ではどうして……？」

「だけど僕は言ったよ、バルカを討ち取って頂いた暁には……とね」

「！　なるほど……」

　その表情を見るに、イザベルはおおよそ、レイノルズの考えを見み抜ぬいたようだ。

「こうなると妹を……マリーベルを止められなかったのが、かえっていい結果を生むかもしれませんね。あの子なら十分、役に立つでしょう」

　ラウルの政略結けつ婚こんが決まり、エルラーンに出立して行く前、マリーベルはイザベルの所に別れの挨拶にやって来たのである。

　ラウルに執着するマリーベルに皇宮警護の兵という役を与えて、端は役やくとは言え収入を得られるように取り計らっていたのは、イザベルだ。マリーベルはその礼も述べていた。

　イザベルはその場でマリーベルを止めたが、マリーベルの決意は固く頑がんとしてイザベルの制止を聞かなかった。きっと辛い思いをするとイザベルが言っても、それでもいいからと譲らない。優しそうに見えるが、とてつもなく頑固な妹だった。

　ただそんな妹の姿勢に共感してしまう所が自分にもあり、結局最後は説得を諦あきらめる事になってしまった。

　イザベルやマリーベルの父ゴルータは、元々は現在の中央四州レスフィ州の王家に連なる血筋だった。だが青年時代のゴルータは、後の黄金皇帝ラヴェールに義とその器ありと判断すると、星神器セレステイアルフローリネスを携たずさえて彼の下に馳せ参じたのである。

　星神器セレステイアルに認められた王族の矜きよう持じをかなぐり捨てたとゴルータを批判する者もあったらしいが、ゴルータは意に介さなかったと聞く。

　誰だれに何と言われようとも、これと認めた相手のために働き忠義を尽くす。それがバロウズ家の在り方だ。そういう意味ではマリーベルも立派にバロウズの子なのだと思う。

　ただ見込んだ相手が悪い――未来のない屑くず星ぼし皇子がそれでは、マリーベルも可哀かわい相そうだ。

　それがイザベルや他のバロウズ家の人間の共通認にん識しきだったのだが、巡めぐり巡ってレイノルズのためになるなら、それはそれで構わないと思えた。

　自分が支えるべきは、レイノルズなのだから。

「何かこちらからも打てる手が無いか、検討してみましょう」

「うん。そうだね……頼む」

　レイノルズは頷きながら、胸中でラウルの名を呼んだ。

（さあラウル。頼む――あのロファール兄上が見込んだ君の才に期待しているよ）







第六章　腐った枝







　ラウル率いるエルラーン王立第二騎き士し団だんやヴィルフォード率いるジャターユ傭よう兵へい騎士団の活かつ躍やくにより、バルゼイアの地には停戦期間という一時の平へい穏おんが訪れていた。

　停戦期間に入ってから、エルラーン勢もジャターユ勢もイルハ砦とりでを離れ首都イリストリへと呼び戻され、今は周辺の警護に就いていた。

　イリストリでは来たるべき決戦の時のための戦術の準備を進めているが、その内容が敵方に漏もれる事だけはしてはならない。

　人の出入りを管理し、間者が紛れ込めないよう厳重に警けい戒かいする必要がある。

　ラウル達もそのために駆り出されていたのだった。

　シバはイリストリに戻るとラウルの水先案内の任を解かれ、大規模な戦いのための様々な下準備を命じられ、それをこなしていた。

　どれも雑用に近いものであり、ラウルの側で戦場に身を置く事に比べれば、得るものの少ない端役ではある。だが生真面目なシバは、文句も弱音も吐かず従事していた。

　白びやつ虎こ族であることで、ワウルフの家臣団の中で自分が白い目で見られている事は自覚している。特に軍師役で狐きつね族のコランはシバを目の仇かたきにしているようで、イルハの戦いからシバが無事で戻ると、露ろ骨こつに嫌いやな顔をしていた。

　だがそれも――ひた向きに頑張っていれば、きっと分かって貰える。

　そう信じられる程ほどにはシバはまだ子供であり、また心根が善良だった。

　停戦期間も半分を過ぎたある日、深夜にまで及およぶ作業を終えたシバは、人気の全く無い屋敷への帰り道を馬車で移動していた。

　もうかなり眠くなって来ていて、馬車の揺れを感じながらうとうとと――

　がたんっ！

　急に馬車が大きく揺れ、シバは座席から滑り落ちた。

「いたたた……な、何が――!?」

　確かく認にんしようと馬車の扉とびらを開け、御者台を見る。

「き、貴様何者――!?　ぎゃああああっ！」

　丁度、御者が喉のど笛ぶえを掻かき切られる所がシバの目に入って来た。

　御者は血を噴き出して、御者台から地面に滑り落ちて行く。

「なっ!?」

　襲しゆう撃げき――!?　刺し客かくだ！

　短剣を携えた襲撃者は、シバの姿を認めて馬車に駆け寄よって来る。

　シバは馬車から飛び降り、必死に逃げようとするが――

　その道の専門家と、子供のシバでは脚きやく力りよくも何もかも違い過ぎる。

　簡単に追いつかれ、地面に引きずり倒たおされた。

　馬乗りに上に乗られ、身動きを封ふうじられた。刺客が腕うでを振り上げる。

　夜空に浮かぶ月を背景に、短剣がキラリと輝くのが目に入った。

　その瞬しゆん間かん――

「てい」

　ぼそりとした女の声と共に、ふっとシバにのしかかっていた重みが消えた。

　刺客が横倒しに吹ふっ飛とび、地面に転がったのだ。

「あ……ティナさん!?」

　ジャターユ傭兵騎士団長ヴィルフォードの娘むすめ、副団長のティナだった。彼女が刺客を蹴り飛ばして、間かん一いつ髪ぱつでシバを救ってくれたのだった。

「あ、ありがとうございます――！」

「ん……ラウル殿どのに頼たのまれてたから」

　ティナは感情の見えない表情でそれだけ言うと、シバと刺客の間に立った。

　身につけている手てつ甲こうに手を添えて捻ひねると、中から四本の鈎かぎ爪づめが現れた。

　もう片方の手甲も同じく。どうやらこの仕込手甲が彼女本来の得え物ものらしい。

　鈎爪の部分は、漆黒の夜の色をしている。ジャターユ地方が原産の塵じん星せい鉱こうだろう。

　流石さすがジャターユ傭兵騎士団の副団長だけあり、いい装備をしている。

「立て。ぶっとばす」

　ティナの言葉に応じるように、刺客は飛び跳ねて身を起こした。

　二本の短剣を両の手の中に翻ひるがえし、素す早ばやい動きでティナに躍おどりかかる。

　しかしティナの動きは、それを上回っていた。

　両の仕込手甲で相手の攻こう撃げきを余よ裕ゆうを持って捌さばき切り、合間に鈎爪が刺客の身体からだに何度か触ふれた。

　致命傷ではないが、浅い裂れつ傷しようがどんどん相手に増えて行く。

　ティナの方は、全くの無傷だ。

　武に通じていないシバには断定はできないが、かなりの腕利きに見える。ワウルフの衛え士じのリーヴァ兄弟や、イルハ砦の戦場で見かけたバラークという牢ろう番ばん長なら、余裕をもって制する事が出来るのではないか。

　あの時追おい詰つめられていたのは、丸腰だし手傷を負っていたせいなのだろう。

　ティナを手て強ごわいと見た刺客は、大きく飛び退すさって間合いを取ると、虚を突ついて両の短剣を投とう擲てきした。と、同時に身を翻して逃げを打つ。

「ひゅう」

　ティナの右の手甲は短剣を打ち落とし、左の手甲は鈎爪でもう一本の短剣の刀身を挟はさんで絡め取ってしまった。この暗所でそんな曲芸のような事が出来るとは――シバの目には嘘うそのように滑なめらかな動きに映った。

　ティナは絡め取った短剣を、するりと右の手で掴み上げ――そのまま刺客の背に向けて投擲した。

　それが見事に肩かたに当たり、刺客は呻うめき声を上げるが、そのまま足を止めずに逃げ去ろうとする。

「おいで」

　ティナは素早くシバに駆け寄って来て、背負うとそのまま走り出した。

「ど、どこへ……!?」

「あいつを追いかける。血の跡あとがあるから――」

　ティナはシバを背せ負おったまま追跡を開始した。女性の力と脚力には思えない。流石は歴戦の傭兵だった。

　刺客の姿は途と中ちゆうで見失ってしまったが、血の跡は続いている。

　それを辿たどって行くと、大きな屋敷の建ち並ぶ一角で、血の跡が途絶えていた。

「ここに入って行った――？」

　ティナは少々息を弾ませながら、足を止めてシバを降ろした。

　敷しき地ちの広い、立派な屋敷だ。立場のある人間のものである事が分かる。

「誰の屋敷が分かる？」

「え、ええ……ワウルフ様の軍師役の、コラン様のお屋敷です――」

　コランが自分の事を快く思っていない事は分かっている。

　だが――刺客を差し向ける事までするなんて、酷ひどすぎる。シバの衝しよう撃げきは大きかった。

「こんなのってないですよ……！　僕ぼくは何もしていません。白虎族だからって、ワウルフ様を裏切ったりなんてしません！　亡なくなった父上だってそうでした。ただ盟主様とバルゼイアのためにって頑張っているだけなのに、なのに何の罪もないアクラさんまで巻き込んで……！」

　アクラと言うのは、先さき程ほど馬車で御者を務めていた男のことだった。

　将軍だった父の代から、シバの家で働いてくれている温厚で善良な人物だった。

　涙を浮かべるシバを前に、ティナは少々困ってしまった。

　少年の慰なぐさめ方など戦場には必要ないから、知らないのである。

　一応月並みだが、シバの背中をさすって、慰めてみる。

「……元気、出して」

　ただし全くの無表情で。

「……」

　あまり効果は無いらしく、シバはただ押し黙って泣いていた。

「とりあえず、ラウル殿の所に」

　密ひそかにシバの身辺警護をするようにティナに言ったのはラウルだ。

　ラウルならどうすればいいか、考えもあるだろう。

　ティナは再びシバを背負って、郊外のラウルの陣じんまで駆けて行った。




　ティナがラウルの陣に到とう着ちやくしたのはもう完全に真夜中、草木も眠る丑うし三つ時だったが、まだラウルは起きており、書き物をしている最中だった。

　そんな時間に、ティナがシバを連れてやって来た。それだけで何が起こったかを大体察する事が出来る。

　隠おん密みつ行動に秀ひいでているティナにシバの周囲を密かに警戒するようにお願いしたのは、ラウルだったのだから。

「……何があったかは大体分かるつもりだよ。シバ君、怪け我がは無い？」

「この子は大だい丈じよう夫ぶ――だけど御者がやられた」

「そう……シバ君だけでも無事で良かったよ、ティナ殿にお願いしといて正解だった」

　傭兵に対する依頼は本来なら金銭を必要とする所だが、イルハ砦で助けてもらったお礼にと、ティナは無料で請け負ってくれた。

「ありがとうございます、ラウル様……こうなると分かってらっしゃったんですね」

「いや確証があったわけじゃないよ。可能性としては……ってとこかな」

　イルハ砦でシバの身の回りの話が出た時、そういう事も有り得るのではないかと思っていた。

　まだ年とし端はもいかぬ少年の身でバルゼイア盟主の幕ばく僚りようの一席を与えられるのだから、シバが優ゆう秀しゆうなのは間ま違ちがいない。

　その優秀さ、特異さは周りの人間にとっては恐おそろしいだろう。

　出る杭くいは打たれる――シバに対して脅威や嫉しつ妬とを感じている人間は、杭を打つ理由を探したがっていたのだろう。

　そこに虎とら族のトラファルドの反乱が起こると、そこには杭を打つ理由が生まれる。虎族に近い白虎族のシバは、ワウルフに対して謀む反ほんを起こすのではないか、いや起こすに違いない。だからその危険性を未然に摘つむ――と。

　言葉だけ見れば、ワウルフに対する忠誠心も盛り込まれ、中々いいお題目である。

　もしそうでは無くて過剰な忠誠心の暴走だったとしても、それがシバを害する事には変わりがない。

「刺客の後を追っかけたら――軍師役のコランってやつの屋敷に逃げたみたい」

「ふうん……俺おれも何回か会ってるな」

　初めてワウルフに謁えつ見けんした時の説明役を務めていたし、イルハ砦からイリストリに帰き還かんしてからも、何度かイリストリ周辺の警戒態勢についての軍議で顔を合わせている。その場でもコランは主導的な立場を取っていた。実質ワウルフの右腕だろう。

　思えばラウルにシバが付けられたのも、コランが事前にワウルフに勧すすめていたのかも知れない。そこで戦死すればよし、そうでないなら――というわけだ。

「どうする――の？　ワウルフ殿に言いつける？」

　それは――

　ラウルが否定する前にシバが口を開いた。

「無む駄だだと思います。反乱軍との決戦を間近に控ひかえた今、ワウルフ様はコラン様を罰ばつして失うわけには行きません。対たい抗こう策さくの考案と指揮はコラン様が中心になっていますから。下手をすれば、こちらがあらぬ疑いで罰せられるかもしれません」

「……俺もシバ君に賛成だね」

　こういう冷静な見方がこんな状じよう況きようでもできるあたり、やはりシバの参さん謀ぼうの資質は高い。

　場違いかもしれないが、改めてラウルはそう思った。

「じゃあ、どうするの？　泣き寝入り？」

「……そうするしかないのかも知れません。時間が経てばこんな事も無くなるかも……」

「勿論、引き続きティナ殿に警護して貰うでもいいけど……ずっとは難しいし、例えば向こうがもっと人数をかけて来たり、ティナ殿の目の届かない所で手を打って来たりする事も考えられる――強制はできないけど、あまりお勧めはしないよ」

「でも……僕は……父上がそうしたように、僕もワウルフ様の下で、バルゼイアのために働きたいって――それだけなのに……」

　感情が昂たかぶって来たのか、シバは涙を浮かべて肩を震わせた。

　ラウルはその肩にぽんと手を置いた。

「……君の気持ちは何となくわかるよ。必要とされたいものに必要とされないって、辛いし悔しいよね。俺の場合はものっていうか人だけど……」

「ラウル様も……？」

「うん、俺の母上なんだけどね。小さい頃ころの母上は優やさしくて、大好きだった。大きくなったら母上に喜んでもらえるように頑張ろうって、いつも思ってたよ。でも俺がセラフィゲイトを扱えない屑星だって分かったら――母上は俺を捨てた。何年も顔を見せてくれなくて、次に会った時は殺されそうになったよ。お前みたいなのを産んだせいで、私の人生は滅茶苦茶になったって言われたし」

　その時の出来事は、今でも脳裏に焼き付いているし時々夢にも見ていた。

　エルラーン入りしてからは、色々忙しくなった事もあってか見ていないが――

「そう……ですか」

「……でもまあマリーや色んな人がいてくれたおかげで、今でもこうやって元気でやってるよ。だからかな、君みたいな子を見てると放っておけない気分になる。俺がして貰った事を誰かに返したいって事かも知れないね」

　ラウルは一度苦く笑しようすると、次の瞬しゆん間かん真しん剣けんな眼差しになり、シバの瞳を覗のぞき込んだ。

「いい、よく聞いて。俺は君の身の安全を完全に確保してあげられると思う。だけど、この方法は君の未来を縛しばる。よく考えて決めてね――」





◆◇◆






　翌朝――ラウルはティナと共にイリストリの城を訪れていた。

　無論、ワウルフに謁見するためだった。

　マリーベルとリハルトに兵を任せ、城外の警護は滞りなく続けて貰っている。

　謁見の広間にラウル達が現れると、ワウルフは物珍しそうにしていた。

「どうしたボウズ？　お前にゃ外の警護を頼んどるはずだが？」

「ええちょっと、至急ワウルフ殿にお話ししたい件がありまして」

「うん？　何だ、言うてみい」

「ちょっと漏もれると不ま味ずいかも知れない話なので――できればお人ひと払ばらいをお願いできますか？」

　この場にはワウルフの家臣団は勿論、件くだんのコランも控えていた。

　その前で話をする事は流石さすがに憚はばかられた。

「おう。おめえら全員外で待っとれ」

　と、ワウルフはあっさりと人払いに応じてくれる。

　このあたり、ワウルフは相当にラウルの事を気に入っているのが窺えた。

　今回の反乱軍との戦いにおいて、勝利らしい勝利を収めているのはラウルだけであるから、気に入るのも当然と言えば当然かもしれない。

　広間にラウル、ワウルフ、ティナだけが残るとラウルは声を潜ひそめて口を開く。

「昨晩の事ですが――シバ君が闇やみ討うちに遭いました」

「ほう？」

　ワウルフは片方の眉まゆをピクリ、と動かして見せる。

「刺客を追跡した所、軍師のコラン殿の屋敷に逃げて行ったそうです」

「ふむ――それで？」

　ワウルフは大した驚おどろきも怒いかりも見せなかった。

　淡たん々たんと事実を受け止めている。そういう事も起こりうると認識していたのだろう。

「コラン殿をどうにかしろとは言いません。今という状況で軍師である彼を欠くのは致命傷だ。それに残念ながらシバ君には出る杭が打たれてしまう理由がある。白虎族という事でシバ君を不審がっている者もいるでしょうし、いい口実だと引き摺り下ろしたがる者もいるでしょう。それがコラン殿だけで終わるとも思えないですし」

「それが分かってて儂わしに何を望む？　言うとくが儂に何とかしろというなら、儂はシバの奴やつを切らんといけねえぞ」

「……冷たい」

　ぼそり、とティナがワウルフを口こう撃げきする。

「そうは言うが嬢じようちゃんよお、家臣をまとめるちゅうのは綺き麗れい事ごとじゃねえのよ。家臣と国ちゅうのは言わばでっけえ木みたいなもんでな、儂はその番をする庭師よ。こいつぁ腐くさりやすい木でなあ、ちまちまと腐れた枝を切ってかんといかんわけだ」

「シバは腐ってないと思う――」

「一緒よ。他の枝がな、こいつぁ腐ってるって思っちまったら、実際腐っていようがいまいが関係ねえのよ。はよう切らんと周りから腐る。まあ儂もあの小僧が惜おしいから、チンタラ様子見してたのは認めるがよ。そういう意味じゃ庭師たる儂の手抜かりだな」

　この分だとワウルフは、早々にシバを切るだろう。

　むしろラウル達が話を持ち込んだ事で、その決意を固めさせてしまったように見える。

　ここで引き下がれば逆効果。

　もう一歩踏み込む――ここからがラウルの腹案だった。

「まあ、俺としてはワウルフ殿の考えも分かります。そこで庭師殿にお願いなんですが」

「何だ？　言うてみい」

「即刻、シバ君を謀反の疑いありという事で投とう獄ごくして貰もらいたいんです。勿もち論ろん参さん謀ぼうの位は剥はく奪だつです」

「ほう？」

「で、まあ暫しばらく経たってから彼は獄中死すると。その時期は、丁度今回の反乱が終わり、エルラーン王立第二騎士団が帰還する時期と一緒――でお願いできればと」

　シバが投獄される事により、彼を害しようとしていた者達は溜りゆう飲いんを下げる。失しつ脚きやくすればそれでいいのである。ある意味獄中が一番安全なのだ。

　そしてラウルが帰還する時期に合わせ、表向きには獄中死したとしつつ、密かにエルラーンに連れ帰るのである。

　つまり、ラウルがシバの身請けをすると言う事だ。

　シバにとっては主を変えることになるが――だからラウルは昨晩、良く考えて欲ほしいと前置きし、自分の志を彼に語った。

　今は亡きロファールがラウルに語ってくれた黄金の志、このユミールに千年の平穏をもたらす為ための理想。その灯を絶やさず未来に繋つなぐため、帝国の道を正しミレーニアの下に再び一つに。同時に救国の英えい雄ゆうとして名を残し、自分を屑星と呼んだ事は間違いだったと証明してみせよう――志も野心も、隠さず伝えた。

　そしてその上で、正直に言うと参謀役として期待できるシバの能力は、今のラウルにとって喉のどから手が出るほど欲しいとも言った。

　これから本当に向かい合うべきものと対たい峙じするためには、まだまだ兵も将も参謀も足りていない。特に頼たよりになる参謀役の不在は深刻だった。

　ルシエやその副将のマウロも含めて考えても、現状ラウルの身の回りの人材は武弁に寄り過ぎた構成になってしまっている。

　マリーベルとリハルトに参謀役は向かないし、バルカはアゼルキア州から離れられない上に、もし離れられるとしても参謀ではなく彼は大将だ。参謀に収めるのは勿体ない。シルヴァンは参謀役も務まるだろうが、彼もバルカの補ほ佐さや元カーライル自警団を使った各地の情報収集を担になうため、アゼルキアから動かせない。

　そうなると、大抵の知的作業はほぼラウルに降りかかって来るわけで――

　今はそれでいいが、もっと規模が大きくなればそれでは済まない。それに、自分だって完全な人間ではない。判断を誤る場合もあるだろう。負荷が集中し過ぎて疲つかれが溜たまれば余計にその確率は高まる。そんな時に身の回りに頼りになる参謀がいてくれれば、間違いの予防にもなるし、負荷の軽減にもなる。

　完全な人間など、ラウルの知る限り黄金を継つぐ者ロファールしかいない。

　自分はそうではないから、それに近づくために人を揃える。

　理想を言えばリュミエラがいてくれれば心強い事この上ないが、甘えてもいられない。

　サイオンも結構頼りになると思うが、彼にはミレーニアを託たくした。

　シバはラウルよりも年下でまだ幼く、未熟な所もあるだろうが、ラウルと一いつ緒しよに学び、成長をしてくれるはずだ。彼の未来が政争などで摘まれるのは、余りに惜しかった。

　それらを聞いた上で――シバはラウルがワウルフの元にこの話を持ち込む事に頷うなずいてくれたのだった。

　ラウルの提案を聞くと、ワウルフは大きな笑い声をあげた。

「はっはっは！　単に枝切ってポイじゃ勿体ねえから寄越せってか？　ボウズ、おめえ図ずう々ずうしい野や郎ろうだなあ、おい！」

「ええまあ。性格もいい子ですし、ウチの将兵にも人気あるんですよ、彼」

　主にマリーベルの事だが。シバの耳や尾おを触さわっては、もふもふだと喜んでいた。

「必要であれば身請け金くらいは用意します。是ぜ非ひ、お願いします」

　最後は姿勢を正して、ラウルはワウルフに頭を下げた。

「……ああいいだろ。別に金も取らん、お前にくれてやるわ。ただし貸し一つだぞ？　いつか返せや、いいな？」

「ええ。いやーどうもありがとうございます」

　ラウルは満面の笑えみでワウルフにへこへこお辞じ儀ぎをすると、その元を辞した。

　陣に戻もどる道で、珍めずらしくと言うより初めて見る笑え顔がおを、ティナがラウルに向けて来た。

「よかった――ね」

　それでも微かすかに顔を綻ほころばせる位だが、それだけで印象が随ずい分ぶん変わり、人間味のある可愛かわいらしい表情に見えた。結構、印象的な変化だった。

「うんうん。ほっとしたよ」

「ラウル殿は、頭いいね」

「いやいや、もっと凄すごい化物みたいなのを何人か知ってるし、まだまだ足りてないよ」

「そんなことない、優しいし」

　ラウルはひょいと肩を竦めた。

「それもどうだかねえ。結局俺もシバ君を引き入れられてうはうはなわけで。ちゃっかり得しちゃってるからねえ。それ目当てに見えなくもないよね？」

「結構、素す直なおじゃないね」

「あははっ。そうだね、そうかも。まあ散々ボロくそに言われて来てるから、逆に何か褒ほめられると、裏があるのかって疑っちゃうんだよね」

「裏はまあ、あるけど」

「あるんだ!?　怖っ！　ちなみにどんな？」

「内緒」

　ティナは再び、微かな笑みを浮かべた。

　裏とはすなわち、確信だった。

　強い傭兵にすべき自分の子を授さずけてもらいたい相手――

　それが『この人かも知れない』から『この人だ』に変わったのである。

　勿論ラウルには、そんな事は微み塵じんも感じられなかったが――







第七章　青春の悩み







　シバが謀反の疑いのかどで投獄され、数日後――

　イリストリではトラファルド軍との会戦に備えた、エルラーン勢やジャターユ勢も含ふくめた全体の軍議が本格的に始まっていた。

　ラウルやヴィルフォード達も参加し、遅くまで布ふ陣じんや具体的な戦術について話し合いが持たれた。

　一日では詰め切れないため、ラウルやヴィルフォード達には軍議が終わるまではと、城にほど近い宿が用意され、そこで寝泊まりする事になった。

「ふぁー疲れた疲れた。こんな立派な宿なんて久しぶりだね。きっと布団もふかふかで気持ちいいよ。ここの所ずっと天幕で寝泊まりしてばかりだったから、今日はよく眠れそうだね」

「ふふふ、そうですねえ。じゃあ皇子、今日もお疲れ様でした」

　マリーベルはふんわりと柔やわらかい笑顔で、客室に入るラウルを見送ってくれる。

　今日は城から来た護衛の兵も配置されているし、マリーベルも鎧よろいを脱いでゆっくり眠る事が出来るだろう。

　マリーベルももう単なる従者ではなく、エルラーン王立第二騎き士し団だんの大騎士になったのだから、ラウルの護衛だけをしているわけには行かない。

　色々と忙しいのだから、休める時は休むべき。今日はワウルフの兵に甘えてゆっくりするようにと彼かの女じよには言っておいた。そうでないと、自分も夜警に加わってラウルの警護をすると言い出だすに決まっているから。

「うんお疲れ様。マリーもゆっくり休むんだよ」

「分かりました。でも何かあったら呼んでくださいね」

　マリーベルの部屋は、ラウルの部屋と廊下を挟んで丁度向かいだった。

「ああ分かってるよ。じゃあお休み、マリー」

「はい皇子、お休みなさい」

　マリーベルの笑顔に見送られながら、ラウルは室内へと足を踏ふみ入いれる。

　予想通り寝ね床どこはふかふかで、寝転がると非常に心地ここちがいい。

　目を閉じながら、ラウルは黙考の中に身を置いた。

　これから為なすべき事、そのための手段。

　頭の中に在るそれを吟ぎん味みしながら、思い出されるのは、最も敬愛する人がラウルにかけてくれた言葉だった。

（人の価値とは、何を志し何を為したかによってのみ決まる――か）

　まだまだ子供だったラウルの心に、その言葉は重く響いた。

　救われた気がした。胸が熱くなった。本当にこの世界がそうであったらいいと思った。

　その金言に縋すがりながら、今自分は生きている。

（ですが兄上……志はあなたと同じくしていても、その為しようが決して褒められたものでない場合、どうなるのでしょう？　やはり叱しかられてしまうでしょうか？　価値は無いでしょうか？　残念ながら俺には、そんな方法しか思いつきません……）

　そして、ついついこう考えてしまう。

（やはり俺なんかよりあなたが生きていてくれた方が――）

　だが、ふと思い直して首を振ふった。

（いや、止やめておきます。またこれを言ったら、妻に怒おこられると思うので）

　これを口にした時に、自分にとってはラウルの方がいいと断言してくれたルシエの顔が思い出されたからだ。多分ルシエの性格では、二回同じ事を言ったら怒るだろう。

　今頃、ルシエは何をしているだろうか――少し、ルシエの顔が恋こいしくなった。

　情勢も小康状態であるし、手紙でも書いてみようか。時間が取れれば、何か手紙に添える小物でもないか、イリストリの街を見てみるとしよう。

（この屑星にそんな事を言ってくれる妻がいるのも驚きですが、それがマリーじゃないなんて、もっと驚きです。人生は何があるか分からないものですね……）

　それからも少々考え事をしているうちに、やがて睡すい魔まが襲ってきた。

　そのまま、眠気に身を任せて――

　コンコン。コンコン。

　そんな音がして、微睡の中から引き戻された。

　音は、窓の方からだった。バルコニーに人ひと影かげがあるのが見えた。

　それは、見知った顔だった。

「あれ？　ティナ殿……？」

　宵よい闇やみと同じ色の夜着は肩が出ていて、いくらバルゼイアが他地域に比較して暖かい傾向があるとは言え、間もなく冬が訪れるこの季節では冷えるだろう。

　窓を開け、呼よび掛かける。

「どうしたの？　その格好じゃ寒いでしょ？」

「ぶるぶる。入っていい？」

「ああうん。ほら、毛布使っていいよ」

「ううん大丈夫。必要ないから――」

　気を遣つかったのだがティナは首を振った。ラウルとしては今のティナの格好は少々、目のやり場に困るので、毛布にでも包くるまって隠して欲しかったのだが。

　ティナはすすっと寝台の方に近寄って、その端はしにちょこんと座すわった。

　仕方がないのでラウルは、その脇わきのソファに腰こしを下ろした。

　何の用かと尋たずねる前に、向こうから話し掛けて来る。

「シバ、元気そうでよかった――ね」

　今日はイリストリの城の軍議に出かけていたので、合間に獄中のシバの様子を見て来たのだ。もっと気分が沈んでいるのかと思ったが、意外と元気そうでこちらも安心した。

　気持ちの切きり替かえができつつあるらしかった。自分の家の人間には既すでに暇ひまを出したし、身辺の整理は出来た。今はエルラーンへ行くのを楽しみにしている、とも言っていた。

「うん、そうだね。流石さすがに芯しんが強くて助かるよ。どんな時でも冷静に、考える事を止めない力が参謀役には必要だと思う。いい参謀役に育ってくれそうだよ」

「うん――」

「で、何か急ぎの用でもあったの？」

「急ぐ？　急ぎと言えば、急ぎかも？」

「ふうん？　で、何かな？」

「うん。あのね耳、貸して――」

　ちょいちょいと手招きされるので、ラウルは寝台に腰掛かけるティナに近寄って耳を近づけた。ティナはラウルの耳元で、小鳥のように小さく囁ささやいた。

「あのね――」

「うん」

「私達たちは傭兵だから――ずっと続けて行くには、強くなきゃいけない……よね？」

「そうだろうね、ジャターユ傭兵騎士団は精せい鋭えいだってみんな思ってる。質が落ちたら仕事が減っちゃうもんね」

「うん。だから私、強い傭兵になれる子が欲しい」

「ああ、いい跡あと継つぎは必要だよね。ティナ殿は王族だし、その子が傭兵騎士団の未来を担うわけだ……ってちょっと待ってよ？　まさか俺に!?」

「その、まさか――私に子供を作って欲しい」

「いやいやいや！　早まらないで、ちょっと待って――!?」

　しかしティナの動きは素早い。

　ラウルは狼狽うろたえる間に寝台に倒され、腰の上に馬乗りになられてしまった。

「あのね、ティナ殿。冷静になってね？　これでも俺おれ妻がいるんだけど――」

　しかしティナは聞いていない。

　夜着の肩かた紐ひもを外すと、夜着自体がティナの身体からだをしゅるりと滑り落ちる。

　上半身が露あらわになった。部屋のランプのぼんやりとした明かりの中に、しなやかな質感のある肢し体たいが惜しげも無く浮き上がる。

　白い肌はだが、ランプの炎の揺ゆらめきを映してゆらゆらと彩られる。

　胸の膨ふくらみも、ティナは隠さない。マリーベルやルシエのような大きさは無いが、小振りなお椀わんのように、ぷっくりと綺き麗れいな形のそれだった。

　根本的にはまだまだ少年のラウルにとって、それは十分に艶なまめかしすぎる光景である。

「……さすがにちょっと恥はずかしい」

「だ、だったら服を着よう！　ね!?」

「――私じゃ興奮しない？」

　と、ラウルに馬乗りになったままのティナは小首をかしげる。

「そういう問題じゃなくって、俺結けつ婚こんしてるからね！　こういうのダメだから！　不義理だし！」

「いや、そういう問題――興奮はしてる？」

「そりゃまあ俺も男だからするけどね……！」

「なら安心」

　ティナはラウルの手をすっと掴み、露になっている自分の胸に押し当てた。

「！　ちょっとティナ殿――」

　ふにゃりと柔らかい感かん触しよくに、しっとりとした女の肌の質感。

　男を惹ひきつけるそれが掌てのひらの中に凝縮されて、存在を声高に主張して来る。

「何も気にしなくていい。娼しよう婦ふと一晩遊んだと思って」

「えぇ!?」

「傭よう兵へいは、いつどこの戦場に行って死ぬかも分からないから――普ふ通つうの恋とか愛は別にしなくていい。ただ、これと思った人の子が欲しいだけ……ここの戦いが終わればまた私達はどこかに行くから――だから今のうち」

　勿論ティナとしては、ラウルに好意を持っているのは大前提での行動だが――

　ジャターユ傭兵騎き士し団だんの、渡わたり鳥どりのように戦場から戦場を飛び回る生き方を変えようとも思わないし、変えられるとも思わない。もうこれが染みついていて、自然だから。

　だからラウルが結婚しているとか、恋人がいるとか、そういう事は余り気にならない。

　いつどうなるか分からないから、相手にも自分にも責任を持てないし、求めない。

　ただ一晩、一時――その瞬しゆん間かんを、自分に素直に生きていく。

「……ええと――」

　何となくティナが物悲しそうにも見えて、ラウルは口ごもった。

　胸に押し当てられた手はそのまま。それをすぐに振り解ほどけなかったのは、多分にラウルも健全な男だったと言う事だ。

　女の子の胸を触るなど、一応結婚した今でも人生において非常に希少な機会で、マリーベルの他には皆かい無むだった。

　帝てい都との古屋敷で貧乏暮らしを送っていた頃、子供の頃の名残なごりとおふざけで、時々マリーベルはラウルの寝台に潜もぐり込んで来る事があった。

　その時は特に悪ふざけが過ぎたマリーベルが、かなり大だい胆たんな格好で潜り込んで来て、流れでラウルはマリーベルの胸を触ってしまい――

　マリーベルのそれは物もの凄すごく大きくて存在感があるので、逆にラウルの掌を包つつみ込んでくるような弾だん力りよくと質感だった。

　その時のマリーベルは悪戯いたずらな笑顔ながらも何かを訴うつたえるような、真しん摯しな情熱が篭こもったような瞳ひとみをしていた。初めて見る表情だった。

　それを思い出すと――ラウルは一気に冷静になれた。

　ティナの胸に置かれた手を少々強く引き離はなし、上体を起こす。ティナはラウルの膝ひざの上に座るような姿勢になった。

「？」

　と、また小首をかしげているティナに、ラウルは頬ほおを掻かきながら言う。

「気持ちは嬉うれしいし、ティナ殿どのも魅み力りよく的てきだと思うけど――」

　ばん！

　そこで、部屋の扉とびらが勢いよく開いた。

「皇子！　大丈夫ですか!?　何が――」

　物音と多分ラウルが出した大声を聞いて、マリーベルが飛び込んで来た。

　鎧は脱いでいるが、腰には小しよう剣けんを佩はいている。

　マリーベルは寝台の上のラウルとティナを見ると、驚きに目を見開いた。

「なっ……!?」

　見られたくない人に見られたくないものを見られたが――

　助かったと言えば助かったかも知れない。

　マリーベルは外から見えないようにすぐさま扉を閉めて、ティナを詰きつ問もんする。

「ティ、ティナさん！　何をしてるんですか!?」

「何って――夜よ這ばい？」

「よ、よばい!?　ダメです、何を考えてるんですか！　皇子は結婚しているんですよ!?」

「？　別に私は気にならないし――」

「気にして下さいっ！　とにかく身体を隠して、皇子から離れて下さい！」

　マリーベルはティナの肩かたを掴むが、ティナは嫌いやがってむしろラウルにしがみつく。

　ラウルもティナを離そうとするが、中々力が強い。

「もう……！　ほら離れて下さいよお――皇子も手伝ってください！」

「うん分かってる。ほらティナ殿離れて」

　二人がかりで形勢不利になったティナは、マリーベルを見た。

「ち、仕方ない――あなたも一緒にする？」

「――は？　な……何を言ってるんですか？」

　と、マリーベルは一いつ瞬しゆんたじろいだ。

「私は子供を作って貰えればいいから、あなたが一緒でもいい」

「……言っている意味が分かりません」

「あなただって、ラウル殿とこういう事、したいはず――だから一緒に」

　まだ優しげに困っている風だったマリーベルの表情が、すっと冷たくなるのが見えた。

　ラウルすら怖くなる位に、声が低く、鋭するどく――

「……わたしは、そんな事したくありません」

「嘘。あなたは私と同じ匂においをさせてる――そのくらい、わかる」

「わかってません。ティナさんの勘違いです」

「ラウル殿も、あなたも素直じゃない」

「……勘違いだと言っています。早く皇子から離れて下さい」

「素直じゃないのは、よくない」

「黙りなさいっ！　早く離れろと言っていますっ！」

　とうとう声を荒らげたマリーベルは、佩いた小剣を引き抜ぬき切先をティナに突きつけた。

「……！」

　流石さすがに吃驚びつくりした表情をティナが浮うかべる。

　これにはラウルも驚いた。マリーベルがまさかそこまでするとは思っていなかった。

「これ以上従わないなら――侵しん入にゆう者と見み做なして斬ります。さあ早く出て行ってください」

「……わかった。帰る」

　ティナは淡々とそう言うと、寝台を降りて夜着を纏い、やって来た窓へと戻った。

「――ラウル殿、また来る」

　一言残し、バルコニーへ出るとそこから身を躍らせた。身が軽い。ここは二階だが、その位なら平気で飛び降りられるらしい。

「……来られても困るんだけど」

　単純に困る上、マリーベルをここまで怒らせるのだから、相当なものだ。マリーベルがあんなに声を荒らげて怒るのは、ラウルの人生の中でも数回しか見た事が無いのに――

　室内はまるで台風が過ぎて行ったあとのような、凄い空気になっている。

　ラウルですら、何となく居たたまれない。

「ご、ごめんね、マリー。まさかティナ殿があんなこと考えてるなんて思ってなかった。助かったよ」

　マリーベルのあの強きよう硬こうな態度については、流しておいた。

　剣を抜く程ほどに激高した、せざるを得なかったマリーベルの心の内――

　これにラウルが触れても、何をどうする事もできはしないと思うからだ。

　暫くの沈黙のあと、マリーベルは大きく大きく息を吐はいた。

　そして抜いた小剣を鞘さやに収めつつ、いつものふんわりと柔らかい笑顔が戻って来た。

「いいえ。わたしもついかっとなっちゃってごめんなさい。今度ティナさんには、謝っておきますね」

「ああ、そうだね。そうしてもらえると」

　と、マリーベルが表面だけでも普ふ段だん通りになった事にほっとするラウルに、マリーベルはずいと顔を寄せて来て、じとーっとした視線で見つめて来る。

　これは割とよく見る、お説教を始める時の顔だ。主にだらしのない生活態度のラウルとリハルトを咎とがめる時に使われる。

「皇子、いいですかあ？　こんな事言うまでもありませんけど、皇子があんな事をしていい相手は、ルシエ様だけですからね？　分かってますよね？」

「うん――勿論分かってるよ」

　夫は妻に、妻は夫に操を立てる。それはごくごく当たり前の倫理だ。

「……分かってるならいいですけど。じゃあわたし、ティナさんが戻ってこないように見張っていますから、皇子はお休みになって下さい」

「そうだね……そうさせて貰おうかな。何かどっと疲れたよ、ほんと」

　ラウルは寝台に横になり、大きな欠伸あくびをした。

「じゃあお休み――」

「はい、お休みなさい」

　マリーベルは脇のソファに着いて、瞳を閉じるラウルを見守った。

　やがて、お互たがいの息遣いだけが聞こえる静せい寂じやくの中で――

　ぐるぐると頭を巡るのは、やはり先さき程ほどの一幕だった。

　そもそも、マリーベルとしてはルシエ以外の女性の存在は断固認めたくない。

　自分が何のためにこうしているのか分からなくなる。

　ラウルに夜這いをかけて襲おそうなど言語道断である。許すわけには行かない。

　その上――

　あなたは私と同じ匂いをさせてる――とティナは言った。

　それは、ラウルには一番見せてはいけないものなのに――

（わたしの気持ちなんて、皇子を困らせるだけ、邪じや魔まになるだけです）

　だから押し殺して、ラウルが気き兼がねなく志を追えるようにしてあげなければならない。

　それがラウルに仕える一本の矢としての、あるべき態度なのに。

　ティナはずけずけと、全く無ぶ遠えん慮りよにラウルの前でそれを暴ばく露ろしようとした。

　更さらに――素直じゃないのは、よくないとも述べていた。

　あれには、思わず頭に血が上ってしまった。誰だれに向かって言っている、と思った。

（……わたしにとっては逆なんです。今は自分の気持ちに素直じゃない事が、いい事になるんですから）

　それをずっと続けて続けて、いつしか自分の中のラウルへの恋心が死んで無くなってしまうまで、続けなければならないのに。

　見果てぬ先の大きな課題だ。いつそれが出来るのだろう。

　もう小さい頃からずっと、ラウルへの思慕は、マリーベルの心の中に在り続けていた。

　それを育てて来た時間と同じ位、それを殺すには時間がかかるだろうか。

（その時はわたしもう、おばさんになってますよね……）

　もう三十歳さいを過ぎるだろうか。それとも二十代でぎりぎり踏み止とどまるだろうか。マリーベルは思わず苦笑した。

　だけどやらなければならない――

　そうでなければ、この先ラウルの側そばに居続ける事は許されないのだから。

　ティナの最後の一言には、その覚かく悟ごと努力を踏みにじられたような気がした。

　だから怒った。怒りに任せて思わず剣を抜いてしまった。

（そう、だから――あれは皇子のためでも何でもなくて、わたしの私情なんですよね。だめですよ、怒りに任せてあんな事しちゃ）

　胸に手を当て、その内の心に向けて語り掛けた。

（皇子だってびっくりしてましたよお。それにその後、凄くやり辛そうでした）

　腫はれ物に触るような感じだった。

　普段のラウルなら、あんな態度は取らないだろう。マリーベルの普段とあまりに違ちがう振る舞まいに、どうしてそうしたのか、何か悩んでいる事があるのかと丁てい寧ねいに話を聞いてくれて、一緒に考えて解決しようとしてくれただろう。

　優やさしいラウルは、いつでもマリーベルを見て、気遣ってくれるから――

　それをしなかった。いや出来なかったのは、この問題はラウル自身にはどうにもできない事で、むしろ口を出した方がマリーベルを苦しくすると思ったからだろう。

　それは確かに事実で、そしてそう判断される位には、今のマリーベルの心の中身が、全部ラウルに筒つつ抜ぬけになってしまった。ティナのせいで、全部暴露されてしまったのだ。

　そこに関してはティナを恨うらむ。何気なかったのかもしれないが、本当に余計だった。

（でも――そもそもティナさんにはわたしの事情なんて分からないんですから。八つ当たりと言えば八つ当たりですよね）

　何も剣まで抜く事は無い。その点は、反省をしなければならないだろう。

　そしてもっと心を強く――一番柔らかい所を抉えぐられても、笑っていられるくらいには。

　この先いつまでもこうだと、ラウルに迷惑がかかる。それは絶対に避さけるべき事だ。

（反省をして――気持ちが落ち着いたら、謝りに行きましょう？　それから明日の朝にはいつも通り笑顔で皇子に挨あい拶さつしましょう。ね、出来ますよね？）

　心の内の駄だ々だっ子を、そう宥なだめてすかした。

　この一晩で頭を冷やして――明日には笑顔でラウルに挨拶しよう。

　そしてティナにも、謝罪をしておこう。

　気持ちを落ち着ける時間は、まだ十分にある――
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　寝台の上のラウルは、暫く静かだったが、やがて頻ひん繁ぱんに寝返りを打ちはじめた。

　何だか寝苦しそうだった。脇のソファに着くマリーベルにはよく見える。

　そして、うーんと唸うなると上体を起こしてしまった。

「うーん……」

「皇子、どうかしましたかあ？」

「何か眠れなくてねー……ねえマリー、悪いけどあれ、いい？」

「はい。いいですよお」

「じゃあ失礼して――」

　ラウルがあれと言ったら、あれである。寝台を出てソファに寝そべるラウルの頭を、マリーベルは膝の上に迎むかえ入れる。

　こうしているのが一番落ち着く、とラウルはよく言ってくれるが、マリーベルにとってもそれは同じで、ラウルとこうしているのが、一番心が安らぐ瞬間だった。

　胸の内のささくれを溶とかすためには、こうしていられるのは助かる――

　暫く無言で時間が過ぎて、やがてラウルがぽつりと言う。

「これも、そのうち止めなきゃいけないんだよなあ……」

　マリーベルにも分かっている。分かってはいるが、きゅっと胸を締め付けられるような感じがした。できれば、ラウルの口からは聞きたくなかった。

「そうですねえ。世せ間けん体ていを考えたら、その方がいいですよねえ」

　だが内心と真逆の事を言う。それが言うべき事だから、そう言うのだ。

「そうなんだけどね。できるかなあ――」

「ダメですよお、我わが儘まま言っちゃ。立場に求められる態度って、あると思いますよお」

「……ねえマリー」

「はい？」

　笑顔で応じるマリーベルの顔にラウルの手が伸のびて――ふっと、頬に触ふれた。

「もう――いいんだよ。無理をしなくてもいい」

「え……？」

　膝の上からこちらを見上げてくる瞳は、凄く真しん剣けんで、それでいて優しかった。

　何だか見た事のないような雰ふん囲い気きで――マリーベルの鼓こ動どうはどくんと跳ねた。

「俺おれも止める。いけない事なのはわかってるけど――でも止めようと思う」

　ラウルがふっと身を起こして、あっという間に顔が近づいて来て――唇くちびると唇が触れた。

「……っ！」

　一瞬、何が起きたか分からない。

　こんな事が起こりうるのか――起きていいのか。

　これは、酷く恐おそろしい事ではないのか。ラウルが、ラウルからこんな事をするなんて。

　混乱して硬直しているうちに、マリーベルの身体はぐいと引き寄せられて、後ろからラウルに抱きすくめられる格好になっていた。

　ここでようやく、真っ白な状態から、マリーベルに少しの判断力が戻って来た。

　止めなければ。一時の感情で、ラウルにこんな事をさせてはいけない。

　これは外から見れば、立派な不義密通だ。この行動が、全すべてを失わせるかもしれない。　仕える身として、そんな愚おろかな事は諌いさめなければ――！

「お、皇子。ダメですっ……！　い、今のは無かった事にしますから――！　だから止めて下さい、離して……！」

　身じろぎして、ラウルを見上げて懇こん願がんするが――

　ぎゅうっときつく抱き締められて動きを止められ、口を口で塞がれた。

「んうっ……！」

　強く強く抱き締められ、情熱的に唇を奪うばわれて――そんな想像だにしなかったラウルの行動に、胸の鼓動は壊れてしまいそうな位に早はや鐘がねを打つ。

　だけど頭の理性は警告する。これはダメだ、早く止めないと――と。

「マリー。俺だってマリーと同じ気持ちなんだよ。どうせ何かに耐たえなきゃいけないなら罪の意識に耐えた方がいい。あの時の続き――しようか」

　ラウルの両手が服の上からマリーベルの胸に触れた。そしてたどたどしくだが――二つの大きな膨らみが揉もまれて、むにむにと変形を始める。

「皇子――でもダメです、ダメですよお……！　皇子にはやるべき事と、立場があるんですから。わたしはそのために頑張ろうって決めて……だからこれは――！」

「いいんだよ、それはもう止めにしていい。責任は俺が取るから――」

　熱い息が、マリーベルの耳朶にかかる。

　ラウルの手の片方が胸から離れて、服の裾すそをくぐり内うち腿ももの間に滑り込んで来る。

　マリーベルは脚あしをきゅっと閉じて、その侵入に辛かろうじて抵てい抗こうした。

　ラウルの手はマリーベルの脚に挟まれて、身動きを封ふうじられる。

「お、お願いです……皇子、もう止めて下さい」

「全部俺に任せて。やっぱり俺が欲ほしいのはマリーなんだ……ずっとマリーをこうしたいって思ってたよ。立場も何も関係ない。今はただ、一人のラウルとマリーになろう」

　そう囁かれ、もう一度唇を塞がれて、今度はラウルの舌が口の中に入って来て。

　頭の中の理性を直接かき回すみたいな刺激の中で、マリーベルの脚にかかっていた力がふっと緩ゆるんで、その隙すき間まを、ラウルの手が付け根まで滑り上がって来て――

「!?　やっ……！　ダメ、ダメですよぉ……皇子っ……」

　はじめての刺激に、マリーベルの口からは自然と変な声が出そうになってしまう。

　廊ろう下かには警備の兵もいる。こんな声を聞かれてはいけない――

　だから両手で自分の口をきつく塞ぎ、洩もらさないようにした。

　しかしそうすると、マリーベルの手はラウルを止めるためには使えない。

　ラウルの手がやや強ごう引いんに服や下着の間から滑り込んで、マリーベルを直接責め立てても止めようがなかった。
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　最も早はやマリーベルは、ラウルの為すがままに愛あい撫ぶを受けて、声を洩らさないように必死に我が慢まんするだけになってしまっていた。

　何て罪深い事をしているのだろう――自分には不義密通など縁えんのない事だと、そんな事をする人間は最低だと思っていたのに、今行っているのは立派なそれではないか。

　妻を待つ立場のラウルに愛撫され、はしたなく脚を開いて、受け入れてしまっている。

　ルシエの顔が思い起こされる。バルゼイアへの出発前、ルシエはラウルを頼たのむとマリーベルに言った。その信しん頼らいを今、最悪の形で裏切っている。

　ルシエに知れたら、手打ちにされても文句は言えない。これはそれだけ罪の重い事だ。　知られなくても、この先一生ルシエの顔を見ると罪の意識に苛さいなまれるだろう。

（ごめんなさい。ルシエ様――ごめんなさい……）

　自分は最低な人間だ。下品で下げ劣れつな、救いようのない女だ。

　ティナ相手には剣を抜くほど怒ったのに、ラウルにはルシエしかダメだとお説教もしたのに、いざ自分がラウルに迫られたら、止める事が出来ていないではないか。

　自分の決意は、何だったのか。ラウルのために一本の矢になると決めた筈はずなのに。

　何を言った所で、今こうして求められて、女の部分を刺激されて、悦よろこんでいる。

　自分自身に絶望する。ここまで醜みにくい人間だったとは――

「ねえマリー……俺、マリーの事気持ちよく出来てる……かな？」

　ラウルは耳元で、そんな事を言う。

　女性とこんな事をした経験は、ラウルにも殆ほとんどないだろう。あったとしてもルシエくらい――だから何となく自信無さ気で、手つきもたどたどしいような感じがする。

　マリーベルもこんな事をされるのは初めてなので、よくは分からない。

　分からないが――ただ――

「は、はい……」

　マリーベルは、弾む息で辛うじてそれだけ答えた。

　そう、こんなに恐ろしく、罪深く、見下げ果てた最低の出来事の中で――

　それでも一人の女、一人のマリーベルとしては最高に幸せだったのだ。

　愛している人に愛される程、一人の人間として幸せな事は無いのだから。

　見下げ果てた自分と幸せな自分。その相反する気持ちが、マリーベルの身体を異様なまでに敏感にさせていた。

　ラウルに触れられているところが熱い。そこから快感が広がって、全身を突きぬけて。　動物的な何かが昂って止まらない。目の前が真っ白になりそうだった。

　ふと、ラウルが手を止めた。

「マリー……俺、マリーが全部見たい。見せて」

　服を脱ぬがそうと、その結び目に手をかけるのだが、焦あせってるのか上う手まく解けない。

　マリーベルは、その手をそっと押しとどめた。

「待ってください……わたしが自分で――」

　そう言って、弾む息を整えながら、自分の服を緩めにかかった。

　だが手が震ふるえる。罪の意識か、単に興奮し過ぎているのか――

　もう何が何だか分からない。ただただ、涙が溢あふれて来た。

　悲しいのか嬉しいのか辛つらいのか楽しいのか。自分でも分からない。

　流れる涙を拭ぬぐう事なく、マリーベルは自分の服を脱いだ。

　素肌を自分の脱いだ服で隠しながら、ラウルを見る。

　口が自然に、言葉を紡つむいでいた。

「皇子……ごめんなさい――こんな事誰の得にもならないって、分かってるんです。恐ろしい事になるって……分かっててわたし、皇子の事を止めてあげられません……本当は叩たたいてでも、ダメですって、言ってあげないといけないのに……もう消えてしまいたい位、自分が情けないです……でも――きっとわたし、嬉しいんです。だからもう、どうなってもいいです……皇子の思うようにしてください――」

　マリーベルは持っていた服を置くと、裸身をラウルの胸に預けた――
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「ごめんなさい、皇子――ごめんなさい……」

　そんな悲しい、うなされるような声が耳に入り、ラウルは目を覚ました。

　眠ねむっていた寝台からソファのマリーベルに目を向けると、座ったままの姿勢で眠っていた。そしてその頬を、涙が伝っている。

　一体どんな夢を見ているのだろう。それにラウルが登場して、マリーベルを泣かせているのだろうか。

　せめて涙を流すほどに辛い夢から、覚ましてあげる事は出来る。

　ラウルは寝台から立つと、マリーベルの肩を揺すった。

「マリー。マリー！」

　マリーベルははっと目を見開いた。

「……え？　あ、お、皇子!?　ああ、わたし眠っちゃってたんですね――なんて夢……」

「大だい丈じよう夫ぶ？　うなされてたみたいだけど……」

「あ、はい……ちょっと怖こわい夢を見てたみたいです。大丈夫ですから」

　マリーベルは目元を拭いながら、気丈に笑え顔がおを見せる。

「……ティナ殿ももう戻もどって来なそうだし、部屋に戻って休んでも大丈夫だよ」

「そ、そうですね――そうします。じゃあ、お休みなさい」

　マリーベルを見送ると、ラウルは再び寝台に横になった。

（マリー。泣いてたな……きっと俺があんな姿を見せちゃったせいで――でも、根本的な解決は、今の俺にはしてあげられない。もどかしいな、マリーの事なのに）

　自分が一番敬愛するのはロファールだが、一番親しいのはマリーベルだ。

　その大事なマリーベルに、今自分は何もできない。してはいけない事がある。言ってはならない言葉がある。伝えてはいけない想いがある。

「……だめだね、眠れそうにないや」

　完全に目が冴さえた。こういう時は体を動かして気を紛まぎらわそう。

　ラウルは星ほし斬きりを佩くと部屋を出て、階下に降りた。

　この広い宿には中庭があって、そこに出れば剣の稽けい古こくらいは出来る。

　仮にも王立第二騎き士し団だんを預かる立場になった以上、中々忙しくて稽古をする時間は満足に取れているとは言い難かった。

　腕うでを上げる程の集中した鍛たん錬れんは時間的に難しいが、腕を落とさないための引ひき締しめ位は最低限やっておかないと不ま味ずい。これもいい機会だと捉とらえよう。

　しかし中庭には――先客がいた。

「あれ、リハルト？」

「ん？　おう」

　リハルトは素振りの手を止めて、ぶっきらぼうにラウルを迎えた。

　長い間続けていたのだろう。額には汗が滲にじんでいる。

「どうした？　何か用か？」

「いや、たまたまだよ。眠れないから身体でも動かしとこうかなって、丁度いいから軽く一本やらない？」

「ああ――いいぜ」

　昔からリハルトとは、お互いの腕を競って切せつ磋さ琢たく磨ましてきた間あいだ柄がらだ。気が遠くなるほどに数多く繰くり返かえしてきた手合わせの戦績に、また一つの結果を追加してみよう。

　お互いに距きよ離りを取って、向かい合う。

　ラウルは星ほし斬きりを抜ばつ刀とうして構え、リハルトは二刀の大剣をそれぞれの手に。

「ええと、俺の四千七百七十五勝八千九百九十六敗だっけ？」

「八千九百九十八敗だな。勝手に減らすんじゃねえよ」

「うわーもうすぐ九千敗の大台突とつ入にゆうだなあ。酷い負けっぷりだねえ」

「ま、ガキの頃ころからの通算だからな」

　ラウルが十歳、リハルトが十三歳からの記録である。

　初めの頃は年ねん齢れい差から来る体格の違いにより、戦績はラウルに圧あつ倒とう的てきに不利だった。

　この差はその頃に積み重ねた黒星が主な要因で、最近の状じよう況きようで言えば、概おおむね十回手合わせすれば、五対五の引き分けか六対四でリハルトがやや有利かのどちらかだった。

「よし――じゃあやろうか。行くよ？」

「おう」

　ラウルが地を蹴けり、リハルトへと突とつ進しん。勢いを乗せた袈け裟さ斬ぎりを放つ。

　普通の腕ならば反応も出来ない程の鋭い打ち込みだが、リハルトは難なく反応する。

　ガキィン！　と中庭に金属音が響き、二人の刃やいばが火花を散らす。

　接近した間合いで、激しい打ち合いが展開される。

　二刀のリハルトの方が手数は上、力も上回る。だが一刀の速さ、身のこなしの技術はラウルの方が上。

　こうなるといつも、百合あまりは延々と打ち合いが続くのだが――

　十数合打ち合った所で、ラウルの手から星ほし斬きりがすっぽ抜けた。

「！」

　それを拾い上げる事が許される程、リハルトは甘あまい相手ではない。

　次の瞬間ラウルの目の前に、リハルトの切先がずいと突きつけられていた。

「あー……八千九百九十九敗かあ。いよいよ九千敗が目の前だなあ」

「……いや、今回のは無かった事にしてやる」

「え？　何で？」

「心ここに有らずが過ぎる。これじゃ手合わせにもなりゃしねえよ」

　リハルトは呆れ顔だった。剣の切先には、それを握る者の心が宿ると言う。リハルト程の腕の持ち主になら、今のラウルの精神状態が手に取るようにわかったのだろう。

「うーん。分かっちゃうもんなんだねえ」

　ラウルは落とした星ほし斬きりを拾い上げつつ、苦笑いした。

「何かあったか？」

「まあねえ。へたれた話なんだけど――」

「ああ」

「青春の悩みってやつかな？」

「あぁ？　このヘタレが」

　心底嫌そうな顔をされた。

「切り捨てるの早っ!?　ちょっとは聞いてくれてもいいじゃない。俺とリハルトの仲でしょ」

「ふん――知るかよ。まあ、好きにしろ」

　中庭の隅すみの太い木の幹を背もたれに、リハルトは腕を組む。

　ラウルはその側の切り株の上に腰こしを落ち着けた。

「まあ何て言うかさ、基本今の状況には満足してるんだよ。帝都で冷や飯食ってた頃に比べりゃ、えらい違いだよね？」

　ラウルはエルラーンの女王の娘むすめ婿むこにして、王立第二騎士団長。マリーベルとリハルトはその部下の大騎士。帝都にいた頃と比べると、劇的な向上である。

「ああ、そうだな」

「あの状況じゃ出来る事も限られるし、手段を選んでる場合じゃなかった。政略結婚で国を出つつ立場を得るって手は、上手く行ったと思うんだよ。そこに後悔はないし、するべきでもない――と思ってるんだけど……」

「何か不満か？」

「マリーが辛そうだからねえ。頑がん張ばって平気な顔しようとしてくれてるけど。他の手があったらなあとか、つい思っちゃうんだよ。俺もマリーの気持ちが分からない程鈍くはないよ。切り捨てて無視できる程強くもない、聖人君子じゃないからね。それに俺だって、今回の事があるまでは、将来誰かと結婚するならマリーとだろうって思ってた。物心がついた時にはもう一いつ緒しよにいてくれて、その後も何があっても、マリーだけは一緒に居てくれたんだ。そのくらい思ってても自然だよね？　ついでに言うと可愛かわいいし、優しいし、家事万能で胸も大きいと。非の打ち所がないよ」

　まあ最後は冗談で、マリーベルの容姿がもし他人より多少劣おとっていたとしても、ラウルのマリーベルへの愛着は変わらないだろう。

　女の子なんてマリーベルしか知らないし、また他に知りたいとも思っていなかった。

「見てくれは好みの問題だから賛成せんが――」

「まあ熟女好きには子供過ぎると」

「ああ。だがまあ、お前の立場ならそうなのかもな」

「うん。もし途と中ちゆうで心が折れて志を諦めてたなら、帝都を出てマリーに求婚して奥おくさんになって貰もらって、気ままに傭よう兵へいでもやって暮らしてたと思うよ」

「……つまらん生き方だ」

「ははは、そうだね。志を失った人間なんて抜ぬけ殻がらだ――俺にとってそんな選択は有り得ない。有り得ないけど、そうなったらそうなったで、幸せっちゃ幸せだったのかもね」

　帝都にいた頃にマリーベルに手て出だしをしなかったのは、単に自分自身に責任を取れる甲か斐いし性ようと自信が無かったのもあるが、ラウル自身を政略結けつ婚こんの駒こまに、ある程度の立場を得つつ国を出るという一手が有り得ると考えていたからだ。似たような故事もある。

　そうなった時に、マリーベルを傷物にしてしまっているわけには行かない――

　だから我が慢まんをしていた。時折ラウルの寝台に潜り込んで来るマリーベルの行動は、ラウルにとっては拷ごう問もんに近いようなもので、人並みには持っている煩ぼん悩のうを理性と闘わせる荒行だった。

「だけどもう――こんな事言うのは勿もち論ろん、考える事もルシエに対しての不義理なんだよねえ。ルシエがこう、もっと俺に対して邪じや険けんで、表向きだけの冷めた関係だったら、そんなに何も思わないんだけど……そうじゃないからね。可愛くて逆に辛いっていうかね」

　初めこそ邪険な態度で来られて、逆にラウルとしてはほっとしたものだが――

　共に時間を過ごし、色々な話をして、共に戦って。

　交流が深まって行くと本当のルシエが見えてきた。

　幻げん想そう的な美しさと高潔な精神を持つ精せい霊れい姫きの姿はそのままに、実は一度会っただけのラウルをずっと思い続けている程に一いち途ずで純真な乙女。ラウルが色々からかっても、口では怒おこるが決してへこたれずに近付いて来る態度は、とてもいじらしくて可愛らしい。

　その純情に少しずつ惹かれる自分がいるのは、認めざるを得ない。

　夫として、その気持ちに応えるべきだ――とも思えてくる。

　多分それが、客観的に見た場合は圧倒的に正しい。

「凄すごく良くしてくれるし、正直に言って可愛いなって思わされる事も結構ある。でもそう思った瞬しゆん間かん、マリーを裏切ってるような気分になるんだよ。逆にマリーの事を気にしてると、ルシエを裏切ってる気分になる」

　そんな心持ちだから、結婚初夜はルシエに触れられなかったのだろう。

　本当ならそういう事をするのが自然で、その方がルシエとの仲も深まって、エルラーンでの立場も確固たるものになったのだろうが――

「忙しい奴やつだな」

「そうだねえ、これに関しては俺もどうしようもないって言うか。普段はなるべく考えないようにしてるよ。何か解決策でもあれば教えて欲しいかな」

「知るかよ、このヘタレが」

「ははは。そうだよねえ、まあ分かってたけど」

「面めん倒どうだから両方とも手て籠ごめにしちまえばどうだ？　ルシエ姫ひめはあれで、上手く籠ろう絡らくすりゃ何でもお前の言いなりにできそうな気がするが」

「いやいやいや、そりゃ人間としてまずいでしょ。何を黒い事言ってんの」

「お前にゃ言われたかねえ。仮にも血の繋つながった兄貴を謀殺しといてよ」

「人の価値とは、何を志し何を為なしたかによってのみ決まるってね。あの人に関してはああなっても仕方ないと思うよ。俺がやらなくてもいつかはね」

「ふん、じゃあ知らん」

「初めから愚ぐ痴ち聞かせてやろうって思ってたし、十分だよ。ちょっとすっきりしたかな」

「つまらん話聞かせやがって。耳が腐くさる」

「ははは、悪かったよ。じゃあそろそろ部屋に戻って寝ようかな」

　と、ラウルは座すわっていた切り株から腰を上げた。

「おいラウル、一つ言っとくぞ」

「うん？　何？」

「お前には往ゆくべき道が見えてるはずだ。何があってもそれを見失うんじゃねえ。途中で誰を蹴け落おとそうが、誰が死のうがな。例えばそれが俺やマリーベルやルシエ姫でもだ」

　リハルトの言葉に、自然とラウルの表情は引き締まる。

　志と野心とを背せ負おって未来へと歩む、凛り々りしい英えい雄ゆうの相だった。

「……勿論。俺は行きつく果てまでこの道を行くよ。そのために生きて来たし、マリーを泣かせてまで踏ふみ出した道なんだから。兄上の志を未来に繋いで、同時に歴史に名を刻んで――兄上の死の真相も暴かなきゃね。そこにゼファトを討うった奴も隠かくれてる」

「ああ。親おや父じをやった奴をやりゃあ、これ以上ねえ親父越えの証あかしだしな」

「そうだね。俺はジエーロじいさん越えをどう証明しようかなあ」

「さあな」

「あ、自分ばっかりずるい」

「知らん。まあ、好いたの腫れたのは路ろ傍ぼうの花ってな。目移りするなら全部摘つんじまおうが、全部無視しようがお前の好きにすればいい。んなもんオマケだ。道さえ合ってりゃそれでいい、下らん事で足を止めるんじゃねえよ」

「そうだね――大丈夫だよ、そこを踏み外す気は無いから。じゃあお休み」

　ラウルはそう言い残し、自室へと引き上げた。

　珍めずらしく話す事に気を取られ過ぎ、結局ある事実に気が付く事は無かった。

　この中庭の真上の部屋は――丁度マリーベルの部屋だった事に。

　そしてその庭に面する窓が、開いている事に。

　マリーベルは窓際の壁かべに背をもたれさせ、座り込んでいた。

　そうしながら、中庭のラウルとリハルトの会話を聴きいていた。

　初めからそんな事するつもりは無かったのだが――

　とんでもない夢を見て、これが自分の深層の願望かと自己嫌けん悪おに陥おちいって、眠れず夜空を見ていたら、ラウルとリハルトがマリーベルの前では絶対しないような話を始めるので、思わず身を隠して聞き耳を立ててしまった。

　いけないことをしたけれど――でも、聞けて良かったと思う。

（皇子――わたしって結構鈍いんですね。ずーっと一緒だったのに……皇子がそんな風に思ってくれてたなんて、気が付きませんでした……）

　ラウルは志を追う事に集中するあまり、色いろ恋こい沙ざ汰たには興味がないのだと思っていた。

　将来誰かと結婚するならマリーとだろうって思ってた――

　志を諦めてたなら、帝てい都とを出てマリーに求婚して奥さんになって貰って――

　そんなラウルの言葉の端々から、マリーベルへの気持ちが強く伝わって来た。

　ラウルとの間には、親子や姉し弟ていよりも深い絆きずながある事には疑いの余地がない。が、この女性としての思し慕ぼだけは、マリーベルの一方通行だとずっと感じていた。

　それが寂さびしかった。ラウルの愛が欲しかった。

　だが――違ったのだ。もう貰っていたのだ。それが見えていなかっただけだ。

（嬉うれしいです……わたしも皇子の事、大好きですよ。もう叶かなう事も、報われる事もないけれど――通じない思いじゃなかったんですね）

　目に涙が滲にじんで来たが、これは辛いものでも苦しいものでもなくて――

　じんわりと温かいものが、マリーベルを癒してくれる。そんな優しい涙だった。

（わたしだけが辛いんじゃない――皇子も辛かったんですよね……なのにわたし、自分の事ばかりで……皇子も頑張っているんですから、わたしはもっと頑張らないと）

　確かに気持ちは繋がっていた。心と心が、手を繋いでいた。

　だがこれから行くべき道は、繋がった手を離はなさないと進めない道だ。

　少しずつ指と指を離しながら――ラウルの隣となりはルシエに譲り、自分はその一歩二歩後ろを行く。そうしなければ歩けない道だ。

　一度は確かに繋がっていたという確信があれば、思い出を心の宝物に付いて行ける。

　もう大丈夫――もっと頑張れる。ラウルも辛いのに、自分ばかり甘えていられない。

　ラウルとルシエの姿を見ながら――一本の矢として、父ゴルータや姉イザベルにも勝るとも劣らぬと言われるような大将になって見せよう。いつか戦場で彼かれ等らと向かい合うような日が来ても、ラウルのために勝って見せる。
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　今本当の本当に、覚かく悟ごが固まった気がした。

　ぽん。

　不意に頭の上に何かが乗った。髪かみに絡からんだそれは、小枝だった。

　誰かが投げ入れた――？

　窓から外をそっと覗のぞくと、ラウルの姿はもうなくて――

　こちらは見ずに手だけを上にひらひらさせて、リハルトが引き揚げて行く最中だった。




　翌朝――

「皇子っ。おはようございます。朝ですよお、起きて下さい」

　枕元で声がして、ラウルが目を開くと――

　ふんわり柔やわらかいマリーベルの笑顔が待っていた。

　引き摺っている様子は見えない。

　いつも通り、いやいつもにも増して、可憐に笑顔が輝いていた。

　それを見てラウルはほっとした。

「うん、おはようマリー。今日も城で軍議だね、ま、ぼちぼちいこうか」

　今日も一日、頑張れそうだ。







第八章　決戦の前







　それから更さらに数日後――

　イリストリの城も街も郊外の陣じんも、間近に迫せまった停戦期間の終了と、その後の決戦に向けた緊きん張ちよう感に包まれていた。

　城での連日の軍議を終えて、ラウルは久しぶりに自分達たちの陣へと戻っていた。

　今はマリーベルやリハルトと共に馬を駆って外に出、とある作業の様子見に来ていた。

　丁度天気は雨模様で、イリストリの城から柔らかな水色の光が天に向かって立ち上っていた。ワウルフがメイクラウドで雨を降ふらせているのだ。

　今は反乱軍への対応でイリストリに籠こもりきりだが、本来はラウダ大平原の各地を定期的に巡めぐって雨水を配給するのだそうだ。それがこの土地の草木を維い持じし、地下の水脈を潤うるおす事に繋がる。それは、バルゼイアの盟主としての重要な務めである。

　ワウルフがあの厳いかめしい外見に似合わず、どこかの集落で水に困ってはいまいかと心を砕くだいているのを、連日の軍議の最中にラウルは何度も見た。

「もう殆ど終わってるみたいですねえ」

　兵達が集まって作業する様子を見て、マリーベルがそう感想を述べる。

　雨に濡れた金きん髪ぱつが頬ほおにくっつき、何だか少々艶めかしい。

「うん。順調みたいだね」

　何の作業かと言うと、イリストリ全体を覆う防ぼう壁へきの外から内に繋がる地下道を掘ほっているのである。地下道の入り口の場所はイリストリの南東側の郊外。北西側からやって来るトラファルドの反乱軍からは、丁度死角になる位置だ。

　今は掘った土を運び出すのではなく、地下道が崩くずれないように補強するための木材が運び込まれている所だ。すなわち地下道自体はもう開通している。作業も残りわずかだ。補強が済めば両方の入り口を偽ぎ装そうして隠し、俄にわかには見つからないように細工して終わりになる。

　この地下道は、平原での会戦が不利に陥った場合の善後策に使用するためのものだ。

　会戦で形勢不利と見たら、イリストリを捨てて敗走すると見せかける。

　反乱軍は戦勝に喜びイリストリを奪取する。

　そこをこちらが取って返し、この地下道を通ってイリストリ内に侵しん入にゆう。

　結果、中での乱戦に持ち込む――これが善後策の内容だ。

　要はイルハ砦とりででラウルが行った作戦と同じである。

　これについては、一度成功した実績がある。

　しかもこの反乱軍との戦いが始まって以来、唯一の戦勝の実績である。

　実績があるという事はつまり、その正当性への説得力があるということだ。

　ラウルは停戦交渉前にワウルフに宛てた手紙で、イルハ砦での作戦は応用が利くかも知れないと献策していた。

　ワウルフの軍師コランもそれに賛同し、イルハ砦より帰還したラウルから戦いの詳細を聞いた上で吟味し、この地下道という形に応用して善後策とした。

　ラウルはそれに、特に異論を挟まなかった。

　元々コランが考案していた荷車城塞への対抗策と、この善後策を合わせた二段構えで、ワウルフ陣営はトラファルド軍との決戦に臨む事になる。

「あのう、皇子。この作戦なんですけど……」

　と、マリーベルは憂うれいを帯びた表情を見せた。

「ん？　何か心配事？」

「はい……向こうの陣営のコーデリアさんは、凄く有能なんですよね？　言い難にくいんですけど、もしかしたら前と同じ手は見み抜ぬかれて、通用しないかもって――」

「うん。しないだろうね」

　さらりとラウルが認めると、マリーベルは吃驚して目を丸くする。

　明後日あさつての方向を向いていたリハルトも、聞きとがめてラウルに注目した。

「えええっ!?　だったら別の作戦を考えないと――」

「いや、必要ない。これでいいんだよ」

「……何か考えがあるのか？」

「まあ、この戦いは彼かの女じよに花を持たせようかなーって。どうもあの人、話してると一生隠居したいみたいだけど……ここで手て柄がらを立てちゃうと、またどこかに担ぎ出されちゃうだろうね、可哀相に」

　ラウルは停戦交こう渉しようの席で会ったコーデリアの様子を思い返して笑った。

　なかなか変わった、愉ゆ快かいな人物だった。

　しかしその奇き妙みような振ふる舞まいの裏に隠された才気は、間ま違ちがいなく本物。

　彼女ならば、この善後策をこちらが取った場合、意図を見抜いて致命の一いつ矢しを射うち込んで来ると思える。その能力を――こちらとしては利用させて貰うわけだ。

「さ、作業も確かく認にんできたし陣に帰ろうか」

　ラウルは馬首を返して自じ陣じんに向けた。

　マリーベルとリハルトに背中を見せながら、呼よび掛かける。

「二人とも思い出してみて。俺おれ達たちの中目標――何のためにバルゼイアへ来たかをね」

「……」

　ラウルの背中を見ながら、マリーベルは思考した。

　この遠えん征せいの目的は、四し虎こ競きよう食しよくの二面戦争の状況を作るための道筋をつける事――

　ラウルは出発前にそう言っていた。

　そして実際にやって来て分かった事は――

　ワウルフは、帝てい国こくと事を構える気は無いと言っていた。

　これは謁えつ見けんの席でマリーベルも聞いた。

　トラファルドは、ラトゥータ教国からやってきたコーデリアの支し援えんを受け、ワウルフを斃たおした暁あかつきにはクワアル高地の土地の半分を鳥人種レイヴンの下に取り戻してやりたいと言っていた。

　また、コーデリアを派遣したラトゥータ教国は、バルゼイアと組んで二面から帝国に攻め入りたいらしい。

　これは停戦交渉の席で聞いた。

　これを比較して、どちらがバルゼイアを獲とるのがこちらの望む二面戦争に近いか――

　考えるまでもない、トラファルドの陣営だ。

　特にコーデリア、すなわちラトゥータ教国の主戦派とは、目指すものは違ちがえど、このバルゼイアの戦いにおいては完全に利害が一いつ致ちする。

　なるほどこの善後策は罠わなだ。ただそれは、敵を陥おとしいれる事が目的ではないのである。

「……まあ何て言うか、流石さすがに上う手まく行っても後味は悪いけどね。ワウルフ殿どのとは今後も仲良く出来たと思うし、人間的にも全然嫌きらいじゃないから。若いうちからこんな事ばっかりしてたら、流石にいい死に方はしないかな」

　ラウルは珍しく、少々自じ虐ぎやく的てきな笑えみを見せた。

　心根は真摯で善良なラウルだから、良心が咎とがめるのだろう。ボウテングと違って、ワウルフは決して悪人ではないから。むしろ貴重な友人になれるような人物である。

「死んじまえば何でも同じだ。必要ならそうするしかねえだろう」

「まあねえ。でもまあせめて、死ぬ時はマリーの膝ひざ枕まくらがいいかな」

　冗じよう談だんめかしてラウルが言うと、マリーベルは笑顔で首を振った。

「多分それは無理だと思いますよお」

「ええっ？　そうなの？」

　予想外の返答に、ラウルはちょっと寂しさを感じた。

「はい。そうなる前に、わたしは近くで斃されてると思いますから。わたしは皇子をお護まもりするんですから、それが順番です」

　ふんわり柔らかい可か憐れんな笑顔で――マリーベルはきっぱりと断言した。

「……嫌だなそれは。絶対見たくない。リハルトならいざ知らず」

「おい。俺ならいいのかよ」

「はははっ冗談だよ。マリーにもリハルトにも、俺が救国の英雄だって呼ばれるところを見て貰わなきゃね。昔から俺に付き合ってくれた事を後悔させたくないし。まあ無む駄だに悪い想像するのは止めとこうか」

　と話しながら天幕に戻ると、すぐに人が駆かけて来る気配を感じた。

「ラウル様！　アゼルキア州のバルカ様よりの急使です！」

「うん？　何だろう……入って！」

　ラウルはすぐに急使を招き入れると、事情を尋たずねた。

「ご苦労様。早さつ速そくで悪いけど、アゼルキアで何かあったの？」

「は！　エレイラ州の星神教会本拠より進発した軍勢が、現在アゼルキア州へと進行中であります！　その兵力は約五万！」

「！」

「ええええっ!?」

　リハルトは目を見開き、マリーベルは驚きよう愕がくして声を上げた。

「こりゃ困ったねえ……面倒な時に来てくれるもんだ」

「バルカ様は既すでに防戦の準備に入っておられますが、至急ラウル様にお伝えせよと！　戦いが避さけられぬ場合、防衛に専念し戦せん況きようを引き延ばすとの事です！」

「うん。取りあえずそれが無難だね。確認しておくけど、向かって来るのは中央からの討とう伐ばつ軍じゃなく、教会の私兵なんだね？」

「はい！　設立が噂うわさされていた教会の騎士団ではないかと仰おつしやっておりました！」

「なるほどなるほど……分かった、ありがとう。下がってゆっくり休んでて」

「はっ！　失礼致いたします！」

　急使が下がって行くと、マリーベルは慌あわてた声を上げる。

「皇子、ど、どうしますか!?　五万なんて凄い大軍ですよお」

「そうだね、残ってるアゼルキア州兵は一万五千くらいだから、三倍以上になる計算か」

　元々州兵の数は三万が規定で、ボウテングとの戦いで約五千程ほど減らし、そこから更にエルラーン王立第二騎士団へと一万が移った。

「バルカ将軍にルシエもいるから、下手を打たなければ早々にアゼルキアが落ちるなんて事はないだろうけど――何とかしなきゃね」

「宰さい相しよう派が仕し掛かけて来たら、レイノルズがボウテングを裏で操っていた事を暴ばく露ろしてやるってのはどうなった？」

「いや実の所、暴露されたら嫌だって向こうに思わせるつもりはあっても、本当に暴露は出来ないんだよ。アイヴァー兄上を利する結果になって、結果的に両派の均きん衡こうが崩れかねない。それは不味いから。ここは自分達の力で凌しのがないと」

「なるほどな」

「それにしても――こんなに早くアゼルキアが攻められる可能性は低いと思ってたよ。レイノルズ兄上の考えがちょっと分からないな」

　ラウルは眉根を寄せて首を捻ひねる。どうしても腑ふに落ちない事があった。

「実は物もの凄すごくお怒いかりで、後先を考えずに派兵したとかですかねえ？」

「いやいや、ボウテング兄上じゃあるまいし。もしそうなら俺もバルカ将軍もシルヴァンも――レイノルズ兄上がすぐには動かないって予測したやつは、全員人を見る目が無いって事になっちゃうよ。そうとは信じたくない所だね。勿論裏があると思う。レイノルズ兄上は星神教会と完全な蜜みつ月げつだと思ってたけど……どうもそれが怪あやしくなって来た」

「どうしてそうなるんですかあ？　蜜月だから、教会が派兵して来るんじゃあ？」

「蜜月だったら大事な相手にわざわざ血を流させないよ。レイノルズ兄上にとって俺達は目め障ざわりな物の力を削そぐための駒なんだ。だけど何が一番目障りなのかって所で、俺達は見誤ってたかも知れない。多分レイノルズ兄上にとって一番目障りなのは、政敵の元げん帥すい派じゃなくて、味方のはずの星神教会なんだと思う。だから教会に派兵をさせた――法王の鼻っ柱を折ってやりたいのかもね」

　代替わりした今の法王はかなり傲ごう慢まんだと聞く。強制改宗も現法王になってからの話だ。

　先代法王はラヴェールの意思は尊重していたし、騎士団を抱かかえるという発想は持っていなかったように思う。

　現法王の振る舞いを、レイノルズが内心快く思っていなかったとしたら――

　ラウル達にわざとぶつけ、勢力を削ろうとするという所までは頷ける。

「だけどそれでも分からないのは、何で今なのかって事だよ。俺達がある程度育ってからの方が、よりぶつけ合う効果は高いよね？　今の小勢力じゃ、あっさり潰れて削りにならないかも知れないのに。何をそんなに焦あせってるんだか――そこが分からない」

　レイノルズはレイノルズ独自の、何か見えない思おも惑わくがある。それは確実だ。

　一体何に焦っている？

　いずれはそれも確かめねばならない。確かめるための搦からめ手てを検討する必要がある。

　目の前のバルゼイアの決戦に、危地に陥るアゼルキアの防衛に、隠されたレイノルズの意図を気にしつつ、当座の目標として情勢を四虎競食の二面戦争に持って行かなければならない。考える事が一気に増えて来た。

　どれもこれも、一歩間違えれば自分達が滅ほろぼされる事に繋がる。間違いは許されない。いよいよもって、幕ばく僚りようの体制が貧弱なのが気になって来る。

　早くシバを手元に置きたいし、リュミエラの助力も欲しくなってきた。遠えん征せいから戻ったら誘いの手紙でも書いてみようか。

「でもまあ、今はそこを突っ込んで考えてても仕方がないね。アゼルキアを何とか守らないと。バルカ将軍に丸投げっていうのも不人情な話だし、こっちの兵一万を全部引き上げるわけには行かないから――半分だね。いくつか策も添えて、五千をすぐに戻してアゼルキア防衛に参加してもらう。マリーかリハルトにこれを率いて貰いたいんだけど……」

　ラウルはマリーベルとリハルトを交互に見て、結論を下した。

「じゃあリハルト。五千を預けるから、すぐにアゼルキアに戻ってくれるかな？」

「構わんが、一応理由を説明しろ。これの膝枕が恋しいから――とか言ったら殴るぞ」

　言ってリハルトは、マリーベルを一いち瞥べつする。

「いやそれは結構重要な事だけどね！」

「あははは……あのう、わたしが戻りましょうか？」

「いや、冗談は置いといてこっちの決戦は平原での会戦だから、弓騎き馬ば隊たいの指揮が取れるマリーがいた方がいいかなって」

「なるほどな。分かった、いいだろう」

「じゃあ、半数兵を戻す話を通しておかないとね。すぐに城に行こう」

「ああ」

「分かりました」

　三人は天幕を出ると、急いでイリストリの城へと馬を走らせた。
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　ウェーメリア帝てい国こく帝てい都と、エールフォリア――

　皇こう宮ぐう近くの大通りに面した酒場兼けん食堂にサイオンはいた。

　樫かしの木の丸テーブルの向かいには、町まち娘むすめの格好をしたミレーニアが座っていた。

「ふうむ――下々の者も結構美う味まいものを食っておるのう。むしろ冷めていない分、こっちの方が美味いかも知れんのじゃ」

　などと言いながら、並んでいる皿からじゅうじゅうと音を立てる肉や、とろとろのチーズがたっぷりかかった卵焼き、ほかほかと湯気を立てるコーンのスープを食し、満足そうに笑えみを浮うかべていた。

　皇宮での食事は毒見が何重にも入るため、ミレーニアが食べる頃には冷めてしまっている事が多いのである。

　野菜の炒いため物やサラダも卓たく上じようには存在するが、それらを無視するさまは多分どこにでもいる十一歳さいの子供と大差ないように思う。

　仕方がないのでサイオンは野菜を突っつくのだが、喉のどの通りは悪い。

　別に野菜が嫌いなわけではなく、ミレーニアに何かあったらと思うと恐おそろしくて食べる気になれないのである。

「下々が美味いものを食えておると言う事は、それだけ豊かと言う事じゃな。結構結構。のうサイオン、そうじゃろう？」

　それもこの帝都や中央四州だけだろうが――外がい縁えん六州は宰相派や元帥派の意向による締め付けの施し策さくにより、悲鳴を上げている。

　しかしわざわざミレーニアの上じよう機き嫌げんに水を差す必要もない。

　ミレーニアもそれは十分に分かっているはずだ。

「ええ、そうですね」

　結局ミレーニアの我わが儘ままに付き合わされて、こうして皇宮の外に連れ出す事になってしまった。教育係としての教育目的という方便は結構有効で、ジエーロが護衛につく事を条件に、短時間ならと認められてしまったのである。出来れば却きやつ下かして欲ほしかった。

　頼たのみのジエーロはというと、大通りを行き交う人を見て目を細めていた。

「おー若い娘さんがいっぱいおるのう。こりゃええ目の保養じゃあ」

「ふふふ、ここにも若い娘はおるのじゃ。さあ目の保養を致すがよいぞ」

「ちんちくりんには興味ありませんわ。もう五、六年後に出すとこ出して出直して下されや。まあ五年経たってもちんちくりんかもしれませんがのう」

「言ったな。見ておれ、今にマリーのようにどーんと出っ張ってやるのじゃ」

「おうおう。そうなったら冥めい途どの土産に是ぜ非ひいっぺん触さわらせて下され」

「嫌じゃこの助すけ平べえじじいめ。皇こう帝ていの胸を揉みたがる奴があるか。不敬罪で処刑するぞ」

「ちょ……！　ミレーニ――いえミア様。そういう身分の分かるような事は言わないで下さい……！　何かあったらどうするんですか……!?」

　一応偽ぎ名めいで呼んで注意した。

「む？　心配性じゃのう、お主は。そんな事でにいさまの代わりが務まるか。誰だれも私達の話など気にしてもおらんじゃろう？」

「そうかも知れませんけど……」

　声を潜ひそめて、周囲の様子を窺うかがう。

　確かにこちらに注目するような雰ふん囲い気きは無いようではあるが――

　行商を生業なりわいとするらしい男達が、熱心に話し込む声が聞こえてくる。

「ちょっと前にエレイラ州から荷を運んで来たんだけどよ、何だか教会の方が物々しかったぜ。兵士が沢たく山さん集められてよ、まるで戦の準備みたいだったんだ」

「星神教会が戦を？　物ぶつ騒そうだなあ。いつから教会はそんなになっちまったんだ。それにしても、誰と戦うつもりなんだろうな？」

「セシルト州のリーゼル様や、アゼルキア州の紅こう竜りゆう将しようバルカ様あたりか？　リーゼル様は帝国を離反してラトゥータに付くんじゃねえかって噂されてるし、バルカ様は異い端たん審しん問もん官かんを締め出そうとしてるらしいぜ」

「それじゃあ、セシルトやアゼルキアには近付かねえほうがいいかもなあ。戦なんかにゃ巻き込まれたかねえし」

「そうだな、それがいいや」

　その後は特に他愛のない、無駄話へと話題が移って行く――

「おいサイオン。あの者達の話は事実なのか？」

　ミレーニアも聞いていたのか、真面目な顔をしていた。

「教会が物々しいのと、バルカ様の話は事実だと思います。リーゼル様の話は、確かにそういう噂はありますけど、噂に過ぎないと僕ぼくは思います。リーゼル様はそんなお方じゃありませんから」

「何な故ぜそう言えるのじゃ？」

「僕はセシルト州の学問所で試験を受けて、皇宮に上がりましたから。試験に受かった後でリーゼル様には直接激げき励れいして頂きました。餞せん別べつにと支し度たく金まで頂いて……あの方は、農民の子の僕でも公務を頂ける学問所と帝国の仕組みを、素す晴ばらしいものだと仰っていました。セシルト大公国の時代からは考えられない、いい時代になったと。そんな方が、また時代が逆ぎやく戻もどりするような事を望むとは思えません」

「なるほどのう。ではリーゼルは、私やにいさまの本当の味方になってくれるかもしれんのう。父上やお爺じい様さまの頃ころの統治を望んでいるのじゃろう？」

「ええ。その通りだと思います」

「一度腹を割って話をしてみたいものじゃ。確かあのヒキガエルみたいなリネカの次の皇宮参内は、リーゼルの番じゃったな。ボウテング叔お父じ上うえからリネカと来て、好かん奴が続いていたから、楽しみなのじゃ」

「そうですね。僕もリーゼル様に御ご挨あい拶さつしたいです」

「うむうむ。よしでは腹ごしらえはお終しまいにして、散策を続けるかのう。行くぞ、サイオン、ジエーロ！」

「ほいほい。ジジイ使いの荒いちんちくりんですのお」

「あ、ちょっと待って下さい――！　お金を払わないと……！」

「早くしろ。先に行っておるのじゃ」

　慌てて食事代を精算するサイオンを置いて、ミレーニアは大通りに出て行ってしまう。ジエーロが飄ひよう々ひようとその後をついていった。

　ミレーニアはお金なんて持っていないのでサイオンが立て替えるのだが、これは戻って来るのだろうか？　精算をしながら、どうでもいい事が気になった。

　ミレーニア達を追って外に出ると、彼女は雑ざつ踏とうの中を興味深そうにきょろきょろしながら、時折道端の露天商の品揃えに足を止めたりしながら進んでいた。

　ジエーロはその結構後ろの方をふらふらしていた。通行人とぶつかっては、申し訳ないと頭を下げながら歩いている。

　伝説の武人ともなると雑踏で人を避よけるなど簡単に思えるが、そういうものでもないのだろうか？　余りに人とぶつかっているような気がする。

　ミレーニアと段々距きよ離りが開くので、無駄に心配になる。とにかく側そばに付いておいて欲しいのだが。

　ともあれ見失わなかったのは幸いだ。サイオンは走って二人に追いつこうとした。

　まずジエーロの側に行くと、顔の皺しわを一層深くして、にやにやしていた。

「ふひひひ、ええのうええのう」

「ジエーロ様、何を笑ってらっしゃるんですか？」

「うむ。ここは人が多いじゃろ？　自然に道行く娘さんとぶつかりつつ、ここんとこでおっぱいの感かん触しよくを楽しんでおるんじゃよ。いやあ極楽極楽」

　自分の右手の肘ひじあたりを指差して言うジエーロ。

「ちょっと！　剣聖ともあろうお方が何をやってるんですか!?　そんな品のない事は止めて下さい！」

　しかしジエーロは柳やなぎに風で――

「ふっ、剣聖が助平で何が悪いか。ああわしは助平なじじいじゃよ。上の剣けんも下の剣も生しよう涯がい現役を貫つらぬく所存じゃ。それがこのジエーロ・アーヴァインの生きる道よ」

　最後にきりっと格好をつけた。

「うむ、決まっておったかの？」

「いや、何を馬ば鹿か言ってるんですか！　とにかくふざけてないでちゃんとミレーニア様を見て、一時も目を離さないで下さい！」

「若いのに小こ姑じゆうとみたいに細かい奴じゃのー。なあにミア様も道を歩けば騒動を起こすというわけでもあるまいし、少々目を離しても――」




「いってぇ！　このガキ！　何しやがる!?」

「黙れ！　昼間から酒に酔よい、真面目に働いておる商売人に因いん縁ねんをつけようとは、この愚おろか者め！　今なら見逃してやるのじゃ、さっさと立ち去れ！」

「お、お嬢ちゃん、危ないから下がって。いいんだよ、よくある事だから――」

「心配いらん！　民を守るのは私の役目じゃからのう、黙だまって見ておれ！」




　少し離れた露店の所から、そんなやり取りが聞こえてきた。

　ミレーニアが店主に絡からもうとしたごろつき相手に脛すねを蹴けり上げて、啖たん呵かを切っているらしい。店主は止めようとしているが、ミレーニアは意に介していない。

「おんやあ？」

「ちょっと！　すぐ揉め事起きてるじゃないですか！」

「おうおう元気のよい事だのー。ありゃラウルよりよっぽど喧けん嘩かっ早いわ、全く誰に似たんかいのう」

「早く止めて下さい！　何かあったらどうするんですか!?」

「分かった分かった」

　サイオンはジエーロの背中を強く押すのだが、止めに入る前にごろつきが懐ふところから短剣を取り出だした。鉄の刃やいばが放つ鈍い光が目に入る。

「！」

　脅おどすだけのつもりだったかも知れないが、相手はミレーニアである。まかり間違って何かあったら洒しや落れにならない。サイオンは背筋の凍こおるような思いがした。

「む――」

　ジエーロも少々顔つきを変えて、佩はいている刀を鞘さやごと取り上げた。流石に止めようと感じ、柄つかを向けて撃うち出す飛刀術を構えたのだった。

　この程度の距離でごろつきの男の額を打ち据えるのは、ジエーロにとっては朝飯前の事である。息をするのと同じくらい容易たやすい。

　しかし飛刀術が発動する前に、その必要はなくなった。

「何やってんだよ！　おっさん！」

　剣の鞘がびしりとごろつきの手を打ち、短剣が石いし畳だたみに転がった。

「ってえ！」

　男は後ろを振り向く。そこにいたのは、ミレーニアと同じくらいの年ねん齢れいの男の子だ。栗くり色いろの短たん髪ぱつがさっぱりと小こ奇ぎ麗れいで、非常に負けん気の強そうな眼まな差ざしをしていた。

　この少年が携たずさえていた剣けん鞘さやで男の手を叩たたいたのだった。

「こんな子供相手に何ムキになってんだよ。それでも男か！」

「次から次へと――」

　額に青筋を立てるごろつきの頭上から、さらに次の声が掛かった。

「更に邪じや魔まをして悪いが、その位にしておいたらどうだ。大人気が無いぞ」

　馬上から声を掛けたのは、先さき程ほどの少年と同じ栗色の髪をした壮そう年ねんの男だった。

　非常に知的で、落ち着きのある雰囲気をしている。乗馬の周りには鎧よろい兜かぶとを身につけた兵も随ずい伴はんしており、一目で身分のある人物だと知れる。

　護衛の兵に睨にらまれ、槍やりを突きつけられると、ごろつきは途と端たんに肝きもを冷やしたようだ。

「す、すみません！　ちょっと調子に乗っちまいまして……へへへ――さいならっ！」

　愛あい想そ笑いをして逃げ去って行く。

「大だい丈じよう夫ぶか？　お前すげーお転てん婆ばだな。そんなんじゃ嫁よめの貰もらい手が無くなるぞ」

　と、少年がミレーニアを見た。悪気はないのかもしれないが、ミレーニアにはその発言は不ぶ躾しつけで無礼に感じられる。要するにカチンときた。故ゆえに相応の態度で応じる。

「黙れ。誰に向かって言っておるのじゃこの餓が鬼きが。余計な事をしおって」

「うわ口も悪っ!?　ていうか助けて貰ったんだから、ありがとうの一言くらい言えよ！」

「ふん――助けなど必要ないのじゃ、それよりもおぬしこそ今すぐ私に礼を言うのがよいのじゃ。お転婆だとか嫁の貰い手が無いなどと、不敬罪ものだが見逃してやっておる」

「はあ？　何言ってんだよ」

「可愛かわいい女子を見つけて格好つけようと思ったのだろうが、残念だったのじゃ。私はおぬしのように不躾な餓鬼に興味はないのじゃ」

「ば、馬鹿言え！　誰がお前みたいなちんちくりんを――」

「黙れ、おぬしこそ躾のなっておらん山やま猿ざるのようなものじゃろう！」

「何をぉ！　マジで口悪いなお前！」

「おうおう何じゃ！　やるか!?　おぬしみたいなへっぽこは返り討うちじゃ！」

　追いついたサイオンが、子供の喧嘩に割って入った。

「まあまあまあまあ！　ミア様。もうここらへんで――」

「リュカ。止よさないか、女の子には優やさしくするものだぞ」

　向こうも下馬して、少年を止めにかかり、そこでサイオンは相手の顔をよく見た。

　そして、見覚えがある事に気が付く。先程話題にしていたばかりの――

「リ、リーゼル様!?」

「うん？　君は……サイオンか!?　道理で見覚えがあると――」

「おお本当じゃ！　久しいのう、達者だったか？」

　とミレーニアが笑顔を見せ、リーゼルはそれをまじまじと見、そしてピンと来た。

「！　う……へ、陛へい下かでは御ご座ざいませんか！　まさかこのような街中におられるとは！」

「しーっ！　声が高い、今の私はミアじゃぞ、ミア。いいな？」

「ははっ――！」

　リーゼルはその場に跪ひざまずいて平へい伏ふくした。

「父上ー。何をやってんですか？」

「馬鹿者頭が高い！　リュカ、お前も父に倣ならえ」

　息子むすこリュカを窘めると、このお方が皇帝陛下だ、と耳打ちした。

「ええええええっ!?　こんな可愛げが無くてお転婆で生意気な女が!?」

「一言も二言も多いわ馬鹿者！　本当に不敬罪に問うてやるぞ!?」

　だがミレーニアは後に、周囲の親しい者にこう言う事になるのだ。

　自分の初はつ恋こいは十一歳の頃、相手は当時皇宮参内にやって来ていたセシルト州長官リーゼル・エスカの息子、リュカ・エスカだった――と。





◆◇◆






　バルゼイアのラウダ大平原にも、寒風が吹き荒すさぶ本格的な冬が訪れていた。

　イルハ砦北の貯水池のトラファルド軍の陣は、停戦期間の終了を明日に控ひかえていた。

　深夜、鳥人種の族長マニニは、総大将トラファルドの天幕の寝台で、その太い腕うでに抱かれていた。そして先程までの激しい行こう為いのおかげで弾はずんだ息を整えつつ、瞳ひとみを閉じて体を休めていた。

「いよいよ明日で停戦期間も終わりか……明日から大変だな」

「だったらこんな前日の夜まで頑がん張ばらなくてもいいのに――」

「はっはっは。大丈夫だ、オレは絶ぜつ倫りんだからな」

　付き合わされるこっちの身にもなって欲しい――そうマニニは思ったが言わないでおいた。停戦期間が終われば、すぐにワウルフ陣営との決戦になる。

　そんな事は無いと思いたいが、もしその戦いでトラファルドやマニニが帰らぬ人となってしまったら、これが最後の夜になる。

　だから実は、トラファルドが求めなくても、今日は自分からトラファルドを求めるつもりだったのだ。

「クーガさん、大丈夫だといいね」

「大丈夫さ、虎族の男は頑がん丈じようだよ。しかもあいつは虎族の中でも指折りの剛ごうの者だ」

　そして、幼いトラファルドをここまで鍛きたえ上げた武術の師でもある。

「そうだね。昔はあんたも全然勝ててなかったもんね」

　トラファルドに初めて会ったのは、まだマニニが十にもなっていない頃だ。先代の鳥人種の族長であったマニニの祖父が、クワアル高地に潜せん伏ぷくしたトラファルドやクーガを匿かくまったのが縁である。

　トラファルドは父である先代盟主の仇かたきワウルフを討つため、力をつけたいと必死に修練していたが、当時はまだまだ線の細い少年で、文字通りクーガには子供扱あつかいされていた。

　でもその必死な姿を、マニニは純じゆん粋すいな目で応援していた。

　それから時間が経って、トラファルドはどんどん逞たくましくなり腕を上げ、今のような見るも見事な青年へと育って行った。

　同時に大きくなって行ったマニニにも変化があって、はじめは純粋に応援していただけだったものが憧あこがれに変わり、恋こいに変わって行った。

　幸運な事にトラファルドもその変化に応えてくれて、丁度今から五年ほど前から、恋は愛に変わり、それからずっとそれを育んで来ている。

　そんな自分達を見守っていてくれたクーガは、マニニにとっても大事な人だった。

「今は負けないぜ。このユミールの誰にも引けを取るつもりはない」

「うん、そうだね。あんたより強い奴やつなんていないよ」

　トラファルドが長い長い鍛たん錬れんを重ねる姿を、マニニはずっと見て来た。

　だから、そう信じたっていいではないか。

　それが欲目なのはわかっているが、それでもそう信じたいのだ。

「ラウル殿は、あの剣聖ジエーロの弟で子しだったらしいな。道理で出来そうに見えたわけだよ。それに加えて彼かれの配下には剣王ゼファトの息子や大神将ゴルータの娘もいるらしい。是非一度手合わせをしてみたいものだな。オレがどのくらいなのかを知りたいからな」

「クーガさんを捕らえたのは剣王の息子なんだってね。手強そうだね――」

「ああ、相手にとって不足は無いな。腕が鳴る」

「……勝てるよね？」

「何だ不安か？」

「うん――戦いはいつも怖こわいよ。ましてや次は、今まで経験が無い程の大きな戦いになるんだし……鳥人種のみんなも不安がってた。アタシ達たちは根っからの戦士じゃないから、やっぱり勇気が足りないんだね」

「そんな事は無い。そうは言うが、いざとなれば戦えるじゃないか。それで充じゆう分ぶんさ。オレだって怖いと言えば怖いぜ。オレやお前が死んだら、もうお前を抱けなくなってしまうしな。だから死にたくないしお前も死なせたくない。お前は俺が護るよ」

「うん……ありがと」

　でもどちらかが倒たおれるなら、それは自分からであるべきだとマニニは思う。

　トラファルドは総大将だ。ワウルフを引ひき摺ずり下ろしてバルゼイアの盟主に就くべき大事な身だ。

　バルゼイアに雨の恵みをもたらすメイクラウドは、ワウルフの他にはトラファルドしか扱えない。トラファルドの代わりはいないのだ。

「大丈夫さ、コーデリアも自信たっぷりだったろ？　あいつは変な奴だが実際とんでもなく凄すごい軍師だよ。オレの武と、あいつの知があれば老いた獣じゆう王おうなんかには負けないよ。次の戦いでワウルフを斃し、オレが新たな獣王となる。そして――帝国に奪うばわれたクワアルを取り戻すための戦いを始めよう。それが終われば、俺達の子供を沢山作ってバルゼイアの新しい未来を作ろう。オレ達はずっと一いつ緒しよだよ」

「うん――楽しみだね。アタシ頑張って子供を産むから。何人くらい欲しいの？」

「多ければ多い方がいいな。二十人くらい欲しいぞ」

「ええっ!?　そんなには無理なんだけど！　二十年産み続けたらアタシもうおばさんになってるし！」

「そうか？　かといってお前以外の女は別にいらないからな。じゃあできるだけ沢山と言っておこうか。よし、早速今からもう一回仕込んでおくか」

「またぁ？　いいけど――あんまり激しくしないでよ？　声我が慢まんするの大変なんだから」

「何だ、まだ左の男に言われた事を気にしているのか」

「普ふ通つうするわよ！　アンタが気にしなさ過ぎなの！」

　そうやって、停戦最後の夜は過ぎて行った――




　翌朝、トラファルド軍は陣じんを出てイルハ砦とりでへと向かった。

　イルハ砦は既に引き払われてもぬけの殻から。そこに囚とらわれていたクーガが残っていた。

　牢ろうから救い出されたクーガは、広間でトラファルドと顔を合わせると、一も二も無く敗戦を詫わびた。

「若――！　全く面目次し第だいも御座いません！　敗北の責任は如何いか様ようにも……！」

「いや、そんな必要はない。責任を感じるのなら、次の戦いの働きで返してくれればそれでいい。それよりお前が無事で良かったよ。次は大きな戦いになる。お前の力が必要だ」

「は？　次とは――？」

「ああ、お前は囚われていたものな。ワウルフとの決戦の約束を受けているんだ、次の一戦でバルゼイアの未来が決まる」

「なんと！　そのような事態になっていようとは――」

「身体からだの方は大丈夫なのか？　出来るなら早速兵を任せたい」

「勿もち論ろんですとも！　ぴんぴんしておりますぞ！」

「よし、ならばさっそく出しゆつ陣じんするぞ！　この一戦にてワウルフを討ち、バルゼイアを取り戻す！　みんなオレに力を貸してくれ！」




「「「おおおおおおっ！」」」




　トラファルドの号令に、クーガやその他、居並ぶ将兵が雄お叫たけびを上げた。

　聖王暦れき五二八年、冬。

　寒風吹き荒ぶラウダ大平原に、熱い命と命のせめぎ合いが展開されようとしていた――







あとがき







　まずは本書をお手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　屑くず星ぼし皇おう子じの戦詩二巻を、こうしてお届けする事が出来ました。

　ちなみに戦詩と書いて『いくさうた』と読んだりします。前巻のあとがきに書き忘れたので、ここで書いておこうかと！

　これを書けるのも前巻をお読み頂いた皆様のおかげですね。結構好評頂いたみたいで、本当にありがたい限りだなと。

　で、今巻なんですが――うん、またやっちまいましたねえ、例のアレ。何の事かはお読み頂いた方には分かるかと思いますが……まあこう、キャラの内面をがっつり抉えぐるにはいい手段だと思ってます。ただまあ、もう一度は馬鹿の一つ覚えかって言われそうなので多分やらないかなあ？　と。

　次からは実行段階に移って行く！　つもりです。

　今巻は帝国からもエルラーンからも離れて、バルゼイア連合へ遠征という事になりましたが、キャラやら舞台やら設定やらごりごり追加しつつ、それらのパーツが破は綻たん、矛盾しないかつ面白くなるように展開を練り上げたいという事で、結構脳が疲れました。

　戦記もので主人公のラウルが賢い設定なので、内容がそぐわないとがっかり感がどうしても出ます。少なくとも僕が読者さんの立場だとそう感じるので、そうはさせまいとキャラスペックと僕が勝負してる感じです。

　締切という時間制限付きの脳内バトルです。

　この屑星皇子の戦詩が続く限りそこにはこだわって行かないとな、と思ってます。

　プロットの脳内整理をしながら風呂でも入るかーと思って入ったら、湯船に浸かって五時間経ってたりとかありました。その後手とか足の皮がふやけ過ぎてどざえもんみたいになってたり。。

　内容的に露ろ骨こつな次巻に続く展開になってますので、続きをなるべく早くお届け出来るように頑張ります。一応今頂いているお話では、来年二月頃に三巻をお届けできれば――という事で現在三巻の原稿執筆中です。

　二巻からの流れがありますので、三巻に関しては五時間風呂で脳内整理する儀式は必要無さそうです。これ遅れたら、僕の手が遅かったせいなので早くしろバーカって怒ってやって下さい。

　さて最後に担当編集Ｎ様、イラスト担当頂いたフ子様、並びに関係各位の皆さま、今巻も多大なるご尽力をありがとうございました。次もよろしくお願いします。

　それでは、この辺でお別れさせて頂きます。またお会いしましょう！
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